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その婚姻は誰がために













　夏は瑞みず々みずしい緑に彩られるこの街も、今はすっかり冬化粧をしております。

　氷のように透き通った窓ガラスの向こうに見える木々は、白い霧氷に覆われて美しくも寂しそうでありました。

　私は今日、お嫁にゆきます。

　想い初めたあなたのことは、一生忘れません。




　＊　＊　＊




　祖母が生前、誰にも見つからないように隠していたらしき古い日記は、偶然私が蔵の奥から見つけ出してしまった。

　そこに記されていたのは、結ばれることのなかった初恋の人との思い出。初うい々ういしく、控えめながら情熱的で、とても切ない想いが綴つづられていた。

　親同士が決めた政略結婚をしたときの祖母が見ていたのと似た景色を、今、桜色の着物を着た私も窓から眺めている。もっとも、政略結婚をする運命なのは同じであれ、私には今現在好きな相手も、初恋の人すらもいない。

　伝統的な建築様式と、モダンな雰囲気が絶妙に融合したこの高級料亭で、私はこれからお見合いをする。

　こんな堅苦しいお見合いは現代では珍しいかもしれないが、両親が昔ながらの風習を大切にする古風なタイプの人間なため、この形となった。

　二十四歳にもなって恋のひとつもしたことがない私が、恋愛をすっ飛ばして結婚するかもしれないのだ。この飛び級っぷりを友達に話すと、皆が百面相をしてくれるから面白い。

　高い天井が吹き抜けになっているロビーの窓から、うっすらと雪に覆われた庭を眺めて物思いにふけっていると、後ろから母が近づいてくる。

「さあ、お部屋に行きましょう」

「うん」

　そっと背中に手を当てて促され、受付を済ませた父と一緒に、店員の案内で奥の個室に向かって歩き始めた。

　この料亭は、お見合い相手である男性のお父様が代表を務める、霞かすみ浦うらグループの店舗のひとつ。

　霞浦グループは主に各地のホテルや旅館を経営し、リゾート開発を手がける大手企業で、日本各地で事業を展開しており、業界内にその名をとどろかせている。

　つまり、私のお見合い相手は御曹司というわけだ。そうでなければ、私たち家族の経営難に陥っている店を助けるための結婚話など浮上しないだろう。

　救世主となってくれるであろう彼らと、いよいよご対面のときがやってきた。若干、緊張の色を濃くして、上質な和の雰囲気が漂う廊下を進んでいると、隣を歩く小柄な母が私を見ていることに気づく。

「すごく綺き麗れいよ、初はつ音ね」

　目尻に薄くシワを作ってとても感慨深そうに微ほほ笑えむ彼女に、私は少しだけ照れくさくなる。

　はにかみつつ「成人式以来だね」と言い、上品な華文柄の着物の袖をひょいと上げてみせた。祖母の代から受け継がれてきた、とても大切な着物だ。

　セミロングのココアブラウンの髪は、サイドを編み込みにしたアップで、着物の柄の色に合わせた白と唐から紅くれないの花飾りをつけている。

　成人式や結婚式ではないのにこんな格好をしていると、ここに来るまでに周りからの好奇の視線をかなり感じたが、私は意外といたたまれない気分ではなかった。結婚に対して迷いがないから、堂々としていられるのだろうか。

　背筋を伸ばし、顔を上げてしっかりと足を進める私に対し、笑みを消した母は申し訳なさそうに眉を下げる。

「私たちのために……ごめんね」

　かろうじて聞き取れるくらいの声量で、詫わびの言葉がぽつりとこぼれた。

　前を歩く父にも聞こえたのか、わずかにこちらを振り返ったあと、白しら髪が交じりの彼の頭こうべが垂れるのがわかった。

　ふたりとも、そして今この場にいない兄も、私が無理をしてこの結婚を受け入れたと思っている。『結婚するのは嫌じゃないよ』と言っても、本心ではないと疑っているみたいなのだ。私は本当に悲観などしていないのに。

　私の父は、東京から二百キロほど離れたこの地方で、創業百年を超える老舗しにせの酒蔵を営んでいる。従業員はわずか二十人ほどで、私も兄も学生時代からずっと店の手伝いをしてきた。

　ところが、日本酒の消費量は年々減少していて、ここ数年の市場規模は下げ止まりの状態にある。アルコール飲料が多様化したことや、若い人たちの日本酒離れなどが大きな原因だ。老舗日本酒メーカーも次々と倒産している。私たちも例に漏れず、経営状態は厳しくなる一方。

　そうやって苦悩していたときに手を差し伸べてくれたのが、霞浦代表だった。どうやら彼は父の世話になったことがあるらしく、恩返しも兼ねて援助したいと申し出てくれたのだそう。

　その条件が、彼の息子である霞浦朝あさ羽はさんとの結婚だったのだ。

　両親がものすごく悩んでいる様子でこの件を話してきたとき、私は別段驚くことも、ショックを受けることもなく、むしろホッとしていた。どうすれば経営難から脱出できるのかわからず、ずっと暗いトンネルにいたような私たちに、希望の光が差したのだから。

　結婚することで、大事な酒蔵と、両親ふたりを助けることができるなら、喜んで受け入れようと思った。だから、私は決して嫌々この場にいるわけではない。

　……まぁ、嫌々じゃない理由は他にもあるのだけど。

「今日はおめでたい日でしょ。そんな泣きそうな顔しないで」

　ピンク色の口紅で彩った唇を弓なりにして明るく言い、母の肩をぽんと叩たたくと、彼女は眉を下げたまま微笑んだ。

　そうしているうちに部屋に着き、つつじの絵が美しい襖ふすまが開かれると、「失礼いたします」と挨拶をして中へ入った。

　風ふ情ぜいある中庭が望める座敷の、畳のヘリを踏まないよう歩いて、座布団の横に正座をする。このときに初めて、お見合い相手である朝羽さんと顔を合わせた。

　長めの前髪が斜めに流されたストレートのショートヘア。それがよく似合っているシャープな輪郭と、完璧なバランスの目鼻立ち。切れ長の瞳からはクールさを、厚みのある唇からはそこはかとない色気を感じる。細身だが逞たくましさもあるスーツ姿も、文句なしに素敵だ。

　それに、霞浦グループの後継者にふさわしい品格をすでに備えていることが伝わってくる、圧倒的なオーラを放っている。

　一度写真で見たことがあるものの、実際にお会いすると魅力をひしひしと感じ、思わず引き込まれる。

　穴があくほど凝視して固まってしまっていた私は、すでに挨拶を済ませた母に小声で呼ばれて我に返り、慌てて畳に人差し指を合わせて手をついた。

「はじめまして。飛ひ高だか初音と申します」

「霞浦朝羽と申します。本日はよろしくお願いいたします」

　お互いに丁寧な座礼をして顔を上げれば、再び視線が絡まる。

　低い声にも優美さがある彼はにこりともせず、かといって怖さを滲にじませているわけではない、綺麗な無表情のまま。冷静沈着という言葉がぴったりハマりそうな人だ。

　かくいう私も、自然な笑顔を作ることができていない。初めが肝心なのだから、愛想よくしなければいけないのに。

　私はマイペースな人間で、おおらかな性格だと自負している。キレたり取り乱したりもしないし、あまりはしゃぐこともない。両親から礼儀作法を叩き込まれたせいかどうかはわからないが、昔からよく『落ち着きがある子だね』と言われていた。

　だからといって、心の中まで落ち着きはらっているわけではない。人並みに喜ぶし、怒るし、緊張もする。

　モデルかと見紛うほど麗うるわしい男性を目の前にしている今もそう。身のこなしはぎこちなくならずに振る舞えていても、心臓はだいぶ速いスピードで動いているし、顔の筋肉は強こわ張ばってしまっているのだ。

　それでも、彼のご両親である霞浦代表と奥様は、にこやかにこんなことを言ってくれる。

「初音さんにお会いできて嬉うれしいわ。とっても可か愛わいらしいお嬢さんね」

「あぁ。写真を拝見したときからそう思っていたよ」

「もったいないお言葉を……ありがとうございます」

　こちらもただならぬ貫かん禄ろくとオーラを放つふたりに、私はもう一度礼をする。お世辞だとわかっていてもやはり照れてしまい、おかげで口元が少し緩んだ。

　がっしりとした体型のダンディな二枚目俳優のような霞浦代表に、「どうぞお座りください」と促され、私たちも座布団に移動する。私の向かい側には朝羽さんがいて緊張はやまないものの、手元に用意された会席料理の数々には、自然と目を輝かせてしまう。

　料理自体とても美お味いしそうで、品のいい盛りつけや美しい食器に心惹ひかれるも、私をワクワクさせるのは頭の中に浮かぶ日本酒。この料理にはどんな銘柄が合うかと常に考えるのは、もはや職業病だ。

　皆で食事を始め、美味しい料理に舌鼓を打ちながら思考を飛ばしていると、父が満足げに言う。

「霞浦リゾートはどこも高級感があって、贅ぜい沢たくな気分に浸れますね。このお料理もとても美味しい」

「ありがとうございます。食材や調理法にもこだわっておりますので。初音さんもお口に合いますか？」

　きりりとした顔に優しい笑みを浮かべる代表に話を振られ、私は静かに箸を置いて深く頷うなずく。

「はい、とても美味しいです。この和牛のたたきには、淡麗の純米酒が合いそうですね。すっきりとした甘みのある純米酒なら、この牛肉の濃厚な風味や、うま味をより楽しめ……」

　考えていたことをそのまま言葉にしていた途中、じっとこちらを見つめる朝羽さんの視線に気づいて口をつぐんだ。

　いけない、しゃべりすぎたかな。

　感情を読み取れないその瞳から圧のようなものを感じ、自然と上がっていた口角が引きつる。

「あ、すみません、日本酒のことばかりベラベラと」

　肩をすくめて謝ると、霞浦夫妻がぷっと吹き出し、声を上げて愉快そうに笑った。どうやら気分は害していないようでホッとする。

「いやいや、構いませんよ。どんな酒が合うのかは私も知りたいですから」

「さすが蔵元のお嬢さんね。量も飲めるの？」

　代表に続いて、美魔女と呼ぶにふさわしい美貌の奥様に問いかけられ、私は小さく首を横に振る。

「いえ、量はあまり……。それなのに、周りからは酒豪だと思われています」

　この〝酒蔵あるある〟とも言えるエピソードを漏らすと、再び温かな笑い声が上がった。ただひとり、朝羽さんだけは表情を崩さない。

　実家が酒蔵だと、やはり飲めるイメージがあるらしく、昔からクラスメイトにはよくネタにされていたのだ。ちなみに、子供の頃からお酒を飲んでいるとも思われがちだが、もちろんちゃんと法律は守っている。

　場の緊張がだいぶ解ほぐれて和やかになってきた中、母も気を許したらしく、呆あきれたように笑いながら言う。

「この子ったら、小さい頃から酒蔵に入り浸っていて、二十歳を過ぎたらさらに日本酒にのめり込んでしまったんです。もっと色気のあることに興味を持って、女を磨いたほうがいいんじゃないかと思うくらいに」

　余計なお世話だよ、という気持ちを込めて、私はじとっと母を睨にらんだ。

　確かに、こんなに日本酒が好きな女子は友達にもいないし、男子からは〝おじさんかよ〟とからかわれていた。おかげで男友達は多かったし、自分の趣味を貫いて楽しく過ごしてきた。

　でも、やっぱり女としての魅力には欠けるんだろう。たれ目がちの童顔をごまかすために一応メイクもするし、ファッションも人並みに気をつけてはいるにもかかわらず、彼氏ができなかったことがなによりの証拠だ。

　こんな私が妻になるなんて、朝羽さんは不満かな……と心配になった、そのときだ。

「夢中になれるものをお持ちの女性は、輝いていて素敵ですよ」

　これまで口を開かなかった彼からこんなセリフが紡がれ、私は目を丸くした。母たちも静かになり、彼に注目する。

　綺麗な姿勢で箸を進めている朝羽さんのクールな表情からは、今の言葉が本心なのかお世辞なのか見分けがつかない。でも、私の趣味を否定せず、素敵だとまで言ってくれたことが単純に嬉しくなる。

　端正な顔をただただ見つめていると、代表が含みのある笑みを浮かべて朝羽さんに声を投げる。

「初音さんのこと、お前も気に入ったか？」

「えぇ。私のもとでなら、彼女の力を発揮していただけるかと」

　私の、力？

　代表の問いかけに彼が即答したためドキリとしたものの、なんのことを言っているのかわからず、頭の中にハテナマークが飛び交う。

　朝羽さんも箸を置き、私たち家族にゆっくりと目線を向けながら、詳しく説明し始めた。

「私が総支配人を務めるホテル内のショップに、飛高酒蔵の商品を置くスペースを広く確保したいと考えています。観光客や、結婚式などでの需要が豊富ですし、海外の方の目にも留まる。販売シェアは確実に拡大できます」

　急にマーケティングの話になり、私たちも真剣に耳を傾ける。

　そういえば、朝羽さんは三十歳にして霞浦グループの専務であり、都内の高級ホテルで総支配人を兼務しているのだと聞いていた。彼のホテルで私たちの商品をアピールしてもらえるなら、今よりも売り上げを伸ばすことができるだろう。とてもありがたいことだ。

「私も実際に飛高酒蔵のお酒をいただき、その品質や美味しさに感銘を受けました。ぜひ、霞浦グループと独占契約をしていただきたいと考えております」

　さらに彼は、私たちにとって大きなメリットとなる希望を申し出てくれた。返事を渋る理由などなく、両親もとても恩義を感じた様子で「よろしくお願いします」と言い、深々と頭を下げた。

　この結婚の目的と利益を改めて実感すると共に、朝羽さんが私たちの商品を評価してくれたことを素直に嬉しく思う。感謝を込めて彼を見つめていると、彼もこちらに視線を向け、私は漆黒の瞳に捕らわれる。

「足りないのは、あなただけだ」

　ドキン、と心臓が強く波打った。まるで彼自身に求められているかのように、錯覚しそうになってしまって。

　目を見開く私はさておき、朝羽さんは淡々と話を続ける。

「販売員兼アドバイザーとして、こちらに来ていただきたい。あなたなら、商品を求める方々に満足してもらえる説明やサービスができるはずです」

　……あぁ、なるほど。私の力を発揮できるだとか、足りないだとかいうのはそういうことなのね。

　確かに、私は日本酒のソムリエとも言われる唎きき酒さけ師しの資格を持っているし、有資格者というだけでお客さんからの信頼を得られるかもしれない。

　これまでも実家の店頭でどれを買おうかと迷っているお客さんに助言してきた。いろいろな層の方が来るであろうホテルでなら、もっとこの能力を発揮できる気がする。

　朝羽さんの戦略を理解してふむふむと頷いていると、なぜかうなだれ気味になっている代表が呟つぶやく。

「気に入ったかって、そういう意味で聞いたわけじゃないんだが……」

「こういうことに関しての朝羽の鈍さは、今に始まったことじゃないでしょう」

　奥様がおかしそうに笑って軽くけなすものだから、私たちも思わず笑ってしまった。

　朝羽さんって、クールでちょっぴり神経質そうなイメージだけど、意外と鈍感なのかな。

　そう思うと、我関せず状態で再び黙々と箸を進め始める彼がなんだか少しおかしくて、気持ちがほっこりした。




　着物の帯が苦しくなるくらい、ひと通り食事を堪能したあと、「ここからはふたりでごゆっくり」と、型通りの流れで両親たちは部屋を出ていく。

　パタンと襖が閉められると一気に静かになり、なんとなく口に含んだお茶を飲み込む音すら、やけに響く気がする。再び速まり始めた心臓の音も聞こえてしまいそうだ。

　とりあえず、沈黙を破るためにも一番気になっていることを聞いてみよう。

「あの」

　思いきって話しかければ、力を秘めた彼の瞳がこちらを見据える。

「朝羽さんは、私との結婚に異論はないのですか？　……実は、想いを寄せる方がいらっしゃったりとか」

　私がこう確認するのは、他に好きな人がいるのに結婚しなくてはならなかった、祖母のことがあるからだ。

　初めて祖母の日記を読んだとき、祖父と仲睦まじかった彼女が、実は別の男性への想いを胸に秘めていたのかと衝撃を受けたことを覚えている。あの時代は政略結婚が多かっただろうし、似た境遇の人もたくさんいたかもしれないけれど。

　朝羽さんはそんなことはないだろうかと懸念していると、彼はすぐに口を開く。

「幼い頃から、親が決めた相手と結婚するものだと思っていましたし、飛高酒蔵の経営を立て直すことにも挑戦のし甲が斐いがあるので、特に問題はありません」

　その口調は、今は仕事中かと思うくらい淡々としたもので、迷いや後悔はなさそうだ。この結婚は本当にただの契約だと考えているような感じがして、少し切ない気もする。

「それに、私は誰かに恋愛感情を抱いたことはありませんから」

　彼の気持ちを聞いて頷いていたとき、意外な言葉が続けられて、私はぴたりと動きを止めた。

　三十年生きてきた彼も、恋をしたことがないっていうの？

「そう、なんですか？　朝羽さんほどの方なら、女性が放っておかないように思いますが……」

「それは、経済力だとか地位だとか、上辺のものが目当ての人でしょう」

　冷ややかに返されて怯ひるみつつも、せっかくなので詳しく聞いてみる。

「じゃあ、お付き合いしたことは？」

「ありますよ。ですが、私の無頓着さを知ると呆れて去っていく方がほとんどでした。私から相手への愛情が湧かなかったのだから当然ですね」

　どうやら彼は、彼女がいたことはあるものの本気で好きになれなかった、ということらしい。

　容姿も完璧で、しかも御曹司となると、彼の内面以外に惹かれる女性もたくさんいるだろう。上辺の魅力だけに寄ってこられるのも切ないものがある。

　ちょっぴり同情していたものの、ふと思い当たって私は口の端を引きつらせる。

「今気づきましたけど、私もモロに経済力目当てですよね……。なんか、すみません」

　だって、経済的支援を得るための政略結婚なのだから。私も彼に愛されることのなかった女性たちと同類じゃない？

　なんとなく後ろめたい気持ちになり、身を縮めて謝ると、彼がふっと息を漏らす。

「言われてみれば、確かにね」

　視線を上げれば、意外にも小さく笑う朝羽さんがいた。

　あ、笑った……。

　初めてかいま見た、温かく柔らかな表情。その破壊力は想像以上だ。胸が苦しくなるくらい。

　目が離せなくなる私に、彼は長く綺麗な指を湯ゆ呑のみに伸ばしながら続ける。

「でも、この結婚はあなたが望んだことではないでしょう。初音さんこそ、心に想う方がいるのでは？」

　笑みは淡雪のように一瞬で消えてしまったものの、湯呑を口に近づける姿さえも優美な彼にそう問われ、私は苦笑する。

「実は私も、これまで恋をしたことがないんです」

　経験がないことに少し劣等感みたいなものを感じていたのだが、朝羽さんの恋愛事情を聞いたことで、あっさりと告白できた。

　ピクリと反応を示した彼に再び見つめられる中、正直に打ち明ける。

「いいなって思う人はいても、それ以上の感情が湧いてこなかったんです。さっき母が言っていた通り、私は昔から女の子らしいことをしてこなくて、男子から異性として見られたこともなかったと思います。お店の手伝いをしていても来るのはおじさんばかりで、出会いもありませんでした」

　軽く笑ってみても、やっぱり虚むなしくなるな……。出会いはおろか、若い人の日本酒離れを実感しただけだったんだから。

　しかし私が切実に望むのは、実は彼氏を作ることより一歩も二歩も先のことなのだ。

「それなのに、結婚願望はすごくありました。というか、最悪結婚できなくてもいいから、子供だけは欲しい！と思っていて」

　正座する足の上に置いていた手を思わずグーにして持ち上げ、力強く言い放った。着物姿で拳を握る私は、どこぞの演歌歌手かとツッコみたくなる。

　だいぶ飛躍した私の願望に、朝羽さんは呆あっ気けに取られた顔をして言う。

「……どうしてまた」

「堅苦しいお話になりますが、一親等の家族が欲しいんです。私、養女なので」

　家族書には記されていない事実を告げると、彼の表情に真剣さが戻っていく。

「本当の両親は、覚えていないくらい小さな頃に事故で亡くなりました。それから、実の母の兄夫婦に引き取られたんです。本当の娘みたいに大切に育ててくれたふたりには感謝しかないので、恩返しするためにも、この縁談を受けようと思いました」

　太ももの上で手を重ねて背筋を伸ばした私は、誰にも言えなかった本心を思いきって言葉にする。

「理由はそれだけじゃなくて、私自身のためにも結婚したいんです。生みの親ではなくても、私にとってふたりはれっきとした両親です。でもやっぱり、もっと濃い血の繋つながりを持つ家族が欲しいっていう思いもずっとあって」

「……それで子供を？」

　しっかりと耳を傾けてくれていた朝羽さんの言葉に、こくりと頷いた。

　初対面にもかかわらず、こんなに包み隠さず話したら引かれてしまうかもしれないと不安がよぎるも、なぜか止められない。

「縁談が舞い込んできて、男性に縁のない私にはまたとないチャンスのような気がしました。早く子供を授かることができるかもしれないから」

　本来なら好きな人を見つけて、恋人になって、結婚して……という段階を踏まなければいけない。まだまだ焦らなくても大丈夫だろうと呑のん気きに構えていたら、恋愛処女から脱せずにここまで来てしまった私にとっては、いったいいつになるのやらと途方に暮れるほどだ。

　しかし、縁談を受ければその過程をスキップすることができる。運よく恋愛結婚できても、すぐに妊娠できるとは限らないし、早めに行動するのは決して悪いことではない。

　霞浦代表も、朝羽さんに後継者を残してほしいから縁談を勧めたのだろう。私たちが結婚したら、子供を作るのは必須なのだ。

「ただ、子供ができたとしても、親が愛し合っていなかったらかわいそうですよね。だから……」

　朝羽さんをまっすぐ見つめ、たった今思いついた提案をしようと踏みきる。

「結婚したら、恋をするために努力しませんか？　私たち」

　彼の綺麗な瞳が、わずかに見開かれた。

　私の祖母は、初恋の男性を胸に秘めていても夫婦間の大きな問題はなく、祖父とほのぼのとした家庭を築いた。おそらく、初恋の人も特別で大切な存在だったのだろうが、祖父のことも間違いなく愛していたのだろう。

　だからきっと、決められた結婚だって愛は生まれるはず。本気の恋を知らない者同士の私たちにも、その可能性はある。どうせ結婚するなら、幸せな生活を送るために愛を育みたい。

　そんな思いを込めて、つい勢いで提案したものの、無表情で微動だにしない朝羽さんに気づいて、はっとした。

　ヤバ。引いていらっしゃる？　やっぱり明け透けに話しすぎた？

「……って、急になにを言うんだって感じですよね。あはは」

　意味もなく前髪を触り、乾いた笑いでごまかす。無意識に力が入っていたらしく、若干前のめりになっていた体勢も、しおしおともとに戻した。

　恋って、努力してできるものじゃないよね……と、今さらながら自分の発言のおかしさに落胆した、そのとき。衣きぬ擦ずれの音がして目線を上げると、なぜか朝羽さんがおもむろに腰を上げ、こちらに向かってくる。

　百八十センチ近くありそうな長身で、スタイルも完璧なことがよくわかる。その姿を、私は前髪から少し手を離した状態で固まり、ぽかんとして目で追うだけ。

　戸惑っている間にすぐそばに来た彼はスッとしゃがみ、宙ぶらりんになっていた私の手に自らのそれを伸ばしてきた。突然距離が縮まったことと、なぜか手を取られたことにドキッとして肩が跳ねる。

　動揺するもされるがままの私の手を見下ろし、彼はひとこと呟く。

「痛そうですね」

　これまでの話となんら関係ないことを言われ、キョトンとしつつ思い出した。ひび割れやあかぎれで手がひどい状態になっていることを。

　今の時期、寒い蔵の中で瓶詰め作業や洗い物を手伝っていると、すぐに手が荒れてしまってなかなか治らないのだ。

　全部の指に絆ばん創そう膏こうを貼りたいくらいの荒れっぷりを見られてしまい、恥ずかしくなる。せっかく綺麗に着飾っているのに、手だけは気を抜いているのが、バレバレではないか。

　今すぐ手を引っ込めたい気持ちになり、観察するように眺めている朝羽さんを慌てて制する。

「あ、あんまり見ないでください……！　荒れまくっていて汚いので」

「どこが？　あなたが毎日精いっぱい働いている証あかしでしょう。とても綺麗ですよ」

　温かく骨張った手で、私のそれをいたわるようにそっと撫なでながら、彼は〝当たり前〟という調子で思いがけない言葉をくれた。

　こんなにボロボロな手を、そんなふうに言ってくれるなんて。

　驚きと少しの感動で目を丸くすると、彼のきりりとした瞳が私を捉える。

「手だけじゃない。振る舞いや話す表情から滲み出るしなやかさが、あなたを美しくしている」

　滑らかな声で紡がれる言葉に心臓が大きく揺れ、頬がじわじわと火ほ照てりだす。

　今まで、男性にこんなに褒められた経験はもちろんない。自分が美しいと思ったことも皆無だ。ただのリップサービスだとしても、否いや応おうなくドキドキしてしまう。

　なんだかいたたまれない気分になっていると、朝羽さんは触れる手はそのままに、少し目を伏せてこんなことを言う。

「思えば私は、恋は自然に落ちるものだと考えていたので、誰かを好きになる努力も、好かれる努力もしてきませんでした」

「……私もです！」

　つくづく同調して頷き、再び視線を合わせると、なんだかおかしくて思わず小さく吹き出した。

　容姿も肩書きも完璧なら、恋愛も達者だろうとイメージしていたこの男性と、これといった取とり柄えもない平凡な私に、こんな共通点があったとは。

　クスクスと笑いをこぼす私につられたのか、朝羽さんの口元も、ふっとほころぶ。

　あぁ、また見ることができた……魅力的で貴重な笑みを。

　なんだか嬉しくなったその瞬間、ふと思う。朝羽さんって、霜しも花ばなみたいな人だ、と。

　霜花とは、寒い冬の朝に窓ガラスにできる氷の花模様。冷たそうでいて美しいそれを見つけたとき、私はいつも小さな感動を与えられる。

　無愛想でクールな印象が強い彼もそう。時折見せる微笑みや、ふいにかけてくれる紳士的で胸を打つ言葉に惹きつけられる。見てくれだけじゃない美麗さを感じるのだ。きっと、心も綺麗なはず。こんな彼に本気で好きになってもらえたら、女性は皆幸せになれるんじゃないだろうか。

「初音さんとなら、今まで疎おろそかにしていた、恋を育むための努力をするのもいいかもしれません」

　思いを巡らせていたとき、朝羽さんが穏やかな声でそう口にしたため、はっとした。

　彼は私の手を両手で包み込み、しっかりと視線を絡ませる。

「私と、結婚してくださいますか？」

　――ドキン、と喜ぶように心臓が跳ね上がった。

　これは政略結婚で、私たちは愛し合っているわけではない。それでもきちんとプロポーズしてくれたことが純粋に嬉しくて、胸の奥が熱くなる。

　改めて結婚する決意を固め、重ねた手をきゅっと握る。

「はい。よろしくお願いします……！」

　彼となら、本当に恋ができるかもしれない。ひとりでするものじゃなく、ふたりでする恋を。

　根拠のない予感と期待を抱き、私は近い将来の旦那様に深く頭を下げた。
















微笑みは麗らかな春の訪れ













　多くの酒蔵で日本酒が造られるのは冬だ。その後半、発酵し終わったもろみを搾り、酒と粕かすとに分ける工程がある。

　搾りを行った直後にできるお酒が〝しぼりたて〟と呼ばれるもの。わが飛高酒蔵では、だいたい毎年二月初旬に造っている。

　バレンタインも過ぎた今日。私は親友の真ま琴ことの実家である居酒屋『うらうら』で、この生酒を味わっていた。

　うらうらは、うちのお酒を仕入れてくれているお得意様で、真琴の両親にも昔からとてもよくしてもらっている。

　適度に賑にぎわうレトロな店内で、いつものカウンター席に座る私の隣には、すでに酔っぱらっている五歳年上の兄、志し楼ろうがいる。新酒ができ上がると、こうしてふたりで飲みに行くのがいつの間にか定例になっていた。

　すっきりとしたショートヘアに優しい顔立ちの彼は、ちょっとおバカなところがあるものの、その愛あい嬌きょうと人懐っこい性格で男女両方から人気がある人。私は小さい頃から〝しろちゃん〟と呼び、大好きな彼のあとをずっとついて回っていた。

　今は蔵くら人んどとしてお酒造りをしていて、ゆくゆくは最高責任者の杜と氏うじである父の跡を継ぐことになる。

　兄たちが丹精込めて造った、お米の甘みがほんのり感じられるお酒を、私たちは感慨深い気持ちでちびちびと飲む。

「今年のしぼりたても美味しいね、しろちゃん」

「だろ？　毎日毎日くっそ寒い中、手洗いしてきた米の酒なんだから、うまくないわけないんだよ。わが子同然に愛いとおしいわ」

　飛高酒蔵の白いラベルが貼られた瓶に頬ずりしそうな勢いの彼に苦笑いしていると、店の手伝いをしている真琴がカウンター越しに料理を差し出してきた。

「はい。バター焼きお待たせー」

「ありがと。いいにおい～」

　食欲をそそるバターの香りを振りまくホタテに、私も兄も顔の締まりがなくなる。

　加熱処理をしていない、白ワインかと思うほどフレッシュな生酒には、鶏肉料理や魚介類がぴったりなのだ。ふたりで分け合ってひと口食べれば、お酒の風味と相まって絶妙なハーモニーが生まれ、お互いに悶もだえる。

「ん～。めっちゃくちゃ合う！」

「なんだ、このマリアージュ具合は！」

「あんたら、食レポやってもらいたいくらいにいいリアクションするよね」

　エプロンをした腰に片手を当てる真琴が、若干呆れ気味で言った。

　小学生の頃からの付き合いである同い年の彼女は、ストレートロングの黒髪とはっきりした顔立ちで、誰が見ても美人と言うだろう。ただ、サバサバした性格であまり笑わないため、近寄りがたく思われがちだったりする。本当はとても気さくだし、人のことを気にかけてくれる優しい彼女が私は大好きだ。

　真琴は、私の左手の薬指を眺めてしみじみと言う。

「本当にしちゃったんだね、婚約」

　生酒とホタテで幸せいっぱいになっていた私の脳が、そのひとことで現実に戻る。

　つい先日の結納でいただいたダイヤの指輪を私も一いち瞥べつし、落ち着いた笑みを浮かべて「うん」と頷いた。

　真琴は私が結婚することを特に反対したりはせず、ただ控えめに心配してくれている。一番嘆いているのは、今も〝婚約〟と聞いてカウンターに突っ伏している兄だ。

　昔からずっと私を本当の妹として、いや、たぶんそれ以上に大事にしているから、縁談が持ち上がったときは鬼のような形相で断固反対していて、宥なだめるのにひと苦労だった。

「〝こんにゃく〟と聞き間違えていたら、どれだけよかったことか……」

「シスコンから卒業するいい機会じゃん、シローさん」

　真琴からお茶をコトリと置かれた兄は、じとっとした目で見上げる。

「シスコンじゃねーよ、純粋に愛してんだよ」

「もっとヤバいわ」

　真琴が無表情でツッコんだ。ふたりのやり取りは、いつも息ぴったりで面白い。

　本当にアホな兄だなぁと呆れつつ他人事のように笑っていると、真琴がカウンターの向こうでおでんの様子を見ながら尋ねる。

「イカレてる兄貴は置いといて、今後はどうする予定？　籍を入れてから一緒に暮らすの？」

「あー、それがね……」

　今日はその報告もするつもりだったので、私は箸を置き、結納のときのことを思い返しながら話し始めた。
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　お見合いで正式に結婚することを決めてから約一ヵ月後、さっそくわが家で結納の儀式が行われた。男性を両親と共に招き、女性の家で行うのが古いしきたりなのだ。

　その儀式をひと通り終えたあと、『せっかくだからふたりで話してきたら？』と皆に促され、とりあえず外に出ることにした。

　今日は日差しが降り注いでいて、日なたにいれば暖かい。

　蒸したばかりのお米の湯気と、そのいい香りが充満している酒蔵を軽く案内してから、なんとなく裏にある庭に向かう。たいして広くはないものの、小さな池や盆栽があり、落ち着く場所だ。

　私は振袖姿で、ブラックスーツを着こなすカッコいい朝羽さんの隣を、微妙な間隔を空けてゆっくりと歩く。

　お見合いのあとに連絡先を交換したとはいえ、やり取りをするのは結納の件についてだけだったから、彼のことはまだなにも知らない。なんだか緊張するな……と思いながら会話のネタを探していたとき、「初音さん」と呼ばれた。

　足を止めて振り向くと、マネキンのように綺麗な無表情の朝羽さんがいる。彼はわずかに真剣さを帯びた瞳で私を見つめ、口を開いた。

「一緒に暮らしませんか」

　ドキリ、と胸が鳴る。

　唐突にまたプロポーズのようなひとことをかけられ、目をしばたたかせる私に、彼はつらつらと説明する。

「私が勤めるホテルは、ご存じの通り東京にあります。そこで、早々にアドバイザーとして働いていただきたいと思っています。入籍まで待つのは時間がもったいない」

　あぁそうか。仕事をするのに都合がいいから一緒に暮らそう、ってことね。甘い意味なんてあるわけがないのに、少しときめいてしまった自分が恥ずかしい。

　入籍も、しきたり通り結婚式と同じタイミングですることになっている。予定だと約半年後だ。

　結婚したら東京に行くつもりでいたから、それが半年早まるだけで、特に問題はない。……ただ、家族と離れる寂しさが急激に募るだけ。

　しかし、結婚の目的はこの飛高酒蔵の経営を立て直すこと。そのためなら寂しさも我慢できる。

「わかりました。同どう棲せいしましょう」

　身体ごと、きちんと朝羽さんに向き直り、承諾した。それなのに彼はなぜか顎に手を当てて考え込む。

　どうしたのかと小首を傾かしげると、鳥のさえずりと共にこんな呟きが聞こえてきた。

「……いっそのこと、事実婚にしましょうか」

「へ、事実婚？」

　思わぬ提案に、間抜けな声を出してしまった。

　事実婚って、婚姻届を出していない夫婦のことよね？　そういえば、同棲と事実婚ってなにが違うんだろう。

　ぽかんとする私に、片手をポケットに入れた朝羽さんは自身の考えを話してくれる。

「お互いに婚姻の意志を持って共同生活をするなら、事実婚と同じことです。特別な手続きをしなくても、私たちはすでに夫婦だと思って生活すればいいのではないかと。事実婚だと言うと、どうしてだとか周りがうるさそうなので、周囲には同棲している婚約者だと説明しておいてもいいですが」

　そうか。事実婚というのは夫婦別姓として捉えてもいいのか。

　確かに、そうやって意識していたほうが早く夫婦の関係に馴な染じめるかもしれない。結婚するまでのお試しみたいなシミュレーション的感覚で生活できるのは、なかなか有意義な体験じゃないだろうか。

　そんな短絡思考でいいのか、と頭の片隅にいる真ま面じ目めな自分がツッコんでくるけれど、正直ワクワクする気持ちのほうが大きい。

「そうですね。入籍に向けて心の準備もできるでしょうし」

　すべてを前向きに捉え、「よろしくお願いします」と丁寧に頭を下げた。

　朝羽さんの妻になったらどんな生活が待っているのか、今はあまり想像がつかない。でも、なんとなくこの人なら頼りになる気がする。自分の直感を信じて、にこりと微笑みかけた。

　すると、朝羽さんはふいに目を落とす。その視線の先にあるものは、私の左手の薬指だ。

「指輪、定番のデザインのほうがよかったですか？」

　突拍子もない問いかけに一瞬キョトンとするも、すぐに思い出した。結納の儀式で婚約指輪を渡されたとき、朝羽さんのお母様が『あら、ソリティアじゃないのね』と、ちょっぴり不服そうにしていたことを。

　ソリティアとは、どうやら大きなダイヤモンドがひと粒セットされた、ザ・婚約指輪という感じのデザインのものらしい。

　彼がひとりで選んできたらしい指輪は、ダイヤモンドがリングと同じ高さにセッティングされた、カジュアルなデザインのもの。これだってダイヤは存在感があるし、流れるような曲線のあるアームもオシャレで可愛らしい。

　なにより彼が私のために選んでくれたのだ。文句などあるわけがない。

「いえ、そんな、充分です！　朝羽さんからいただいた初めてのプレゼントですもん。宝物です」

　皆に『つけてみせて』と言われてから薬指に輝いているそれを私も見つめ、右手でそっと包み込む。

　愛しているからこその証ではなくても、こんなに素敵な贈り物をもらったら純粋に嬉しい。私は自然と唇を弓なりにして、笑みを浮かべていた。

　いろいろな角度から指輪を愛めでていると、じっとこちらを見つめていた朝羽さんも少し表情を緩める。

「……異性として見られていないはずがないよな」

「はい？」

　ボソッとこぼされた独り言が気になったものの、彼は〝なんでもない〟というふうに小さく首を左右に振る。

「いえ、よかったです。タンスの肥やしにはしてほしくなくて、普段使いできるデザインを選んだので」

「あぁ、そうだったんですね」

　意図を知り、納得して頷く私を、彼は冷たい風にふわりとなびく前髪の隙間から、宝石さながらに美しい瞳で捉える。

「できるだけつけていてください。他の男性に狙われないように」

　思わぬ注意をされ、一瞬ドキリとした。なんだか朝羽さんに独占されているみたいに感じて。

　彼はただ、自分の妻になる人に浮気などされたらたまらないから注意しているだけだろう。そもそも、私に言い寄る男性が現れるとは思えない。

「前も言ったじゃないですか。私、非モテ女ですよ？　心配はいりません」

　自虐しつつ明るく笑い、もう一度薬指に目を落とす。

「でも、ずっとつけますね」

　この指輪の重みで、妻になるのだという自覚を持てるから、彼の言う通り、できる限り身につけていよう。

　さわさわと葉擦れの音がする中、しばしたたずんでいたとき、大事なことを思い出して、ぱっと顔を上げた。

「あ、私からもお渡ししたいものが……！」

　キョトンとする朝羽さんに「少しだけ待っていてください」と言い、小股で急いで家の裏口に向かう。入ってすぐのキッチンから、用意していた長方形の箱を取り、また庭に戻った。

　朝羽さんはポケットに手を入れ、春を待ちわびているような梅の木を眺めている。その立ち姿も絵になる彼に近づき、丁寧にラッピングした箱を差し出す。

「一日過ぎちゃいましたけど、バレンタインのチョコです。酒粕を入れたトリュフを作ってみました」

　実は昨日がバレンタインだったため、せっかくだから朝羽さんにも渡そうと思って作ったのだ。日本酒を造る際にできる副産物の酒粕と、日本酒そのものも入れているため、芳ほう醇じゅんな香りが楽しめる大人のチョコレートに仕上がっている。

　きっと職場でたくさんもらっているに違いないが、こういう行事にはやっぱり便乗したくなるのが乙女心というもの。

　父と兄以外にあげるのは初めてのため、ドキドキしながら彼の反応を窺うかがう。

「……バレンタインなんて、くだらない」

「え」

　変わらず無表情の彼の口から放たれたそっけないひとことで、固まる私。腕を組んだ彼は、少々棘とげのある口調でこう続ける。

「あれはチョコレート会社の陰謀でしょう。義理チョコってなんですか。なぜ好きでもない相手からチョコをもらい、不本意なのにお返しをしなければならないんですか」

「ご、ごもっともです……」

　確かに、バレンタインは気持ちを伝えるいいチャンスである半面、面倒な行事でもある。モテる男性は大変だろうし、逆に女性もただの付き合いで上司にあげなければいけない風潮があったりもするし。

　それは共感しますけれども、このチョコはどうしたらいいのやら……と微妙な笑みを浮かべ、引っ込みがつかない手に困っていたときだった。

「そう思っていました。これまで」

　棘がなくなった声がすると共に、ふっと手が軽くなった。

　チョコレートを受け取ってくれた彼を見上げると、長いまつ毛を伏せて手元を見つめている。

「今は、素直に嬉しいです。なぜでしょうね……初音さんは特別だ」

　クールな表情でこちらがキュンとすることを淡々と口にする彼に、温かい気持ちと笑いがじわじわと込み上げてくる。

　朝羽さんって、面白いかも。そっけなくて冷徹っぽいかと思えば、無自覚に甘い言葉を放ったりして。

　だんだん彼の人となりが見えてきたことと、私を特別に思ってくれているらしいことがなんだか嬉しくて、口元に軽く指先を当てて、ふふっと笑いをこぼした。

「これは義理じゃないですよ。朝羽さんは婚約者ですからね」

　にこりと笑ってそう伝えると、視線を合わせた彼の表情も穏やかにほころぶ。わずかに口角を上げた唇で「ありがとう」と言われ、私の心は軽やかに弾んだ。

　少しだけ花開いた蕾を思わせる魅力的な彼の微笑みが、ひと足早く、ぽかぽかとした麗うららかな春を呼んでくれたようだった。
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　そのあとも、チョコレートに合う日本酒の話をして、ほのぼのとしたひとときを過ごした。

　少し酔いが回った頭でぼんやり思い返しながら話すと、店番そっちのけで聞いていた真琴が、珍しく眉を八の字にして嘆く。

「じゃあ、すぐ東京行っちゃうってこと？　なにそれ、急激に寂しくなるじゃん」

「うん。私も」

　さっそく来月初めから、朝羽さんが総支配人を務めるホテル内のショップで働くことに決まったため、今月末には引っ越さなければいけない。

　私が持っていくものは服くらいだから、荷造りはたいして大変ではなく、問題なのは気持ちのほうだ。朝羽さんと事実婚を始めることや新しい職場に対する不安と、大好きな地元を離れる寂しさは日に日に募ってくる。

　このセンチメンタルな気分を、どうにか上向きにしたくて、真琴に笑顔を作ってみせる。

「月一回は帰ってこいってしろちゃんたちに言われてるから、なるべくそうするつもり。そのときは絶対ここ寄るから」

「当然。朝まで飲み明かすわよ」

　ふたりで約束し合っていると、グラスをトンッと置いた兄が、なぜかキリッとした顔になって真琴を見つめる。

「初音がいない間、俺が来てやるから我慢しろよ、真琴」

　甘い声を出すイケメン気取りな彼に、若干うっとうしさを滲ませた無表情の真琴がツッコむ。

「シローさんも寂しいからここに来たいんでしょ」

「なぜバレた」

　カッコつけ続けながらあっさりと認める兄がおかしくて、私は吹き出した。酔うとさらにアホになって困る。

　こんなやり取りもしばらく見られなくなると思うと寂しいけれど、この兄のためにも、心機一転して頑張らなきゃ。

　これからは、朝羽さんが私のオアシスになってくれたらいいな。……つらくなったら頼っていいんだよね、旦那様になるんだから。きっと彼なら、ちゃんと話を聞いてくれそうな気がする。

　指輪を眺めて、麗しき婚約者の姿を脳裏に蘇よみがえらせていたとき、真琴がこちらを見つめていることに気づいて顔を上げた。

　彼女は口元に穏やかな笑みを浮かべ、いつの間にかお客さんから頼まれていたらしいおでんを皿に盛りながら言う。

「最初に縁談の話を聞いたときは心配しかなかったけど、あんたの顔を見てる限り、意外とうまくやれるんじゃないかって思えてきたわ。悪い人じゃなさそうだし、そのホテル御曹司」

　前向きな言葉をもらえるとさらに気分が明るくなり、私も唇を弓なりにする。

「私も、なんとなくうまくやれそうな気がするよ。彼、ちょっと真琴と似たところがあるし」

「どこよ？」

「無愛想だけど、根は優しそうなところ」

　前から思っていたことを口にすると、パチパチと瞬まばたきした真琴が「……全然似てないじゃん」と無表情でツッコむから、また笑ってしまった。

　お客さんにおでんを渡して戻ってきた彼女は、カウンターの向こうの台に両手をついて真剣に言う。

「とにかく、なにか困ったり悩んだりしたら、すぐ私に連絡しなよ」

「いや、そこは俺だろ」

　すかさず割り込んできた兄を、真琴は据わった目で見やる。

「女の悩みが童貞のシローさんにわかるの？」

「おぉい！　俺のことバカにしすぎだろ、まこっちゃん！」

　冷ややかな親友と、怒りつつ嘆く兄にひたすら笑いながら、私は「どっちにも連絡するから！」と宥めた。

　ふたりはこんな調子で、息ぴったりなんだから付き合ってくれたらいいのにな、と私は前々から思っている。

　ふたりともあまり積極的に恋バナはしないから、誰々と付き合うことにした、と事後報告されて驚かされることが多い。お互い恋人がいたことはあるものの長続きせず、別れるたびにふたりして罵り合っていたりするのだけど、それは好き同士だからこそなんじゃないかと思うのだ。なんとなく、女の勘ってやつで。

　お邪魔虫の私がいなくなったら、少しは仲が進展するかな……？

　密かに期待して、いまだに言い合っているふたりを微笑ましく眺めながら、残りの生酒に口をつけた。
















つれない君を大胆に誘えば













　春告げ鳥が鳴く今日は、梅の花の蕾が開き始めております。

　東こ風ちに揺れるそれを見ると、梅の花をふたりで初めて愛でた日のことを思い出すのです。

　髪を結い、少しだけ着飾った私は、あなたの目にはどう映るだろうかと、心ときめかせておりました。

　第一声の「素敵だ」のひとことは、今でも忘れられません。
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　祖母が初恋の人と初めてデートしたのは、どうやら今と同じ時期だったらしい。

　私も、今日が記念すべき初デート。その舞台はなんと、流行の最先端の街である東京だ。

　精いっぱいのオシャレをした私が、すれ違う女性が振り返るようなイケメンの隣に並んで歩いている。つい数ヵ月前までは、こんな日が来るとは思いもしなかった。

　そうしてドキドキしながら灰色の建物を出た私は、これまでとひと味違う空気を吸い込み、晴れ晴れとした声を上げる。

「これで、田舎いなか者ものの私が東京都民に……！」

　そう。デート一発目に向かったのは区役所であり、たった今住民票を移す手続きをし終わったところ。昨日、朝羽さんが住むマンションに引っ越しを終え、休みを取ってくれた彼とさっそく転入届を出しに来たというわけだ。

　家族や真琴との別れはかなり寂しくて、こちらに来る新幹線の中でちょっぴりうるうるしていたのに、今はすでに立ち直っている。都民の仲間入りを果たしただけでなく、朝羽さんの妻になったのだから。

　住民票を移すと同時に、事実婚にしたい旨を伝えたら、続柄の部分に【妻（未届）】の記載をつけてもらえたのだ。特別な手続きはしていなくても、その文字を見ただけで気持ちが引きしまる。

　感激を覚えていると、朝羽さんはいつもの無表情で「おめでとうございます」と反応してくれた。他人事のようだけれど。

　春らしいニットに黒のスキニージーンズを合わせた私服姿の彼も、大人っぽくてセンスもよく、当然ながらカッコいい。さらに、いつもすっきりとセットされていた髪の毛も、今日はラフに毛先が散らされているのだ。その無造作具合もプライベート感があってたまらない。

　一方、私はかぎ編みのニットに膝丈のシフォンスカートというスタイルにしてみたのだが、どう頑張っても彼とはつり合っていない気がして仕方ない。

　生活拠点も移したし、これで事実婚は成立するとしても、やっぱり夫婦になった実感はまったく湧かないな……。

　現実味がない今の状況に不思議な感覚を抱いていると、朝羽さんが腕時計に目を落として言う。

「次は服を買う予定でしたね。表おもて参さん道どうにでも行きましょうか」

　表参道!?　すごい、これぞ東京って感じ！

　オシャレな響きの地名がさらっと出てきたことにちょっぴり感動して、私は目を輝かせ、「はい！」と元気に返事をした。

　とはいえ、買おうと思っているのは普段着ではなく、働くときのもの。ホテルのショップには決まった制服はなく、腰に巻くタイプのエプロンが指定されているだけ。その下に着るのはシャツやスラックスなどがベストだと朝羽さんから聞き、買い揃そろえることにしたのだ。

　職場への挨拶は、引っ越し作業が一段落つくだろう明後日にする予定になっている。すでに朝羽さんから結婚する報告はしてあると聞いているが、皆さんは私に対してどんな反応をするだろうか。

　夫婦とはいえ、お見合いをしたあのとき以来手すら繋いでいないし、まずお互い敬語だし、私たちの間には明らかに違和感がある。

　昨日から同じ部屋で過ごし始め、夜はどうするのか緊張しまくっていたものの、結局別々の部屋で寝ることになったし……。

　青あお山やまにそびえ立つ高層マンションの三十五階。そこにあるハイグレードな彼の部屋は、スタイリッシュかつ落ち着いた大人の雰囲気だ。これまで書斎と化していたらしい一室が、私のために綺麗に片づけてあり、ひとまず荷物はそこに置かせてもらっている。

　ただ、まだ私のベッドがない。自分で見て選んだほうがいいだろうということで、今日はそれも買いに行く予定なのだ。

　だから昨日は『寝室のベッドを使ってください』と言われ、当然遠慮したものの押しきられてしまい、朝羽さんがリビングのソファで寝ることになってしまった。

　申し訳なさと、それ以上に、シーツを替えてもほのかに甘い彼のセクシーな香りがベッドに残っていて、ドキドキしてしばらく寝つけなかったのは言うまでもない。

　おかげで朝は起きようと思っていた時間を三十分も過ぎてしまい、かなり焦った。妻になる身として、一応きちんと朝食も作ろうと思っていたのに。

　しかし、その焦りは無用だった。なんと、彼がマンションに常駐しているコンシェルジュに頼んでおいたらしく、ホテルのルームサービスのように朝食が届けられたのだから。高級マンションではこんなサービスまでしてくれるのか！と感動するも、非日常すぎてなんだかいたたまれなかった。

　こんな至れり尽くせりで緊張感が漂う場所で、まだよく知らない男性とふたりで生活するなんて、完璧フィクションだ。

　これまで暮らしてきたお互いの環境があまりにも違うし、朝羽さんは私を異性として認識しているのか疑うほど至極普通の態度だし、どうしても考えてしまう。私たちは歩み寄ることができるだろうか。お互いを理解して、尊重し合って、ちゃんとした夫婦になれるだろうか……。

　レースのような薄い雲がかかる空の下、駅まで並んで歩きながらぼんやりと考えを巡らし、あまり混雑していない電車に乗り込んだ。

　微妙に空いている私たちの距離や、ポケットに入れられている彼の手を気にしつつ、電車に揺られること数分。地元とは違ってあっという間に目的の駅に着く。

　その最中に朝羽さんと話して、気になっていた表参道のショッピングモールを案内してもらうことになり、駅を出ると、そこそこ人が行き交う通りを歩き始めた。初めての場所に興味津しん々しんな私は、少し歩調を緩めてオシャレな街を見回す。

　田舎では見たことがないお店ばっかりだなぁ、と思いながら朝羽さんの斜め後ろを歩いていたとき、解けていたらしい自分のブーティーの紐ひもを踏んでしまった。

　その場に屈かがみ、紐をきつく結び直して立ち上がると、朝羽さんの姿がないことに気づいて「あれっ」と声を漏らす。

　しかし見失ったのは一瞬で、少し先を歩く彼のすらりとした後ろ姿を見つけた。どうやら私が遅れていることに気づいていない様子だ。

　いけない、人が多い都会じゃ、すぐ迷子になっちゃう。私、ただでさえトロいんだから。

　急いであとを追いかけようとした、そのとき。

「どうかしましたか？」

「さっきからキョロキョロしてるよね。ひとり？」

　突然、両脇からふたりの男の人に話しかけられ、ギョッとして足を止めた。

　び、びっくりした……。年齢は私と同じくらいか、大学生っぽいけど、なんだろう。なにかの勧誘？

　今は話している場合じゃないんですよ～、という心情をぎこちない笑みで表し、首を横に振る。

「あっ、いえ、ちょっとはぐれただけで……」

「俺たちも捜してあげますよ。一緒にいたのは友達？　どんな子？」

　ニコニコとうさんくさそうな笑顔を浮かべて私の前に立ちはだかり、行く手を阻むふたりは、私をそちらのペースに乗せようとしていることがわかる。

　なんか馴れ馴れしいな。捜すもなにもすぐそこにいるし！

　これってもしや、勧誘じゃなくてナンパ？と今さらながら気づき、朝羽さんのほうを指差そうとしたとき、斜め後方からぐいっと手を引かれた。

　よろけて驚いた瞬間、肩を抱かれる形で誰かの腕にスポッと収まる。

「見つけた」

　頭上から落ち着いた声が聞こえ、振り仰いで綺麗な瞳と視線を合わせた私は、ぱっと顔を輝かせた。

「朝羽さん！」

　先を歩いていた彼は、どうやら男たちが邪魔で、私の後方に回って助けてくれたらしい。

　よかった、来てくれて。と、ホッとしたのもつかの間、身体が密着していることに気づいて心拍数が急上昇し始める。

　ナチュラルに肩を抱かれていますよ……。守られている感じがして、キュンとしてしまうんですが。

　胸を高鳴らせてじっとする私から手を離さず、朝羽さんはクールな瞳を男たちに向ける。ただ見ているだけなのかもしれないけれど、いつもより冷たさと鋭さが増している気もする。

「彼女になにか？」

「あ、いえ、なんでも！」

　静かな威圧感を湛たたえる彼にギクリとした様子の男ふたりは、口の端を引きつらせてそそくさと去っていった。

　なんとも滑稽な……。私なんかに声をかけるくらいだから、よっぽど相手に困っていたのかな。

　微妙な顔で彼らを見送っていると、スッと腕が離されて、ぬくもりが消えていく。私を見下ろす朝羽さんは相変わらずの無表情だ。

「ついてきているかと思ったらいないので、どうしたのかと」

「すみません！　靴紐が解けちゃって結んでいたら……」

　言いようのない気まずさを感じつつ肩をすくめて謝る私に、彼は追い打ちをかけるかのごとく注意する。

「しっかり結んでおかないといけませんでしたね」

　うっ、厳しい……と心にダメージを受けた瞬間、「こうやって」とひとこと付け足され、手の平がぬくもりに包まれた。

　お見合い以来の頼もしい手の感覚から、身体中にじわじわと熱が広がっていく。

　あれ。もしかして、今の発言は私の靴紐のことじゃなく、〝手を結んでおかないといけなかった〟ということだったの？

　即座に心のダメージが補修され、ぱっと目線を上げると同時に、彼は歩幅を合わせてゆっくり歩き始める。

「遠慮する必要はなかったですね。ちゃんとあなたを繋ぎ止めておかないと」

　淡々と口にされた言葉からは、彼も手を繋ぐのをただ遠慮していただけだったのだろうとわかり、口元が緩んでしまった。

　……嬉しい。またはぐれないようにしているだけなのに、どうしてこんなに温かい気持ちが込み上げてくるんだろう。触れ合えただけで、彼と歩み寄れるかどうかというさっきまでの不安が薄れていくのだから、私って単純だ。

　でも、きっと朝羽さんも私との心の距離を縮めようと思ってくれているはずだと、そう信じたい。

　私は繋いだ手に少しだけ力を込め、今はせめて身体だけでも近づこうと控えめに寄り添った。




　洗練されたオシャレなショップを見て回り、とりあえず必要な服は揃えられた。私としては手頃な値段のもので構わなかったのだが、朝羽さんは『自分が出すから』と、上質なものを買ってくれた。

　右手にその紙袋を持ち、左手を繋いでくれている朝羽さんが、ランチの場所を選ぼうと歩いている最中に、とあるショップの前で立ち止まる。

　上品なデザインのロゴを見て、私も名前を聞いたことがあるファッションブランドだとわかった。黒を基調とした外観からして高級そう。

「ランチの前に、ここに少し寄りたいんですが」

　朝羽さんの言葉に、私は快く「はい、どうぞ」と頷く。お腹はいい感じに空いているものの、彼がどんな服を買うのかも見てみたい。

　興味津々でついていくと、中にはレディースの服や小物がセンスよくディスプレイされている。中央に螺ら旋せん階段があるから、メンズは二階なのだろうか。

　スタッフの方も品がよくて、絶対ひとりでは入れない店だ。朝羽さんはもちろん馴染んでいるけれど、私は場違いな気がして肩身が狭い。

　しかし、チープなものとはやはりどこか違う服たちには目が奪われる。朝羽さんにくっついて、見るだけで楽しんでいると、ふいにこう問いかけられる。

「初音さんはどんな服が好みですか？」

「私ですか？　そうだなぁ……」

　朝羽さんの好みもあとで教えてもらおうと思いながら商品を見回し、なんとなく心惹かれる服を手に取ってみた。

　この花柄のロングワンピース、着るだけで大人っぽくなれそう。似合うかどうかは別として。

「こういうのとかいいですね。春らしいワンピースって持っていないので」

　……って、高っ！

　ワンピースを掲げ、ひらりと揺れる値札を思わず二度見した。一万円ですら私には手が出ないのに、このお値段はその倍を軽く超えている。

　そりゃあそうだよね、高級ブランドのものだもの……と、そっと売り場に戻そうとしたときだ。

「じゃあ、着てみてください」

「へっ？」

　予想外のひとことが投げかけられ、私は間抜けな声を漏らして固まった。

　着てみてって、朝羽さんの服を買うためにここへ来たんじゃなかったの!?

　戸惑っている間にも彼はスタッフを呼んでいて、にこやかな感じの女性がやってくる。挙動不審になる私は、彼女に「どうぞこちらへ」とフィッティングルームへと促されてしまった。

　これはもう、着るしかないじゃない。こんなお高い服、持っているだけで緊張するのに！

　心の中でぶつぶつ言いながらも、とりあえず身につけ、ちらりと鏡でチェックしてみる。サイズはぴったりだし、大きめのフリルがついたワンピースのデザインもとても素敵だ。

　朝羽さんから見たらどうなんだろう。似合っていないと思ったらズバッと言われそうだな……。

　自信が持てずにゆっくりカーテンを開けると、すぐそこで待っていた彼がこちらを向く。

　ほんの数秒、真顔でじっとこちらを見つめたあと、その表情にふわりと笑みが生まれた。

「とても可愛い。初音さんには花がよく似合う」

　そんなふうに褒められ、みるみる頬が熱くなった。

　こういうときに限って微笑むとか、反則ですよ。キザなことを言っているのにキザだと感じさせないこの人、本当にすごいわ……。

　照れる半面、妙なところで感心する私をよそに、朝羽さんは「これをください」とスタッフに告げている。やっぱり買ってくれようとしているんだと、はっとした私は、慌てて彼を止めた。

「ちょ、ちょっと朝羽さん！　いいですよ、さっきも買ってもらっちゃったし……」

「なにかプレゼントしたいんです。今日は一応、記念日でしょう」

　すでにクールな顔に戻っている彼の言葉が、トクンと胸を打つ。

　事実上の夫婦になった日ではあっても、彼にとってはなんでもないことだろうと思っていたから、面食らってしまった。

　特別な日として、プレゼントまでくれようとするその気持ちが嬉しい。

　唇に締まりがなくなり、引き止めたい気も収まる。おとなしく「ありがとうございます」とお礼を言い、もとの服に着替えることにした。

　フィッティングルームのカーテンに手をかけようとしたとき、私たちのやり取りを見ていた女性スタッフが、微笑ましげにこんなことを言う。

「素敵な彼氏さんですね」

「あ……」

　そうか、他人が見たらカップルに見えるよね。でも私たちの関係は恋人ではないし、完璧な夫婦とも言いがたい。

『違うんです』と言おうとした瞬間、私より先に朝羽さんが答えた。

「いえ、夫です」

　さらりと訂正され、私は目をしばたたかせる。スタッフさんもはっとして、「それは失礼いたしました！」と頭を下げた。

　彼女とはこれからも関わるわけではないから、とりあえず否定しておいたっていいのに、朝羽さんは律儀だ。

　〝夫〟という呼称に現実味はまだない。でも、なんだか心強くなる響き。早く胸を張って夫婦だと言えるようになりたい。

　朝羽さんと、恋がしたい――。そう改めて強く感じた。




　ひとつ増えたショップの袋を持って次に向かったのは、オーガニック野菜を使った料理が人気らしいカフェ。私も朝羽さんも自然食にこだわりがあるわけではないけれど、なんとなく落ち着けそうな雰囲気がよくて選んでみた。

　木を使った店内はナチュラルテイストで、ホッとする。窓際のテーブル席に向かい合って座り、ひとまず日替わりランチを頼んだ。

　水に口をつけてひと息つくと、改めて朝羽さんにお礼を言う。

「ワンピースまで買っていただいちゃって、本当にありがとうございました」

「私がそうしたかっただけなので、お気遣いなく」

　笑みもなく事務的な口調で言い、彼もグラスを口に運ぶ。その冷たい態度に、私の心にはわずかに不満の芽がにょきっと頭を出す。

　当然だけど、まだまだ〝他人〟の域は超えられないな。急ぐ必要はなくても、一気に距離を縮める方法があるなら誰か教えてほしい。

　難しい顔をして考えていたとき、なにげなく彼が口を開く。

「このあとはベッドを見に行きましょう。青山通りにインテリアショップが――」

「っ、あの！」

　瞬時に、あることをひらめき、私は言葉を遮った。

　そうだ、ひとつあるじゃない。急接近できるかもしれない方法が。

　こちらに視線を向ける朝羽さんをまっすぐ見つめ、思いきって宣言する。

「私のベッドはいりません」

「……え？」

「一緒に寝ちゃ、ダメですか？」

　彼は大胆な提案に驚いたらしく、切れ長の瞳が見開かれた。

　今の言い方だと、誘っているみたいに思われただろうか。ただ同じベッドを使わせてほしいという意味なんだけど……。

　……あれ、どう言っても誘っているふうにしか聞こえないかな!?

　今さらながら、誤解を招いているのでは、と焦り始め、私は両手の平を彼のほうに向ける。

「けっ、決してヤラシイ意味ではなく！　ただ枕を並べて寝るだけ。添い寝です、添い寝」

　なんかどんどん言い訳っぽくなっているよ……。朝羽さん、ぽかんとして固まっているし。

　つい力が入っていたため、周りのお客さんに話が聞こえていないかを目で確認してから、気持ちを落ち着けてきちんと説明する。

「私、朝羽さんともっと仲良くなりたいんです。ためらわずに夫婦だって言えるようになりたくて」

　素直な思いを口にすると、黙って聞いていた彼の目がなぜかいたずらっぽく変化して、こう付け足される。

「早く子供も欲しいし？」

「はい、子供も……いやっ、だから、そのために一緒に寝たいと言っているわけじゃ！」

　朝羽さん、今の絶対からかったでしょう!?　思わず認めちゃいましたよ！

　かあっと顔を熱くして、私は必死に否定した。珍しくクスクスと笑った彼は、なんだか色気を漂わせる瞳で見つめてくる。

「俺も男だから、なにするかわからないよ？」

　ドキン！と大きく心臓が飛び跳ねた。

　セクシーな声で、急に危険な雰囲気を醸し出すから、びっくりする。呼び方も〝俺〟になっているし、本当の朝羽さんが現れたようで……。

　目を見張ったのもつかの間、彼はゆっくりまつ毛を伏せて、妖あやしげな色を隠した。

「まぁ、今のは半分冗談として」

「半分？」

　もう半分は本気なんですか、と若干ギクリとするも、続けられる彼の言葉に耳を傾ける。

「初音さんの気持ちはわかりました。私もベッドはひとつで構いません。あなたが嫌がるだろうと思って、もうひとつ買おうとしただけなので」

　一緒に寝ることを承諾してくれて、ひとまずホッとした。すると彼は思慮するように目を伏せ、わずかに戸惑いを露あらわにする。

「恋をする努力は私もしたいと思っていますが、どこまで踏み込んでいいものなのか、まだわからないんです。初音さんを大切にしたいから、慎重になる」

　朝羽さんの本心がかいま見え、胸が優しく締めつけられた。

　私は興味を持たれていないんじゃないか、という予想は、どうやら違ったらしい。どう近づいたらいいのかと手探り状態なのは、彼も同じだったのだ。

　私を大切にしようとしてくれていることを知って、また少し近づけた気がする。

「だからって、女性のあなたにそこまで言わせてしまうようじゃ、男が廃すたるな」

「そんなこと……！」

　朝羽さんが小さなため息を交じらせて自嘲するものだから、私はぶんぶんと首を横に振った。

　ただ勢いで言ってしまっただけですから、とフォローしようとしたものの、前髪の隙間から力強さを感じる双眼に捉えられて、思わず口をつぐむ。

「あなたを求めたくなったら、もう遠慮はしません」

　甘い予告に、幾度となく心臓がジャンプする。

　これだけでドキドキしているのに、この人に求められるようになったら壊れてしまうんじゃないだろうか。

　心配になる半面、いつかそのときが来ることを密かに期待して、私は火照る顔を隠すために俯うつむいた。




　ヘルシーでありながら食べ応えのあるランチを堪能したあとは、青山通りを散策しながらのんびりとマンションに戻った。

　朝羽さんはさすがというべきか、名所もそうではないところも、その場所にまつわる歴史や小ネタを教えてくれて、知識の豊富さに終始感心しながら聞いていた。

　案の定、説明が淡々としているものだから、なんだか社会科見学で案内をしてくれる先生みたいでちょっと笑えたことは、秘密にしておく。

　楽しかった今日の締めくくりともなる夕飯はちゃんと作ろうと思い、スーパーで食材も買い込んだ。

　私はあまり手の込んだ料理はできないが、一般的な家庭料理ならだいたい作れる。夕飯は和食の気分だと意見が一致したので、定番中の定番である肉じゃがにすることに決めた。

　彼は、好き嫌いはほとんどないものの、唯一苦手な食べ物はゴーヤだそう。『あれを食べる意味がわからない』と、私がゴーヤに同情するくらい冷たい目をして言うものだから、失笑してしまった。

　主な調理機器や調味料が揃っていて、普段から料理をしていることがわかるシステムキッチンをお借りして作ったのは、肉じゃがの他にも炊き込みご飯やおひたしなど、定番の和食メニュー。

　ときどき自炊しているらしい朝羽さんがどんな反応をするか不安だったけれど、穏やかな表情で「私が好きな味です。とても美味しい」と言ってくれて。残さず綺麗に食べ終えた食器を見て、ホッと胸を撫で下ろしたのだった。




　……が、安あん堵どしていられるのは、ここまでだ。お風呂に入ったら、同じベッドで過ごす初めての夜がやってくる。自分から言いだしたのに、いざとなると緊張しまくって胸が詰まりそう。

　そのせいもあって、ひとりだと充分すぎる広さの浴槽に身体を沈めたら異常なほど心臓がバクバクしてしまい、すぐに湯船から上がった。

　快適で優雅なバスタイムを過ごせるはずが、まったくリラックスできず。白を基調とした上質なホテルライクの洗面所で髪を乾かしている間も、曇りのない鏡には硬い表情の自分が映っていた。

「はぁ……日本酒持ってくるんだった」

　寝る準備を整え、今お風呂に入っている朝羽さんを待とうとリビングのソファに腰を下ろした私は、ため息を漏らしてひとりごちた。

　家を出るときに兄が『俺の代わりだと思ってこれを持ってけ！』と日本酒の一升瓶を持たせようとしていたのだけど、重いし、欲しくなったら職場で買えるから、と断ったのだった。

　お酒の力を借りれば、あれこれ考えずにベッドに潜り込めたかもしれないな。

　でもなんだかんだで、朝羽さんと夫婦らしいことをして近づきたい気持ちは変わらない。ベッドの中で寝返りを打って触れ合っちゃったら……とか、ブサイクな寝顔を見られて幻滅されたら……とか、そういうのも承知で提案したんだから腹をくくるのよ、初音！

　膝の上で頬ほお杖づえをついて言い聞かせていた最中、突然私の視界にひょいっと無表情の綺麗なお顔が入り込んできて、ビクッと肩が跳ねた。

　うわ。朝羽さん、お風呂上がってたんだ！

　小首を傾げて前屈みになり、私と目線を合わせる仕草は可愛らしいのに、しっとりと濡ぬれた髪が目にかかった姿は色っぽさが倍増している。さらに、同じシャンプーの香りがふわりと漂ってくるものだから、再び心拍数が上昇し始める。

「まだ眠れそうにないですか？」

　タオルで髪を拭ふきながら問いかける彼に、ぴんと背筋を伸ばした私はぷるぷると首を横に振る。

「いえ、大丈夫です！　ちょっと、その、緊張してるだけで」

　へらりと笑って正直に告白すると、朝羽さんは屈んでいた上体を起こし、顎に手を当ててなにかを思案した。

　しばらくして、ボソッと独り言を呟く。

「……俺が敬語だから、他人行儀な感じがして緊張するのか」

「へ？」

　彼なりの考察を聞いた私は、気の抜けた声を漏らした。

　いやぁ、私が緊張しているのは、敬語は関係なくて、あなたが魅力的だからなんですが……。

　とは言えずに、ただぽかんとしていると、朝羽さんは表情を変えずに淡々と続ける。

「すみません、ホテルにいるときの癖でつい。でもそうだな、もう夫婦なんだし……」

　ちら、とこちらに流し目を向けられてピクリと反応した直後、ソファに座る私のすぐそばに彼がやってきた。

　そして手を差し出しながら、優しげな眼まな差ざしで私を見つめてひとこと放つ。

「おいで、初音」

　っ、うわ……声の響きも、微笑んでいるわけではないのに表情までもなんだか甘く感じて、すごくドキドキする。

　敬語ではなくなったことと、不意打ちの名前の呼び捨てには、心臓を射抜かれるくらいの威力があった。

　結果、さらに緊張してしまっている。逆効果だということに朝羽さんは気づいて……いないだろうな。

　無自覚の彼と、騒ぎが収まりそうにない心臓にはもう笑うしかなく、私は差し伸べられた手に自分のそれを重ねた。

　腰を上げ、王子様にエスコートされているかのような気分でついていくと、寝室のドアが開けられる。昨日も寝させてもらった場所なのに、改まって「お邪魔します」と断りを入れながら足を進めた。

　ベッドの脇で立ち止まる私から手を離した朝羽さんは、「先に寝ていて。髪、すぐ乾かしてくるから」と告げて部屋を出ていく。

　あぁ、ついにこのときが……。

　私は一度深呼吸をしてから、覚悟を決めてダブルベッドの中に潜り込んだ。

　しばらくしてドアが開かれ、朝羽さんがこちらに来る気配を感じた。羽毛布団がめくられて隣に彼が入ってくると、緊張が加速する。

　なんとか平静を保とうとしつつ、仰向けで布団を握りしめてじっとしていたものの、なぜか彼は片肘をついたまま寝ようとしない。

　どうしたのかと横目で視線を向けると同時に、思いのほか近くで私を見下ろしていた彼が口を開く。

「そんなに端っこにいたら落ちるよ」

　ベッドの端ギリギリのところで寝ていた私は、ギクリとした。

　あまりくっつかないようにしていたのですよ……理由はもちろん恥ずかしいから。しかし、指摘されてしまっては仕方ない。

「あ、はい」と素直に返事をして、遠慮がちににじり寄る。人ひとり分空けていたスペースを詰めると、朝羽さんもようやく寝そべり、自然と顔を見合わせた。

　お互いの体温を感じるくらい接近したベッドの中、彼が気を許したような笑みをふっと漏らす。そして、私の肩に布団をそっとかけ直してくれた。

　ひゃー、と内心叫びたくなる。身体も心もぽかぽかして、小さな幸せを感じた。

　朝羽さんのほうを向いているものの縮こまっていると、彼は片手を口に当てて大きなあくびをした。その顔はすでに瞼まぶたが閉じられていて、長いまつ毛が綺麗に伸びている。

「眠いですか？」

「んー、もう少し話そうと思ってたのに……ベッドに入ったら急に睡魔が」

　目を閉じて話す彼はとても眠そうで、なんだか可愛らしい。まだ私と話そうとしてくれていたらしいことにもほっこりするし、緊張が和らぐ。

「今朝、意外と早くに目が覚めたんだ。俺も緊張してたのかもな……」

「……嘘うそ」

　信じられない気持ちで、思わず呟いた。

　だって、私と出かけることで緊張していただなんて。何事にも動じない雰囲気を持つこの人に限って、それはないはずだけど、もし彼も私と同じくドキドキしてくれていたとしたら、ちょっと嬉しい。

　うつらうつらしていた彼は、びっくりするくらいの速さで寝息をたて始める。

　その寝つきのよさにクスッと笑いつつ、いつまでも見ていたいと思うほどに綺麗な寝顔に向かって囁ささやく。

「おやすみなさい、朝羽さん」

　今日一日で、だいぶ距離を縮められたかな。まだ夫婦と呼べるにはほど遠くても、恋をする準備は着々と整えられている気がする。

　今度はこのベッドの中で手を繋ぐことを目標にしようかな、と密かに思いながら、私も心地のいい眠りについた。
















相思相愛のふたりを想像すべし













　事実上の旦那様と同じベッドで夜を過ごすようになって二日が経ち、新しく発見したことがいくつかある。

　まず、意外にもよく眠れること。掛け布団の取り合いにもならず、お互いに寝相がいいこと。そして、彼の寝顔は朝になっても綺麗で、ひと晩では髭ひげもほとんど伸びないことと、あとひとつ。

「朝羽さん、朝ですよー」

　ひと足早く起きて朝食の準備をしていた私は、彼が起きる時間にシャッと遮光カーテンを開けて声をかける。

　熟睡していた彼は、差し込む朝日で眩まぶしそうに顔をしかめ、ごそごそと寝返りを打ちながら呟く。

「ん……あと五秒……」

「五分じゃなく？」

　天然でボケる彼に思わずツッコんだ。

　笑いをこぼしている間に五秒経ったので、遠慮なく布団を剥がし、渋々といった様子でのそりと上体を起こす旦那様の顔を覗のぞき込む。

「おはようございます」

「おはようございます……」

　ボサッと髪を乱し、目を開けることなくカクリと頭を下げる彼は、まだ半分夢の中にいるようだ。敬語だし。

　そう、新発見の最後のひとつは、朝羽さんの寝起きが悪いこと。寝つきはものすごくいいのに。

　朝からきっちりしているのかと思いきや真逆で、しばらくぼーっとしているその姿は、なんだか新鮮で可愛らしい。

　部屋着姿のままでなんとかリビングダイニングにやってきた彼は、朝食を並べたテーブルに着き、新聞を広げ始める。しかし……。

「起きてます？」

　朝羽さんの斜め後方から、茶ちゃ碗わんを置きつつ問いかけると、彼はピクリと反応し、新聞から目を離すことなく平然と答える。

「見ての通り起きてますが」

「新聞が逆さまですよ」

　吹き出しそうになるのを堪こらえて指摘すると、一瞬固まった彼は無言で新聞をひっくり返した。今、絶対目を開けて寝てたでしょ。

　普段の朝羽さんからは想像がつかなくて本当に笑っちゃうけれど、そのギャップに母性本能をくすぐられるのだ。

　これまでどうやってひとりで起きていたのかというと、四個もの目覚まし時計の力を借りていたらしい。初日から、寝室の四隅に置いてある時計を不思議に思っていたのだが、こうしないと起きられないからだったのだと納得した。

　こんな調子にもかかわらず、デートした日は私より早く起きていたのだから、緊張していたというのはあながち間違いではないのかもしれない。

　そんな彼がしっかり目覚めるのは、朝食を終えて身支度を整える頃。洗面所からリビングに戻ってくると、眠そうにぼーっとした彼はどこへやら、まるで変身したのかと思うほどキリッとしたビジネスモードになっているから、私はそのたびにキュンとしている。

　毛先がぴょんぴょん跳ねていた長めの前髪は、わずらわしくないよう横に流されていて、ワイシャツの袖口のボタンを留める姿もとてもカッコいい。

　しかし、先ほどとは打って変わって凛々しい表情で準備をする彼を、のんびり眺めているわけにはいかない。これから私も新しい職場に初出勤するからだ。

　今日は基本的なことを教えてもらいながら、飛高酒蔵の商品を並べる作業を手伝い、明日から本格的にアドバイザーとして働くことになっている。

　洗面所でセミロングの髪をざっくりとひとつに束ねる私の隣で、朝羽さんがネクタイを結びながら声をかけてくれる。

「ショップのスタッフは皆、気がいいから、安心して働けると思う。とりあえず雰囲気を掴つかんでおいで」

「はい。頑張ります！」

　気合を入れて小さくガッツポーズをすると、彼は一度頷き、なにかを思い出したように「そういえば」と話し始める。

「初音のことは婚約者だと説明してあるが、政略結婚であることは明かしていない。事実婚のことと同じで周りから詮索されるだろうし、なにかと面倒なことになりそうだからな」

「あ……確かに」

　言われてみれば、親が決めた結婚だと知ったら、〝ふたりの間に愛はないんだ〟と思われかねない。私の事情も知れば、実家のために自分を犠牲にしたと哀あわれまれることもあるかも。私は嫌々結婚するわけじゃないのだから、同情されたくはない。

　しかし、詮索されるのは政略結婚に限ったことではないと思う。

「恋愛結婚だとしても、いろいろと聞かれそうですけどね……」

「そうか？」

「はい。どこで出会って、きっかけはなんだったかとか、プロポーズはどんな感じだったかとか、なれそめを」

「そういうことが気になるのは、芸能人カップルくらいじゃないのか」

　ネクタイを結び終えた彼は、意外そうな顔で鏡越しに私と目を合わせた。

　朝羽さん、容姿も優れていて確固たる地位を持つ御曹司のあなたは、私たち平民にとっては芸能人くらいの存在なんですよ……。女性社員ならきっと皆、彼の結婚事情は気になるでしょう。

　本当に自分のことに無頓着な人なんだな、と苦笑していると、彼は簡単なことのように言う。

「もし聞かれたら、適当に答えてくれて構わないよ」

「そうですか、適当に……ってそれ、結構難しいですよ。私たちにはまだなんの歴史もないし、婚約者どころか恋人らしくもないですし――」

　難色を示していて、はっとした。

　今の発言、朝羽さんに失礼だったかな？　デートもしてくれたし、一緒のベッドでも寝ているのに〝恋人らしくない〟って、私どんだけワガママ!?

　自分に辟へき易えきしつつ、すぐさま言い方を正そうとしたとき、無表情で顎に手を当ててなにかを思案していた朝羽さんが、「じゃあ……」と口を開いた。そして、こちらに身体を向け、スッと手を伸ばしてくる。

「既成事実、作っておこうか」

　その言葉と同時に片手が腰に回され、ホールドされる。さらに、もう片方の手でこめかみにかかる少しの髪をそっとよけて頬に触れられ、心臓が大きく波打った。

　驚くのもつかの間、艶なまめかしさを感じる彼の顔が、ゆっくりと寄せられる。

　え、え。この状況と〝既成事実〟って、まさか、キス――!?

　伏し目がちな美しい表情が間近に迫ってきて、私はわけがわからなくなり、とにかくぎゅっと目を瞑つむった。

　次の瞬間、頬に柔らかな感触を覚え、ピクリと肩をすくめる。

　頬にキスされたのだと理解し、おそるおそる目を開けば、旦那様がちょっぴりいたずらっぽく目を細めて私を見つめていた。

「……少しは恋人らしくなった？」

　まだ触れられたままの左頬と、唇の感覚が残る右頬が、ぼっと熱を持つ。

　確かに一気に恋人感は味わえたけれど、涼しい顔して突然キスしないでくださいよ！　いくらほっぺだとしても、私は初めてなんだから！

　……と、心の中であれこれ言いながらも、口では「は、はい。とっても」と素直に認め、真っ赤になっているであろう顔で俯いた。

　まったくこの人は、色恋に興味がなさそうに見えるのに平然とすごいことをしてくれる……。予想外すぎてパニックですよ。

　朝羽さんは動揺する私が面白いのか、クスッと小さな笑いをこぼす。そして、ようやく私から手を離し、さっぱりとした声で言う。

「なれそめはなんだっていいんだ。他人にどう思われようと構わないんだから。もし困ったら『秘密です』と言っておけばいい」

「あ、なるほど！」

　万能な言葉があったじゃないか、と感心してぱっと顔を上げると、彼は「でも」と続ける。

「こうやって、愛し合う自分たちを想像して、なりきるのは大事かもしれないな。目標を達成するためにイメージすることは重要だし、〝恋をする〟という目標にも近づける気がする」

「想像して、なりきる……」

　理論的な彼の言葉を繰り返し、そういえばアスリートの人たちなんかは、結果を出すためによくイメトレをしているのだと聞いたことがあるな、と思い出した。それと似たものだろうか。

　じっと彼を見上げ、さっそくイメージしてみる。

　私はこの人を愛していて、彼も私を愛してくれている。つい今しがたのキスも、愛しているがゆえのもの――。

　すると、恥ずかしさとはまた違う、なんとも言いようのない熱が身体の内側から湧いてくる感じを微かすかに覚える。胸の奥が甘く疼うずくような、これまでに味わったことがないものを。

　不思議な感覚を抱き始めていたとき、同様に私を見つめていた朝羽さんが、ふいっと顔を逸そらした。それにつられて私も我に返ると、彼は独り言のように呟く。

「……ほどほどにしておかないと、あなたのことばかり考えて仕事にならなくなりそうだ」

　若干困った調子で口にされたけれど、そんなに私のことで頭の中をいっぱいにしてくれるのかと思うとなんだか嬉しくもある。さっさと洗面所から去っていく彼を見ながら、ふふっと笑ってしまった。

　理想を思い描いてその通りに行動していれば、いつかそれが現実になるかもしれない。そうやってポジティブに考えるのもいいかも。

　私たちの目標は、相思相愛の夫婦になること。それを再確認し、きっと達成してやるぞ、と改めて誓った。




　そうこうしているうちに時間が迫り、朝羽さんが買ってくれたシャツとスラックスを入れたバッグを持ち、彼と一緒に部屋を出る。

　今日は九時出勤の朝羽さんに合わせているが、ショップスタッフはシフト制で、早番は七時半、遅番は十二時出勤だそう。こうやって一緒に出勤できるのは稀まれなんだなと思いながら、彼と肩を並べて、まだ寒さの残る並木道を歩いた。

　朝羽さんが総支配人を務める『ホテルベアティチュード東京』は、マンションから徒歩十分の場所にある。十年前に開業した比較的新しいホテルでありながら、格付け機関において五つ星を獲得しており、世界的にも業界的にも評価が高い。交通の便もよく、地上二十四階建ての客室からは絶景が望め、さらにレストランも評判の最高級ラグジュアリーホテルなのだ。

　外観はシックなオフィスビルといった感じ。エントランスには、昔の外国車を彷ほう彿ふつとさせるベアティチュード仕様のホテルカーが停まっていて、レトロな雰囲気を醸し出している。

　朝羽さんに続いてドアマンに挨拶をして、一歩中に入れば、都会の喧けん騒そうを忘れるほど静寂な空間が広がる。豪華さの中に和のデザインも取り入れられているらしいアトリウムロビーは、ひと足早く桜の装飾で華やかに彩られていて、私は思わず感嘆の声を上げた。

「さすが五つ星ホテルですね……格が違う！」

「今度ゆっくり施設を案内してあげますよ」

　総支配人としてのスイッチが入っている朝羽さんの嬉しい言葉に、私は笑顔で「ぜひお願いします」と返した。

　スタンダードな客室はもちろん、できることなら一番グレードが高いスイートも見てみたいし、美食で有名なレストランにも行ってみたい。

　考えるだけでワクワクしながら、地下一階にある、私が働くことになるショップへと向かう。

　その最中、すれ違うスタッフが皆朝羽さんに丁寧に挨拶するのを見て、改めて彼がすごい人なのだと実感する。

　そして驚きなのは、朝羽さんがお客様だけでなくスタッフに対しても、常に優しい笑顔を向けること。

　総支配人なのだから愛想をよくするのは当然だとしても、普段見せない顔を目にすると、やっぱり複雑な気持ちになる。一番近くにいる存在である私にも、もっと笑いかけてほしいのにな、って。

　しかも、女性客は朝羽さんを振り返ったり、ぽっと頬を染めたりしているのだ。なんだか不快な気持ちがむくむくと湧いてきてしまう。

　そりゃあね、カッコいい大人の男性に目がいくのはよくわかる。わかりますけども、一応この人は私の――。

「初音、ここです」

　自然と険しい表情になりつつあったとき、そう声を投げかけられて、はっとした。いつの間にかショップの前に着いている。

　そうだよ、今は余計なことを考えている余裕はないんだって。邪念を捨てなきゃ！

　自分を叱しっ咤たし、背筋を伸ばして「はいっ」と元気に返事をした。

　国内外の一級品を扱うショップが立ち並ぶ広々とした空間は、まるでヨーロッパの街並みを思わせるデザインで、閉鎖的な地下であることを感じさせない。そのフロアの一角にあるホテルショップ『ベルソレイユ』は、ベアティチュードのオリジナル商品を中心に販売しているらしい。

　上品な外国の雑貨屋のような店内を見回しながら、奥へと進む。贈答用のお菓子やアメニティグッズ、もちろん日本酒やオリジナルワインなどのお酒も充実しているようだ。

　早めにチェックアウトしたのであろう宿泊客が買い物をしている中、タイミングを見計らってレジのほうへ近づいていく。

　会計待ちのお客様がいなくなると、レジカウンターの向こうにいる女性スタッフふたりが私たちに気づき、ぱっと表情を明るくした。

「あっ、霞さん。おはようございます」

「おはようございます。一段落ついたら少しだけ時間をください」

　朝羽さんは穏やかに告げ、売り場のさらに奥へ颯さっ爽そうと向かう。

　私に注目しまくるスタッフさん方に、とりあえず「おはようございます」と挨拶だけして、彼のあとに続いた。

　白いドアが開かれた先は、パソコンデスクや丸いテーブルが置かれ、商品の在庫がきちんと整頓されているスタッフルームとなっていた。

　空いているスペースにバッグを置かせてもらいながら、今しがた少しだけ気になったことを聞いてみる。

「朝羽さん、皆から〝霞さん〟って呼ばれてるんですか？」

「あぁ、霞浦総支配人って長くて呼びづらいだろうから、好きなようにどうぞと社員に言っているんです。ここの皆は特にフレンドリーですよ」

「そうなんですね」

　このホテルを総括する総支配人とはいえ、スタッフとの距離も近いらしい。

　なんだか心が和んで笑みをこぼしていると、ほどなくしてガチャリとドアが開けられ、先ほどレジにいた女性ふたりが姿を現した。

　通常、ベルソレイユは一日四人で回しており、従業員は全員で六人だと聞いている。このふたりは、今日は早番なのだろう。

「どうも、お待たせしました～」

　明るい声と笑顔でやってきたのは、二十代後半くらいの綺麗なお姉さんと、五十代くらいの年配の女性。ふたりともとても愛想がよく、第一印象は花丸だ。

　小柄で、ベリーショートの髪がチャーミングなマダムが、待ちきれないといった様子で私を手で指し示し、朝羽さんより先に切り出す。

「そちらの可愛い彼女が……？」

「えぇ。婚約者の初音です」

　朝羽さんが隣に立つ私を紹介してくれたので、興味津々なふたりに笑顔を向けて私も自己紹介する。

「飛高初音と申します。先日まで、実家の酒蔵で販売を手伝っていました。少しでもお役に立てたらと思っていますので、よろしくお願いします」

　しっかりとお辞儀をすると、ふたりも「よろしくお願いします～」と声を揃えて頭を下げ、簡単な自己紹介をしてくれた。

　マダムな彼女が大おお石いしさん、品のいいお嬢様のような雰囲気の若い彼女が水みず岡おかさん、と頭にインプットする。

　大石さんはとっても嬉しそうに、両手を頬に当てて言う。

「まさか婚約者さんと一緒に働くことになるとはねぇ。霞さんが結婚するって聞いただけで、もう腰抜けるかと思ったっていうのに」

「大石さんの場合、ぎっくり腰でしょう」

　水岡さんがあっけらかんと笑って失礼なことを言うものだから、大石さんは瞬時に目を細め、「梢こずえちゃん？」と、じとっとした視線を向けている。

　名前は梢さんというらしい彼女……おっとりしていそうに見えて結構言う人なんだ。しかも年上の方に対して。

　冗談だとしてもそのフランクな感じがすごいな、と少し驚いていると、水岡さんはふんわりとカールした長い髪を耳にかけ、私に屈託のない笑顔を見せる。

「私たち、今いないメンバーも含めて皆あなたに会うのを楽しみにしてたの。よろしくね、初音さん」

　快い歓迎ムードを嬉しく思いつつ、私は「よろしくお願いします！」ともう一度頭を下げた。

　すると、私たちのやり取りを見守っていた朝羽さんが、穏やかな笑みを浮かべてこんな補足をする。

「私の妻になる大切な方ですから、あまりいじめないでくださいね」

「朝羽さん……！」

　これはさっそく例のイメトレ？　だとしても、やっぱりちょっと照れる。一応私のことを気にかけてくれているようでありがたいけれど。

　肩をすくめていると、大石さんはニンマリしつつ、ひょいと手を縦に振って言う。

「あーら。私たち、シンデレラの意地悪姉さんじゃないんだから、そんなことしないわよ」

「誰かさんは姉さんって年じゃないしね」

「梢ちゃん？」

　つい先ほどと同じく、遠慮なく弄いじる水岡さんと、それに対して静かに睨み据える大石さんに、私は思わず吹き出してしまった。

　どうやらふたりは、こういうやり取りを楽しんでいるみたい。仲が悪いんじゃ、と一瞬心配したけれど、その逆のようでひと安心だ。

　明るく楽しく働けそうな職場の雰囲気にも安堵し、いいスタートを切れそうな気がした。

　そうして朝羽さんは「また後ほど来ます」と告げてオフィスに向かっていった。これから幹部とのブリーフィングや、スケジュール確認を行うのだという。

　私はひとまず商品の陳列を手伝い、チェックアウトの時間帯で混み合う店内の様子を、少し緊張しながら肌で感じていた。




　十時半を過ぎ、人の波もだいぶ落ち着いた頃、私はショップの出入口付近の一番目につく棚に、飛高酒蔵の商品を並べる旨を説明された。リカーショップにも少し置かせてもらっているらしいが、より特別で価値のあるイメージにするために、このホテル独自のショップで大々的に推し出そうと、朝羽さんの提案でスペースを広く取ってくれたのだそう。

　ひとつの棚が丸々、飛高酒蔵で使えるようにされていて、名前を目立たせた販促物も用意してある。その計らいがとてもありがたく、心の中で朝羽さんに感謝しまくっていた。

　これからチェックインが始まるまではアイドルタイムと呼ばれる時間帯で、比較的お客さんが少ないため、売り場のディスプレイを作るのにベストらしい。どんな配置にするかは私に任せてくれるとのことなので、悩みながら瓶を並べていると、背後に人が近づいてくる気配がした。

「これはどんな日本酒ですか？」

　後ろから私のすぐ横を通って、棚にスッと手が伸ばされ、曇りガラスの瓶を取ると同時に問いかけられた。

　わ、ここで私が接するお客様第一号!?

　背筋をシャキッと伸ばし、反射的に「はいっ」と返事をして勢いよく振り返った。その瞬間、私は目を真ん丸にする。

「あ……朝羽さん!?」

　すぐそばに立っていたその人は、意外にも気高き総支配人様だった。

　びっくりした、お客様だと思ったのに！

　目をしばたたかせる私に、涼しげな表情の彼が他人行儀にこんなことを言う。

「結婚したばかりの妻と晩酌できるような酒を探しているのですが」

　え……結婚したばかりの妻って、私？

　なぜそんなことを言うのかとキョトンとするも、なんとなく彼の思惑に気づく。もしかしたら朝羽さんは、お客様になりきって私の接客態度を試しているんじゃないだろうか。急にこんなことを仕掛けてくるとは、抜き打ちテストみたいだ。

　意図を理解した私は、それならば乗ってやろうではないかと笑みを浮かべ、彼が手に取った〝清せい明めい〟という名前の日本酒の説明を始める。

「こちらの〝清明〟は、飲みやすさを追求した純米吟醸酒です。春先の万物が清らかで生き生きしている様子を表した〝清浄明潔〟の名にふさわしい、水のようにクリアな味わいが特徴です。これからの季節にも、新婚のおふたりにもぴったりですし、女性にも人気なので奥様もきっと喜ばれますよ」

　これはその場しのぎや取ってつけた説明ではなく、私が本当に感じていることだ。私も、朝羽さんとこのお酒を嗜たしなみたい。

　自信を持って答えると、彼の涼しげな表情がほころび、わずかに笑みが生まれた。

「名前だけでなく、中身もとても綺麗なのですね。まるであなたのように」

「っ、え」

　突然キザなセリフが飛び出し、面食らってしまう。

　〝清明〟は、たびたび古語が登場していた祖母の日記で知って、私が名づけたもの。それを褒めると同時に、私まで褒められるとは。

　つい照れてしまいそうになるも、朝羽さんは淡々と続ける。

「……と、これまで男性客にそういうことを言われたり、誘われたりすることはありませんでしたか？」

　期待を裏切る問いかけに、ぽかんとする私。

　おっと……お世辞ですらなかったというオチですか！

　そういえば、朝羽さんは意識せずに甘い発言をする人だった。いい加減、すぐ真に受けてしまう単純さをなんとかしたい……。

　学習しない自分に落胆しつつ、「そ、そうですね、たまにあったかな」と苦笑を交えて答えた。

　まぁ、誘ってくるのはおじさんばかりでしたけどね……と、付け加えようとした瞬間、ふいに左手を持ち上げられた。指輪交換さながらに。

　急に、なに？と、突然の触れ合いにどぎまぎしていると、朝羽さんは私の薬指に輝く宝石を軽く親指でなぞる。

「そういうときは、相手にこれを見せて差し上げてください。離れていても、私に代わってこの証があなたを守ります」

　おまじないのような言葉をかけられ、きゅうっと胸が締めつけられた。どんなときも、朝羽さんが私を守ってくれようとしていることがわかって。

　やっぱりあなたは無自覚で、真面目で、甘い人だ。

　落胆していたのが一転、心が羽みたいにふわふわと浮くのを感じながら、私は唇を弓なりにして「わかりました」と答えた。

　そのとき、店の出入口から、ホテルマンらしき男性が「総支配人」と呼びかけてくる。そちらを振り返って返事をした朝羽さんは、私に目線を戻して声をかける。

「接客の仕方はさすがです。その調子で頑張って」

「はい、ありがとうございます」

　明るく答える私に軽く頷き、彼は踵きびすを返した。しかしその直後、なにかを思い出したように「あぁ、あと」と言いながら再びこちらを向く。

　私が小首を傾げると、彼は穏やかな表情で口を開く。

「私も好きです、その〝清明〟。今度一緒に飲みましょう」

　あ……朝羽さん、すでに清明も飲んでくれていたんだ。

　ただ経済的な支援をしてくれるだけじゃなく、私の家族が造ったものを、自分の舌でしっかりと味わっていることが、すごく嬉しい。一緒に飲もう、というお誘いも。

　彼に対しての感謝や敬意が少しずつ膨らむ。温かな気持ちを抱いて、おそらく館内の巡回に戻るのであろう彼の颯爽とした姿を見送った。

　だらしなく緩んでしまいそうになる唇を結び、やる気を出して商品を並べる作業を再開したのもつかの間、視線を感じてぱっと顔を向ける。

　隣の棚の陰からこちらを見ていたのは、締まりのない顔でニヤけている大石さんと水岡さんだ。

「いいわねぇ～、初々しくて」

「大石さんにもあったんですもんね、ああいうときが」

　うわ、どこから見られていたんだろう……と、羨ましそうにしているふたりに苦笑する。

　お客様がいないので、ふたりも陳列を手伝い始めると、案の定質問タイムに突入だ。

「ねぇ、家での霞さんってどんな感じなの？」

「それ、私も気になる」

　興味津々な大石さんに、水岡さんも続く。これに関しては正直に言ってしまってもいいだろう。

「クールです、すごく。表情筋があるのかなってくらい滅多に笑わないし、淡々としてるので、皆さんと朗らかに接してるのを見て、ちょっとびっくりしてます」

　今だって、笑みを見せたのは〝お客様役〟をしているときだけだったもんね。

　ほんのわずかな不満を交えて明かすと、水岡さんがぱっちりとした瞳をしばたたかせる。

「そうなんだ！　いつもにこやかで優しいのかなって思ってたわ。やっぱり霞さんも仕事中は気を使ってるのね」

「そりゃあ、素を見せられる相手じゃなきゃ結婚しようと思わないでしょ」

　大石さんの言葉で、そうか、そう思っておけばいいのか、と単純な私はすぐにポジティブ思考に切り替わる。私だけに素を見せてくれているのだと考えれば、特別感が得られる。

　寝起きが悪くて可愛い朝羽さんのプライベートな一面も、きっと私だけが知っている特別なこと。これは皆には内緒にしておこう。

　朝のことを思い出し、ちょっぴり含み笑いをしつつポップを飾っていると、大石さんがニコニコしながらこんなことを言う。

「霞さんが初音ちゃんみたいな子を選んでくれて、なんか嬉しいわよねぇ。あの噂うわさも間違いだったんだって証明されたわけだし」

「〝あの噂〟？」

　なんだか意味深な言葉が引っかかって、ぴたりと手を止めた私は、目線を大石さんに移す。その瞬間、「あうっ」という声と共に、大石さんが海え老びのように身体を反らせた。なにが起きたかと目を見張ると、水岡さんが彼女の腰を指で突いたらしい。

　大石さんは腰を手で押さえ、驚きと困惑が交ざった顔をする。

「なにすんの、梢ちゃん!?」

「すみません。今、急激に飛び蹴りしたくなって。さすがにそれはできないんで、これで抑えました」

　なぜか仏頂面で穏やかじゃない発言をする水岡さんは、大石さんの腕を引っ張り、私から少し離れたところでコソコソと話し始める。

「これから結婚するって人に水差しちゃダメでしょうが！　あんなのデタラメですよ」

「はっ、そうよね！　昨日あの女優がテレビに出てたから、つい……」

　聞き耳を立てなくても聞こえてくる話し声に、私は口の端を引きつらせた。ふたりとも悪気はなさそうだし、天然だな、これは。

　それより、水を差すだとか女優だとか、いったいなんのことだろう。水岡さんが止めたことからして、私にとってあまりよくない内容なのかなと想像はつくけれど……。

　考え込む私のもとに戻ってきたふたりは、あっはっはと大げさに笑ってみせる。

「ごめんね、初音ちゃん。気にしないで！」

「今のは大石さんのイミフな妄想発言だから」

「はぁ……」

　あからさまに明るいふたりを怪け訝げんに思いながらも、曖昧に笑って頷いておいた。

　一応ふたりとも私に気を使ってくれているみたいだし、もっと仲を深められたら、なにげなく聞いてみようかな。

　そのすぐあとにお客様がやってきたため、話を中断し、今までの騒々しさから打って変わって、大石さんも水岡さんも一流のショップ店員らしく品よく接客していた。その切り替えっぷりには感心する。

　私も少しでも仕事を覚えようと、初めての業務を必死にこなしているうちに、〝あの噂〟の件はすっかり頭から抜けていたのだった。
















今宵は君に酔ひしれる













　あなたと初めて仲違いをして気まずくなった日は、まるで花はな曇ぐもりの空のようでした。

　でも、そのけむった霧が晴れたとき、ようやく私の心も清浄明潔になり、前にも増して、あなたを愛おしく想えるようになったのです。




　＊　＊　＊




　桜の咲く季節は空一面が薄ぼんやりと曇り、景色がけむって、のどかに見える日がある。まるで好きな人とケンカをしたときのようだ、と祖母が書いていたその花曇りの空を、ゆっくりと見上げることもできずに、ベルソレイユで働き始めてからあっという間に一週間が経っていた。

　やはり土日は客数が多く、慣れるまではてんやわんやだ。それでも、大石さんや水岡さん以外のスタッフも皆、気がいい人たちで、わからないところは親切に教えてくれるからとても救われている。

　今週は朝羽さんと休みが合わなかったため、昼間はひとりでぐーたらしてしまった。疲れが出て、なにもやる気が起きなくて。

　しかし、彼のためにご飯を作り、『おかえりなさい』と出迎えて『ただいま』と返される生活はなにげに心地よく、ストレスは感じていない。

　ただ、朝羽さんは相変わらず家では無愛想で、必要なこと以外はあまり喋しゃべらない。なにを考えているのかいまいちわからないから、彼をこっそり観察してみることも多かったりする。

　とりあえず仕事も私生活も順調ではあるけれど、どちらからも学ぶことはまだまだ山ほどあり、勉強を重ねる日々なのだ。




「Excuse me」

　仕事中、綺麗な声の英語で話しかけられて振り向けば、背が高くて顔が小さなブロンド美女がいた。思わず目が釘くぎづけになるも、続けてペラペラとなにかを質問されて、私はフリーズする。

　もともと店番をしていたから接客には慣れているものの、外国人のお客様を相手にすることはほとんどなかったため、こういうとき非常に困るのだ。

　この一週間、何度か外国の方が来店したけれど、カタコトの日本語で話してくれる人たちだったから、なんとか私でも対応することができた。しかし今、目の前にいるこの白人女性は、日本語がまったく話せない様子。

　こういうときはもちろん、英語がわかる人に助けを呼ぶことになっている。今のシフトの中で話せるのは水岡さんしかいないのだが、彼女はタイミング悪く電話応対をしている真っ最中だ。

　軽く焦り始めるも、とりあえず水岡さんの電話が終わるまで間を持たせようと、自分が知っている英単語を並べてみる。

「ワ、ワンモア、プリーズ……？」

　それだけで私の英語力がどのくらいかわかったらしく、ブロンド美女は苦笑いを浮かべ、身振り手振りを交えてゆっくり話してくれる。しかし、いまいち汲くみ取ることができない。

　どうしよう、このままじゃ彼女の気分を害してしまう……！

　軽くパニックに陥りそうになりつつ、とりあえず曖昧な相づちを打って聞いていたそのとき、私の横にスッと誰かが現れた。

「Can I help you with something?」

　低く艶のある声で流りゅう暢ちょうな英語を口にする人物を見上げ、息を呑のむ。その人は胸に総支配人のネームプレートを光らせる、朝羽さんだったから。

　頼もしい空気を醸し出す彼の登場で、白人女性は安心したらしく、笑って話し始める。ふたりの間で交わされる会話はまったくわからず、私は目をしばたたかせるだけ。

　すごい……朝羽さんってこんなに英語が上手だったんだ。

　確か大学を卒業してから二年間、海外のホテルに勤務していたらしいから、英会話ができて当然だとしても、話している姿は初めて見たからなんだか感激する。

　麗しい笑みを湛えて難なく対応する朝羽さんを、尊敬の眼差しで見つめていると、彼の瞳がこちらに向けられる。

「彼女は日本酒を飲んだことがなく、この機会にぜひ試してみたいそうです。初心者にオススメの日本酒はありますか？」

　朝羽さんのおかげで、ようやく彼女が伝えたがっていたことを理解した私は、「はい！」と頷き、すぐに棚からひとつの瓶を手に取った。

　初心者にも飲みやすいのは〝純米〟とつくもの。醸造アルコールが入っていないため、癖がなく、とても飲みやすいのだ。その中でも、フルーツ系の香りと上品な甘みのある純米吟醸酒を選んだ。

　さらに、最近流は行やりのスパークリングも勧めてみる。とても甘くて女性に人気があるため、きっと外国のお客様にも気に入ってもらえるはず。

　私の説明を朝羽さんが訳してくれて、ブロンド美女は満足した様子で、オススメした二本を持ってレジに向かっていった。

　ホッと胸を撫で下ろし、救世主の彼に向き直って深く頭を下げる。

「朝羽さん、本当にありがとうございました！　緊張してしまって、なにもできなくて……すみませんでした」

「いえ、英会話には慣れが必要ですから」

　いつものクールな表情になってフォローしてくれた彼は、「私も指導が足りませんでしたが」と話を続ける。

「最低限の英語は知っておいたほうがいいですね。『Just a moment, please』くらいは、中学でも習うはずですが」

　若干ピリッとした空気を漂わせて言う彼に、私の身体が強張る。

「あと、相手の言っていることがわからないのにとりあえず頷く、というのは絶対にやってはいけません。相づちを打っているだけでも、理解しているのだと誤解されてしまいます」

　淡々とした注意が胸に突き刺さる。肩をすくめ、「はい、すみません……！」と、もう一度しっかり頭を下げて謝った。

　わかってはいたけれど、私の対応は不誠実なものだった。中学で習うフレーズすら出てこないとは、自分の英語力のなさに打ちのめされる。

　落胆と、少しの恐怖に似た感覚が入り交じる。朝羽さんが無表情なのは普段通りであっても、その中に厳しさが窺えるから。こんなこともできないのか、と内心怒っているのかもしれない。

　自分が不甲斐なくてシュンとする私に、なにかを言おうとしたらしい彼が口を開きかけたとき、スタッフルームのほうから水岡さんがやってきた。

「ごめんね、初音ちゃん！　あ、霞さんもいらしてたんですね」

「えぇ、巡回に。なにか変わったことはありませんか？」

　水岡さんに視線を移す朝羽さんは、穏やかな表情に戻っている。それだけで、なんだか胸がシクシクと痛んだ。

　彼は軽く状況を確認し、フロアの巡回に戻っていく。肩を落としてその姿を見送る私に、水岡さんが少しだけ心配そうに尋ねる。

「大石さんから聞いたわ。今、外国のお客様がいらしたって。大丈夫だった？」

「はい。ちょうど朝羽さんが来てくれたので、なんとか」

　ヘコんだ気持ちはすぐには戻らないものの、笑顔を作って答えた。些さ細さいな失敗でいつまでも落ち込んではいられない。

　そんな私をじっと見ていた水岡さんは、少しの間を置いてこんなことを言う。

「ね、今日はここのカフェでランチしない？　私、奢おごるからさ」

「えっ！　いえ、奢るだなんて」

「いいから。歓迎会もまだだし、初音ちゃん、このホテルのお店行ったことないんでしょ？」

　確かにカフェには行きたいけれど、ごちそうしてもらうのは気が引ける。お値段がいくらくらいなのかもわからないし。

　遠慮して何度か同じやり取りをしたあと、結局水岡さんに押しきられて、昼休憩は少々リッチなひとときを過ごすことになった。




　休憩に入り、水岡さんと一緒に同じ階にあるカフェに向かった。

　駅から直結している階段のそばにあるその店は、意外とカジュアルな雰囲気で入りやすい。出入口にはスイーツショップが併設されていて、ショーケースの中にカラフルなケーキがずらりと並んでいる。

　それに目を奪われそうになりつつ、水岡さんが予約しておいてくれた席に着き、彼女オススメのランチプレートを頼んだ。

　するとさっそく、長い髪を手でふわっと後ろに払った水岡さんが、優しい笑顔でこう切り出す。

「初音ちゃん、なにかあったなら話聞くよ。さっき、ちょっと元気がなさそうに見えたから。余計なお世話だったらごめんね」

　……水岡さん、すごい観察力。私の些細な変化に気づいていたんだ。だからこうして誘ってくれたのね。

　彼女の心遣いをとても嬉しく思いながら、苦笑交じりに「たいしたことではないんですよ」と前置きして、先ほどの件を話す。親身に聞いてくれる彼女は、腕を組んで頷き、共感してくれた。

「わかるー。私だって最初は全然会話できなかったもの」

　英文科出身の彼女がそうだったというのは意外で、私は目を丸くした。

「えっ、水岡さんが？」

「梢でいいわよ」

　彼女がふっと笑ってそう言った直後、前菜からデザートまでがワンプレートにのせられた可愛らしいランチが運ばれてきた。

　一旦そちらに意識が逸れ、感嘆の声を上げた私たちは、とりあえずいただくことにする。

　ちょっとずつ、たくさんの種類の料理を楽しんで味わっていると、梢さんは海老のサラダにフォークを刺しながら話を戻す。

「私、一応英文科は出てるけど、ネイティブの発音が全然聞き取れなくって。悔しい思いもいっぱいしたわ」

「そうだったんですか」

「うん。でも、何度も英語を聞いたり口に出したりしてるうちに、いつの間にか理解できるようになってた。結局慣れるしかないってことね」

　わずかに眉を下げて笑う彼女の経験談を聞き、やっぱり朝羽さんも言っていた通り、慣れが大事なんだなと納得して頷いた。苦戦していたのは私だけじゃないんだと思うと、なんだか心強くなる。

「よく使う大事な英文をいくつか覚えておくだけで、だいぶ違うと思うわよ。あとで教えてあげる」

「ありがとうございます！」

　梢さんのありがたい言葉で、私はさらに気持ちが軽くなり、笑顔でお礼を言った。

　いつか、誰かを頼らなくても英語で接客ができるように、少しずつ勉強していこう。朝羽さんにも失望されたくないし……。

　先ほどかいま見た彼の厳しい表情を脳裏に蘇らせながら、リゾットをスプーンですくっていると、梢さんがなにげない調子で言う。

「霞さんはペラペラだから、初音ちゃんも気後れしちゃうでしょう。英語だけじゃなくて中国語もできるっていうんだから、すごすぎよね」

「そっ……！」

『そうなんですか!?』と思わず声を上げそうになり、慌てて口をつぐんだ。婚約者ということになっている私が知らないのはおかしいもの。

　キョトンとする彼女に、へらっと笑ってみせ、「ほ、本当にすごいですよねぇ」と言い直した。

　そうか、朝羽さんって本当に語学が堪能なんだ。きっと相当な苦労をしただろう。ホテル経営を学びながら、何ヵ国語も勉強していたことになるのだから。

　彼の並々ならぬ努力を崇あがめたいくらいの気持ちになっていると、梢さんも似たようなことを考えていたのか、感心した様子で語り始める。

「あの若さで総支配人なんて、日本ではなかなかいないんじゃない？　普通なら各部門のマネージャーを何年も経験して、やっと総支配人の座に就くのに、霞さんは学生時代にビジネスとしてのホテル業を学んでるから、すっ飛ばしちゃえたんだもんね」

　その話も初耳で、改めて朝羽さんのすごさを実感する。同時に、私はまだ彼のことをほんの一部しか知らないのだと気づかされた。

　中国語を話せることも知らなかったし、どんな学生時代を過ごして、どんな過程を経て今の朝羽さんがいるのかも、なにもわかっていない。

　なんだか寂しい気分になりつつある私の向かい側で、梢さんは、ふうっと息を吐いてどこか遠い目をする。

「サラブレッドでエリート。そのうえ、あの容姿。あんなにハイスペックな人との結婚、私だったら尻込みしちゃうわ。初音ちゃんは迷ったり、ためらったりはしなかったの？」

　そう問いかけられた私は、食事の手を止めて考えを巡らす。ここは例のイメトレではなく、本当のことを言おうか。

「……迷いはなかったですね、不思議と」

　確かに、朝羽さんほどの男性との結婚となれば、単純に浮かれてばかりもいられないだろう。

　でも、政略的だったから開き直っていたとはいえ、私がすんなりと婚約できたのは、おそらく彼の人柄のおかげだと思う。

「最初に会ったとき、朝羽さんは私のガサガサに荒れまくった手を見て『綺麗だ』って言ってくれて。それだけで、この人にならついていきたいって思ったんです」

　お見合いのときの手のぬくもりを思い出して答えたものの、あまりにも理由が簡単かな、と恥ずかしくなる。

「行きすぎた直感ですね」

　自嘲気味の笑いを漏らしてスプーンを動かし始めると、真面目に聞いていた梢さんは、ふっと表情を緩め、「ううん」と首を横に振った。

「素敵よ、そういうの。なにがきっかけで決断するかは人それぞれだもの。それに、ふたりは盲目的な感じもしないし。なんか安心して見てられるっていうか、お似合いだなって思うわ」

　彼女の温かい言葉が素直に嬉しくて、私も顔をほころばせた。

　しかし、晴れてきていた心に、再び灰色の雲が広がり始める。私たちは、梢さんが思うような関係ではないから。

　恋愛しているわけじゃないから、盲目的でなくて当然なのだ。周りが見えなくなるほど恋にのめり込むのは、あまりいい状態ではないだろうけど、今は少し羨ましい。

　なんとも言えない歯痒さを感じながらも、優しい梢さんと一緒にいるのはとても心地よく、美味しい料理と共に仕事から離れた話をして、優雅なひとときを楽しんだ。




　その日の夜、夕飯を食べてお風呂に入ったあと、私はリビングのソファに座って、梢さんが教えてくれたよく使う英文をおさらいしていた。

　〝いらっしゃいませ〟や〝少々お待ちください〟という定番の文句にも、いろいろな言い方があるらしい。彼女が紙に書いてくれたそれを、ひたすら声に出して覚える。

「えっと、クッジュー、ウェイトフォー……」

「Could you wait for a moment, please?」

　お粗末なカタコト英語の私に手本を示すように、耳元で流暢な英語が囁かれた。

　驚いて振り向けば、思いのほか近くに朝羽さんの綺麗な横顔があって、ドキッとする。お風呂上がりの彼は、ソファの後ろから私が持つ紙を覗き込んでいた。

　彼のいい声で紡がれる英語は、妙に色っぽい。至って日常的なセリフを口にしているだけなのに。

　人知れず鼓動を速める私に、朝羽さんはタオルで髪を拭きながら、感心した様子で言う。

「さっそく英語の勉強か。偉いな」

「少しでも早く慣れたくて。外国の方にも、いつか自分の口でうちのお酒を紹介したいです」

　ゼロに等しい今の自分の英語力では、いつになったらそうなれるのか見当もつかないが、目標は大きく持っておこう。

　恥ずかしげもなく宣言すると、彼は私を優しげな眼差しで見つめて頷いた。

「最初は間違えても、つっかえてもいいから、気持ちを込めて大きな声ではっきり言えば、誠意は伝わる。俺も教えてやれるから、わからないところはなんでも聞いて」

「はい。頑張ります、先生」

　心強いアドバイスをしかと受け止めつつ、軽く笑ってみせた。

　すると、おもむろに動いた朝羽さんは、私の手前にあるガラステーブルのほうに回ってきて、コトリとなにかを置く。

　見覚えのある、緑色の小さな瓶。白銀のラベルには上品に〝花曇り〟と書かれている。これは、飛高酒蔵で造っているにごり酒だ。きめ細かな微発泡で、まろやかな口当たりの、私も大好きなお酒。

　私は目をしばたたかせて、朝羽さんに問いかける。

「えっ、これ、どうしたんですか？」

「……なんとなく、あなたにあげたくなって」

　テーブルの横に立つ彼はそう言い、ポリポリと頭を掻かいた。その様子はどこか決まりが悪そうに見える。

「昼間、少し言い方が冷たかったかなと。あなたに期待している分、厳しくなってしまって。気にしていないならいいんですが」

　目を逸らし、微妙に敬語を交えて口にされた言葉に、私はぽかんとした。

　もしかして朝羽さん、昼間のことで私を落ち込ませたと思って、元気づけるためにこれを買ってきてくれたの？　英会話の件ではもうたいしてヘコんではいないけれど、もしそうだとしたらやっぱり嬉しい。彼のその気遣いが。

　バツが悪そうにする彼は初めて見る。こういうときは無意識に敬語になるらしい。

　ちょっぴりおかしくて思わず緩んでしまう口元を隠しもせず、私はにごり酒の瓶を手に取った。頭の中には、祖母の日記の一文が蘇る。

【あなたと初めて仲違いをして気まずくなった日は、まるで花曇りの空のようでした】

　私たちはケンカをしたわけではない。でも、今日の一件で、朝羽さんのことをまだなにも知らないと実感して、私の心はまさに花曇り状態だった。

　目標の夫婦に近づくためにも、この霧を晴らしたい。

　キッチンのほうへと歩きだした彼に、私は「朝羽さん」と呼びかけた。振り向いた彼を見上げ、瓶を軽く持ち上げてみせる。

「一緒に飲みましょう。この〝花曇り〟」

　にこりと微笑み、続けて今思いついた提案をしてみる。

「これから、毎日じゃなくていいから、時間があるときにたまにふたりでお酒を飲んで、お互いのことを話しませんか？　その日あったこととか、昔の話とか、なんでもいいので」

　一緒にご飯を食べて、同じベッドで眠る。それでも充分な夫婦の時間になるけれど、私たちにはそれだけでは足りないのだ。

「私たち、まだ知り合って日が浅いから……もっとたくさん、朝羽さんと一緒の時間を過ごしたいんです」

　遠慮せず、素直な気持ちを伝えた。しかし、私をじっと見つめ続けていた朝羽さんは、なにも言わずにキッチンへ向けた足を踏み出してしまう。

　あれ、無反応？　忙しくて、なによりおしゃべりではない彼にとっては、面倒なことだったかな。……ちょっと切ない。

　しょんぼりしていると、こちらに戻ってきた朝羽さんが、テーブルにふたつのお猪ちょ口こともうひとつの瓶を置いた。

　曇りガラスのそれは、以前一緒に飲みたいと思った〝清明〟だ。

　その瞬間、私はぱっと表情を明るくする。

「俺も同じことを考えていて、それならこれも買うべきだろうと」

　彼も、もっと話をしようと思っていたらしいことと、一緒に晩酌をするという些細な約束を覚えてくれていたことに嬉しさが込み上げ、安堵すると共に笑いがこぼれた。

　想いがシンクロするって、こんなに嬉しいものなんだ。

「大事なことを疎かにしていたよ。なんのために一緒にいるんだろうな」

　朝羽さんはそう言い、私のそばに歩み寄る。隣に腰を下ろされ、私のわずかな緊張を表すようにソファがギシリと軋きしんだ。

　そうして、春の陽だまりみたいに柔らかな眼差しが私を捉える。

「俺も知りたい。初音のこと、もっと深くまで。教えて？」

　一気に縮まった距離と共に、声色も急に甘くなった感じがして、胸が高鳴った。

　少しずつお互いをさらけ出して、いつか心の距離もゼロにしたい。

　願望が大きくなりつつある中、ふたりで美味しいお酒を嗜み始める。

　この日は少し夜更かしをして、ゆっくりといろいろな話をした。

　心の霧が綺麗に消えていくのを感じながら。




　それから私たちは、時間があるときは日本酒をお供に、お互いの話をするようになった。

　学生時代は弓道部で、勉強が煮詰まると道場でストレスを発散していただとか、その頃からの友人がベアティチュードのバーで働いているとか。少しずつ、朝羽さんの情報が増えていく。

　三月も下旬になり、桜が咲き始めた頃には、彼に関することを書き記した頭の中のノートはだいぶ厚くなっていた。

　今夜は、今日私が接客したカップルについて話している。

「彼女さんが、お父様とあまり仲がよくなくて、これを機に仲直りしたいらしいんです。お父様がよく飲む銘柄を教えてもらって、気に入ってくれそうなものをオススメしたんですけど。喜んでもらえるといいな」

　ベアティチュードで式を挙げるカップルが、引き出物を選びに来ることも多い。今日のふたりも式を控えていて、打ち合わせのついでに寄ってくれたのだ。

　お父様へのお酒は、引き出物とは別に購入してくれた。これからは仲良くしたいという願いを込めて、お父様が好きな日本酒をプレゼントする彼女の気持ちがとても素敵だと思う。

　その大切なきっかけに、飛高酒蔵の一本を選んでくれたのは嬉しいこと。だから私もあれこれ悩んで真剣に選ばせてもらった。

　可愛らしい彼女の姿を思い出しながら、顔をほころばせて話していると、隣に座る朝羽さんが「そうか」と言って頷いた。

　以前と変わらず言葉少なに話す彼だけれど、ひとつだけ変化がある。じっと見つめていると、私の視線に気づいた彼がお猪口を片手にこちらを向く。

「どうした？」

「……朝羽さん、最近家でもよく笑ってくれるなと思って」

　そうなのだ。今も彼はとても柔和に微笑んで、私の話に耳を傾けていた。前はずっと無愛想だったのに。

　私のひとことでパチパチと瞬きをした朝羽さんは、意外そうな顔をしている。

「俺、今までそんなに笑ってなかった？」

「はい」

　正直に頷くと、彼は無言で、口元を片手で覆った。どうやらこれも無自覚だったらしい。

　おかしくてクスクスと笑う私を横目で見た彼は、クールな表情に戻って言う。

「笑うことが多くなったんだとしたら、それはきっと初音のせいだ」

「えっ」

　私のせい？　なにかしたっけ？

　思わぬ矛先が向けられ、私は目をしばたたかせた。その直後、穏やかな瞳をした朝羽さんから、こんなひとことが紡がれる。

「あなたの生き生きとしている顔を見ると、俺も嬉しくなるから」

　葉にひと粒の雫しずくが落ちたように、トクン、と優しく胸を打たれた。

　なにげない調子で口にされたけれど、彼の喜びの源が私から伝染していたものだったとは、結構すごいことだと思う。

　……私も、朝羽さんの笑顔を見られるだけで嬉しいんです。幸せなんです。こういうふうに感じるところから、お互いが大切な存在になっていくのかな。……そうなれたらいいな。

　目いっぱい膨らんだ桜の蕾が開くのを待ちわびるように心を弾ませながら、私は嬉き々きとして日本酒の瓶を手に取る。

「今日は飲みましょう！　明日、朝羽さんはお休みですし」

「あ、あぁ」

　急にテンションが高くなる私に少し動揺しつつ、朝羽さんはお猪口を差し出した。お酌をして、今度は彼の話の聞き役に回る。

　今日の晩酌はいつも以上に楽しく、お酒も進んで、朝羽さんの魅力的な声や仕草に酔いしれた私は、いつの間にか眠りに落ちていた。




　――その日、夢を見た。

　愛おしそうに微笑む朝羽さんが、そっと私の髪を撫で、頬に触れて、甘い声で囁くのだ。

『初音……好きだよ』と。

　とても、とても幸せな夢だった。
















初めて萌ゆる恋心













　新年度を迎え、ひとまずホテルの繁忙期を乗りきった。ベルソレイユも慌ただしさが薄れ、私も、より丁寧な接客をする余裕ができている。

　肝心な飛高酒蔵の商品の売れ行きはというと、私がここで売り込んでまだ一ヵ月しか経っていないにもかかわらず、以前より発注が増えたと父から連絡があった。

　少しでもいい傾向が見られると、ますますやる気がアップする。家族は皆、私のことを心配しているようだったので、元気にやっているから安心して、と伝えておいた。

　四月の二週目に入った今日も、お客様に飛高酒蔵のよさをたくさんアピールして仕事を終えた。

　午後四時半。私と同じく早番の大石さんと一緒に退勤し、ふたりでロビーから外に出るため一階に向かう。手すりに至るまで綺麗な階段を上がり、磨き上げられた一階のホールを歩いていたとき、エントランスに立つ朝羽さんの姿が見えた。

「あら、霞さん。誰かを待ってるのかしら」

　大石さんも彼に気づいたらしく、なにげなく言う。

　私もそちらに注目していると、ガラスのドアの向こうから、サングラスをかけたスレンダーな女性が現れた。その脇に、背の高い強こわ面もての男性を従えて。

　ミニワンピから美脚を覗かせ、エアリーボブの栗くり色いろの髪をなびかせる彼女は、片手でサングラスを外した。アジア系のハーフっぽいエキゾチックな美顔が露わになった瞬間、私は目を見開いて思わず大石さんの腕にくっつく。

「えっ！　あの人って、女優の一いち条じょう朱しゅ華かですよね!?　すごい！　芸能人、初めて生で見ました！」

「あ、あぁ、そうなの!?　それはラッキーねぇ！」

　興奮する私に、なぜか一瞬固まっていた大石さんは、はっとしていつもの明るい声を返した。

　少々不思議に思ったものの、生で見る芸能人に私の意識は引かれっぱなし。周りのお客様も少しざわついている。

　モデル出身、現在二十七歳の一条朱華は、クォーターならではの美貌と天てん真しん爛らん漫まんな性格が好評で、テレビに引っ張りだこの人気女優。お父様は大手不動産会社の社長らしく、お嬢様である彼女はセレブとしても有名だ。醸し出すオーラも、一般人とはまったく違う。

「さすが女優さん、遠目で見ても綺麗で……あ」

　感激しつつ独り言をこぼしていた私は、すぐにフリーズした。

　丁寧な一礼をした朝羽さんに、朱華さんがにっこりと笑いかけ、なにやら親しげに話しだしたから。あの感じは、どう見ても初対面ではなさそう。

　ふたりの様子を凝視する私に、大石さんがなぜか言葉を選んで説明する。

「えぇっと、一条朱華はいわゆるＶＩＰでね、いらしたときは必ず霞さんが対応するのよ」

「そうなんですね」

　このホテルを何回も利用しているなら、朝羽さんと顔馴染みなのも納得できる。けれど……。

　次の瞬間、あろうことか朱華さんは嬉しそうに朝羽さんの腕に飛びついたのだ。感激していたのが一変、私の眉間にぎゅっとシワが寄る。

　なんですか、あれは。スキンシップが過ぎるでしょうよ。

「……腕を組むのもＶＩＰ待遇ですか？」

「う～ん」

　表情を険しくしてボソッと呟くと、大石さんは腕を組み、渋い苦笑いを浮かべて唸うなった。

　すると、朝羽さんはロビーの奥にあるフロントへと朱華さんを促す。私はなんとなく観葉植物の陰に隠れ、その様子を窺う。

　歩きだしても、彼女の腕はずっと絡められている。朝羽さんは終始動じず、他のお客様に対するものと同じ微笑みを向けていた。

　そのときふと、以前大石さんが漏らした〝女優〟というワードが頭をよぎる。

　忙しさですっかり忘れていたけれど、もしかしてあのとき言っていたのは朱華さんのことだったりして……。大石さん、さっきからなんだか様子がおかしいし。

　彼らの姿が見えなくなり、私は暗い表情で問いかけてみる。

「前に、大石さんが言っていた朝羽さんの噂っていうのと、なにか関係があったりします？」

「えっ!?　そ、それは……」

　あからさまにギクリとした彼女は、目を泳がせて言葉を濁す。きっと梢さんに口止めされたからだろう。

　あの場面を見たあとでは気になって仕方ない。ここはすっきりさせなければ。

　私は大石さんの両腕を掴んで正面に向き合わせ、真剣に頼み込む。

「教えてください。知りたいんです。……大石さんも言いたいんじゃないですか？」

「っ……そうなのよ！　黙ってなくちゃいけないって思うと、言いたくなるのよ～」

　大石さんは深く頷きながら同意した。あっさり口を割ってくれそうな気配に、笑ってしまいそうになりつつ、どうぞどうぞと心の中で促す。

　彼女は「ただの噂だからね」と前置きしてから、声をひそめてようやく話し始める。

「前から、一条朱華と霞さんが付き合ってるって密かに囁かれてたの。あの通り、彼女が霞さんをすごく気に入ってるから、そのせいだと思うんだけど」

　内容は、それほど驚くものではなかった。あんなふうに人前で腕を組んでいたら、親しい仲なのだと噂されても不思議ではない。

　エントランスに向かってゆっくり歩きながら納得する私に歩調を合わせ、大石さんはこう続ける。

「霞さん、それ以来まったく浮いた話がなかったから、実は一条朱華の男癖の悪さのせいで女性不信になったんじゃないか、って言われてたくらいなのよ」

「女性不信に……？」

　そのフレーズが引っかかり、私は大石さんを見たあと、フロントのほうにちらりと視線を移す。そこにはもう朝羽さんたちの姿はない。

　朱華さんは、実はよく熱愛報道が出されたり、ゴシップ写真を撮られたりして週刊誌やワイドショーを賑わせている。彼女はどの男性との付き合いも否定しているものの、世間ではビッチなイメージを持つ人も少なくない。

　一方の朝羽さんは、お見合いのときに、『誰かに恋愛感情を抱いたことがない』と言っていた。浮いた話がないのもわかる。

　それは、経済力や容姿につられた女性に言い寄られたり、単に彼の気持ちが芽生えなかったりしたせいだと思っていた。でもそれが、もし真実ではなかったとしたら？　お見合いの場では気を使って言わなかっただけで、本当はもっと深い事情があったとしたら……。

　一時は恋人同士で、彼女のことを本気で好きだったのに裏切られて、女性を信じられなくなった。朝羽さんにはそんな過去があるのではないかと勝手に想像して、胸がわし掴みされたみたいに苦しくなる。

　ただの噂だと受け流していいものか、不安になり始める私に、大石さんがさっぱりとした調子で言う。

「でも、今こうして初音ちゃんが婚約してるんだから、もう全部関係ないことよね」

　嫌味のない笑顔でぽんと肩を叩く彼女に、私も笑みを返した。

　大石さんの言う通り、もしふたりの間になにかあったとしても、もう終わったことのはず。そもそも私の気にしすぎかもしれないし、深く考える必要はない。それなのに、胸の中にはモヤモヤしたものが渦巻いて仕方ない。

　なぜこんなに勝手な推測をして重い気分になっているんだろう、と自分に首を傾げたくなりながら、マンションに帰宅した。




　夕飯の準備を始めて少し経った頃、ダイニングテーブルに置いておいたスマホが鳴り始めた。

　ディスプレイに表示されるのは、すでに懐かしく感じる真琴の名前。嬉しさが込み上げ、素早く受話器のマークをタップして応答する。

「もしもし、真琴!?」

『初音、久しぶり。どうよ、元気でやってる？』

「元気だよ！　会いたいよ～」

　東京に出てきてから、結局まだ一度も帰れていないため、彼女の声を聞いただけで地元が恋しくなる。

　電話越しに泣きつく私に、真琴は『全然帰ってこないから、もう都会に染まっちゃったのかと思った』などと涼しげな声で言う。甘い文句は口にしなくても、ちゃんと私のことを気にかけてくれているのは伝わってくるから、やっぱり大好きだ。

　時刻は五時を過ぎたところで、居酒屋うらうらの開店にはまだ時間がある。

　ダイニングテーブルの椅子に座って、しばらくお互いの仕事や東京のこと、友達の近況なんかをほくほくした気分で話していると、真琴が〝本題だ〟という調子で問いかける。

『で、ホテル御曹司とは仲良くやってるの？』

　……当然、その質問はされるよね。

　仲は悪くないものの、自信を持って認めるのもためらわれる。さらに昼間の件を思い出して複雑な気分になり、「うん、まあまあ……」と曖昧に答えた。

　電話の向こうで、腰に片手を当てて若干呆れている真琴の姿が思い浮かぶ。

『その微妙な返事からすると、まだ手を繋いだくらいなんでしょ。早くチューのひとつやふたつしちゃいなよ』

『だぁぁ、やめろ！　初音のそーいうことは考えたくないんだよ、俺は！』

　突然、真琴の言葉にかぶせ気味で、聞き慣れた声が割り込んできた。

　これは紛れもなく、わが兄……。両耳を塞いで発狂しそうになっているであろう彼が、容易たやすく想像できる。

「し、しろちゃん、いたの？」

『そー。開店前からやってきて飲んでんの。あとで話させてあげるから静かにしててって言ったのに、耐えられなかったみたい』

　呆れた様子で真琴が言い、私も苦笑していると、彼女からスマホを奪い取ったらしい兄がせわしなく叫ぶ。

『初音！　あいつに嫌なことされたり、ストレス溜たまったりしてないか!?　なにかあったらすぐ帰ってこいよ！　ていうか、俺がそっちに乗り込んで――』

『うーるさい！　黙ってて』

　真琴の一喝する声と、ドタバタする音が聞こえてくる。騒がしいふたりだけど、これも仲がいいからこそだ。

　どうやら、真琴がスマホを奪い返し、店から繋がる自宅のほうへ移動したらしく、あたりが静かになる。兄はひとりで店に残り、ふて腐れて飲んでいるのかなと思うと笑いがこぼれた。

「ふたりは相変わらずだね。なんかもう家族みたい」

『私もそんな気がしてる』

　珍しく素直に同意する彼女に、〝ていうか、家族になっちゃいなよ〟と冷やかそうとしたとき、小さく息が吐き出される。

『シローさんのいいところも悪いところもほとんど知ってるけど、知りすぎてるのもどうなんだろうね』

　どこか憂いのある声で口にされたその言葉には、彼女の複雑な気持ちが滲んでいるような気がした。

　相手のことを知りすぎていると、恋愛感情が湧きにくかったりするのだろうか。好きになりたくても、あと一歩のところで踏み留まってしまうのかも。

　真琴は今、その状態なのかな。私からすると、全部をさらけ出せる相手ってすごく貴重だと思うけど、人それぞれだよね……。

　考えを巡らせて黙り込んでいると、真琴の声色がさっきまでの明るさに戻る。

『初音は、彼のことを知っていくのが楽しい時期だもんね。ちょっと羨ましい』

　今日の真琴は、なぜかとても素直だ。なにか心境の変化があったのだろうか。

　少々気になりつつも、こちらのことをよく理解している彼女に話を聞いてもらいたい気持ちのほうが強くて、「私はさ」と切り出す。

「朝羽さんのこと、全部知りたいなって思うのね。過去の恋愛とか気になるし。……でも、彼が誰かを本気で好きになったことがあるかもしれないって考えただけで、すっごいモヤモヤするし、そこは知らないほうがいいのかな」

　テーブルに肘をつき、悶もん々もんとした心の内を吐露すると、数秒の間を置いてこんな言葉が返ってきた。

『……なんだ。あんた、ちゃんと恋してるじゃない』

「へ？」

　どことなく安心した雰囲気の真琴の声で、私はぽかんとする。言われて初めて恋をしている可能性が頭に浮上してきて、ひとりで目を開いて驚きょう愕がくした。

　嘘。私、いつの間に朝羽さんのこと……!?

　口に片手を当てて言葉をなくす私に、『そこまで嫉妬してて自覚ないって、どんだけ鈍感なのよ』と真琴は呆れて笑った。

　そうか、このモヤモヤは嫉妬だったのか。朝羽さんの態度で一喜一憂するのも、恋をしているからなのかもしれない。桃色の夢まで見てしまったのも。

　初めてだ。初めて、家族以外の男の人を好きになった――。

　嬉しいような、くすぐったいような感覚と、胸の苦しさが入り交じってもどかしい。これが恋をするってことなんだ。

　自覚できてちょっぴり感動するも、ふと懸念すべきことがあると気づく。

「や、でも、ちょっと待って。朝羽さんを好きになりたいって強く思ってたから、洗脳されてるだけなのかも……」

　私たちは相思相愛になるんだ、と言い聞かせてイメージしてきたせいで、脳が騙だまされているだけなんじゃないか。

　心配になり、不安な声を漏らした。しかし、真琴はしっかりとした口調で言いきる。

『だとしても、好きになったことに変わりないんだから、その気持ちは本物だよ。生理的に受けつけない人だったら、どう頑張ったって好きにはならないでしょ』

　あぁ……確かに、まったく受けつけない人なら、そもそも無理やり好きになることはできないだろう。

　朝羽さんを魅力的だと思った時点で、彼に惹かれていたのは間違いない。それが恋愛感情に変わるのは自然なことで、気の迷いだとか、勘違いなどではないはず。

　不安が小さくなっていくのを感じていると、真琴はさらに勇気づけてくれる。

『信じていいと思うよ、自分の気持ち。で、初音がまずするべきなのは、それを伝えることじゃない？　過去の恋愛を掘り下げるのは、いつだってできるんだし』

　彼女の的確なアドバイスのおかげで、心の靄もやがすっきりと晴れていく。

　大事なのは過去じゃなく、今だ。目標としていた初恋ができたのだから、本人に伝えなくちゃ。

「……うん、そうだね。本当にありがとう、真琴。頑張ってみる」

　ハリのある声で宣言すれば、親友が優しく笑いながら頷くのがわかった。




　そうと決まれば、心の準備だ。告白ももちろん初めてなのだから、尋常じゃなく緊張しそう。いつ、どうやってすればいいだろう。そもそも、恋心を自覚したばかりでもう告白って、早すぎてちょっと気持ちが追いつかない。

　まぁ、そんなに焦らなくても、気持ちを落ち着けてからでいいか。朝羽さんとはずっと一緒にいるんだし。

　……と考えている今は、真琴と電話をした日からすでに三日が経っていた。あのときから、初めての恋心と告白について悩み続け、結局まだなにも進展していないというヘタレっぷりを発揮している。

　仕事をしているときはそちらに集中しているからいいものの、家に帰るとひたすら考えて、朝羽さんとしっかり目を合わせられないほどだ。毎晩眠るときも意識してしまって、この三日間はあまり寝つきがよくない。

　こんなんじゃいけないのに……と、今日もぼんやりしながらスープの味見をしていたときだった。

「ただいま」

「あっ!?　お、おかえりなさい！」

　ダイニングのドアが開くと同時に朝羽さんの声がして、私はようやく我に返った。

　いけない、もう帰ってくる時間？　ムニエルにしようとしている白身魚は、まだ下味をつけただけの状態だ。

　ソファにバッグを置き、スーツの上着を脱ぐ彼に近寄る私は、肩をすくめて謝る。

「すみません、ぼーっとしてたから、まだ夕飯ができてなくて。先にお風呂に入りますか？」

「いや、あとでいいよ。それより……」

　彼はネクタイを緩め、シャツのボタンもひとつ外した姿で私に向き直る。ちらりと見える首筋から色気が漂っていてドキッとするのは、今に限ったことではない。

「初音。最近、上の空になってるときが多いだろ。なにか悩み事でもあるのか？」

　整った眉をわずかにひそめて言われ、ギクリとする。

　女性のことには若干疎い朝羽さんも、私の様子がおかしいことに気づいていたらしい。でも、悩みの根源である彼に打ち明けられるわけがない。

　……いや、待って。むしろ今告白するべき？　〝あなたのことが好きになったからです〟って言ってしまえばいいんじゃないだろうか。

　今がベストなタイミングかもしれないと思うと、急激に心拍数が上昇し始める。

「えっと、その……」

　緊張して俯き気味になり、もごもごとしゃべってしまう。言葉が喉に張りついたみたいでうまく伝えられずにいた、そのとき。

　突然手を取られ、ぐいっと彼のほうに引っ張られる。前屈みになった身体は、彼の胸に引き寄せられて、ぽすんと収まった。

　ベッドに入ったときと同じ香りが鼻をかすめ、ひと際大きく心臓が跳ねる。左手で背中、右手で後頭部を支えられ、優しくふんわりと包み込まれて。圧迫されているわけではないのに、上手に息ができない。

「あっ、朝羽さ……!?」

　う、わ、抱きしめられてる！　どうして!?

　腕の中で硬直して、心臓だけをバクバクと激しく鳴らす私の耳に、低くて甘めの声が響く。

「こうやって夫婦らしいことをすれば、遠慮しないで話しやすくなるかなと」

　あ……もしかしたら、抱きしめることで、私たちは事実上であっても夫婦なのだと実感させてくれているのかも。だからなんでも打ち明けてほしいと、きっと彼は思っているのだろう。

「言いたくなければ無理に話さなくていいが……初音に元気がないと心配になる」

　吐息交じりの囁きと共に、抱きすくめる腕に少しだけ力が込められ、胸がきゅうっと締めつけられた。

　朝羽さんは私が思っている以上に、私のことを気にかけてくれているのかもしれない。たとえ彼にとってはただのイメトレだとしても、どうしようもなく嬉しくなる。

「……ありがとうございます。こうしてると、すごく元気が出ます」

　口元を緩ませる私は、夫婦なのだからと開き直って、彼の背中にそっと手を回してみた。それに応えるように、さらにしっかりと抱きしめられる。

　ワイシャツ越しに伝わる体温が愛おしい。誰かを好きになるって、こんなに幸せを感じるものなんだ――。

　しばしの抱擁のあと、ちょっと身体を離し、火照った顔で彼を見上げる。背伸びしたら唇が届きそうなくらい近くで私を見下ろす、静かな熱と色気を湛えた瞳と視線が絡み合う。

　……今なら伝えられそうな気がする。この溢あふれそうな想いを。

　今がそのときだと直感した私は、必死に緊張を抑え、彼を見つめたまま思いきって口を開く。

　そうして息を吸い込んだ瞬間、ダイニングテーブルの上のスマホが色気のない音で鳴り始めた。

　言葉が喉に詰まる。反射的にスマホのほうを振り向き、再び朝羽さんと目を見合わせると、彼はふっと微笑んだ。

「少しでも元気になったなら、よかった」

　そう言って彼は身体を離し、着替えるために部屋へ向かう。

　……あぁ～、やっと言えそうだったのに！　ここぞという瞬間を、完全に逃してしまった……。

　内心ものすごくガッカリして肩を落とし、仕方なくテーブルに近づく。スマホを手にすると、わが兄の名前が表示されている。

「しろちゃんの呪いか、これは……」

　苦笑しつつ、〝応答〟をタップしてスマホを耳に当てた。

『初音～！　今日はちゃんと家からかけてるぞ。この間は結局、真琴に代わってもらえなかったからな』

「あー、そう……」

　意気揚々としたテンションの兄についていけず、気力のない返事をした。

『なんか元気なくないか？』と怪訝そうにする彼を適当にごまかし、なんとか気持ちを切り替えて用件を聞く。すると、こんな内容が返ってきた。

『週末、東京で蔵元が集まるイベントみたいなものがあって、親父が出る予定が、都合悪くなっちまったらしくてさ。代わりに急きゅう遽きょ俺が行くことにしたから、ついでに初音にも会おうと思って』

「本当？　やったー、私もしろちゃんに会いたい！」

　大好きな兄に久しぶりに会えることになり、私の気分も一気に浮上してくる。

　喜びを露わにすると、『お前が可愛すぎてつらいぜ……』と若干震える声が聞こえ、シスコン全開の彼に失笑した。

　そうしているうちに、ひとついい案が浮かんだので提案してみる。

「じゃあ、ベアティチュードに泊まったらどう？　朝羽さんに言えば、お部屋を取っておいてもらえると思うから」

　せっかく東京に来るなら、ぜひあの一流ホテルに泊まっていってほしい。兄が朝羽さんと仲がよければ、このマンションに泊まってもらってもいいのだけど、今は絶対無理だろうし。

　電話の向こうの彼も、それには賛成らしい。

『あぁ、そうしようかな。あいつの働きっぷりを拝ませてもらおう』

　相変わらず敵視している言い方に、私は苦笑するしかない。

　でも、朝羽さんの働いている姿を見たら、さすがの兄も文句のつけようがないよ、きっと。

　得意げにちょっぴりほくそ笑みながら、週末のことと、少しだけお互いの近況を話して電話を終えた。

　スウェットに着替えてきた、緩い雰囲気もカッコいい朝羽さんに電話の件を伝えると、彼は快く承諾してくれる。

「わかった。キャンセルが出るかもしれないし、なるべくいい部屋を予約しておくよ」

「ありがとうございます」

　私は笑顔でお礼を言い、ようやくムニエルを焼き始めた。バターのいい香りを吸い込めば、さっきまでの緊張はどこへやら、ムニエルに合いそうな日本酒をつい頭の中で検索してしまう。

　空気の読めない兄だと恨みたくなったけれど、おかげで気持ちを切り替えられたし、朝羽さんと気まずくならずに済んだから、よしとしておこう。

　告白はまたタイミングを見てだなと、ひとまず諦めた私に、朝羽さんは冷蔵庫から缶ビールを取り出しながら言う。

「初音も、その日はゆっくり食事でもしておいで。本来なら俺も同席したほうがいいだろうが、志楼さんは嫌がりそうだしな」

「すみません、面倒で失礼な兄で……」

　私はどんよりとした苦笑を浮かべて脱力した。

　本当に、早く妹離れしてほしい。朝羽さんも決していい気分ではないだろうし。

　しかし、私のそばに歩み寄ってきた彼は、その大きな手をぽんと私の頭にのせて、こんなことを言ってくれる。

「近いうちに必ず認めてもらうから。初音の夫には、俺が一番ふさわしいって」

　頼もしい言葉をもらえて、喜びが胸にじんわりと広がった。頭を撫でられるのも初めてだし、キュンとする。

　いつにも増して優しい旦那様を見上げ、「よろしくお願いします」と微笑んだ。

　なんだか、触れてくれる手や私を見下ろす瞳から、愛情に近いものを感じる……ような気がしてしまう。きっと、この人に愛されたいという私の願望が交ざっているせいだ。

　でも、着々と相思相愛の夫婦には近づいているはず。

　私が恋に落ちたのは、紛れもない事実だから。
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　兄が来る予定の土曜日。早番にしてもらった私は、仕事を終えて軽くメイクを直すと、一階のロビーに向かった。

　いつもよりも多くの宿泊客が次々と手続きをする中、すでにチェックインして待っているであろう兄の姿を探す。会うのが久々でも、見慣れた顔の彼はすぐに見つけられた。

「しろちゃん！」

　ソファに座っている兄に歩調を速めて近寄っていくと、私に気づいた彼もぱっと顔を輝かせ、弾かれるように立ち上がった。

　両手を広げ、「初音～！」と大胆なハグをかましてこようとする兄の前で足を止めた私は、冷静にストップをかける。

「待った。ここ、高級ホテルだから」

「はっ、そうか」

　真顔になって自重する兄に吹き出しつつ、相変わらずな様子にホッとした。

　とはいえ、今日はなんだか雰囲気が違う。少しだけ髪が伸びて、ホテルに合わせた綺麗めな服装をしているからかな。

　いつもよりもあか抜けて見える彼は、変わらない愛嬌のある笑顔で、私の肩をぽんと叩く。

「元気そうで安心したよ」

「うん、しろちゃんもね。なんかカッコよくなったんじゃない？」

「マジか。お前はいつ見ても天使だよ」

　妹に甘すぎる兄に呆れて笑いながらも、お互いに再会を喜び合う。

　夕飯にはまだ早いため、ベルソレイユも含めてショップを見て回ることになった。

　地下へと向かい、初めての場所を興味深げに見回している兄に、なにげなく問いかける。

「朝羽さんには会った？」

「あぁ、ご丁寧に出入口で迎えてくれたよ。『ようこそおいでくださいました、お義に兄いさん』って。俺はあいつの兄さんになった覚えはないけどな！　つーか、俺のほうが年下だし！」

「そう呼ぶのが正解だってば……」

　フン、と鼻息を荒くして仏頂面をする彼に、私はツッコみながら脱力した。

　やっぱりまだ敵視しているらしい。朝羽さんは『必ず認めてもらう』と言ってくれたものの、どうしたらこの頑固な兄に心変わりしてもらえるんだろう……。

「初音を待ってる間、あいつの仕事ぶりを観察してたんだ」

　悩み始めたとき、落ち着きを取り戻した声が聞こえてきて、私は隣を歩く彼を見上げる。

「品行方正で、そつがなくて、英語もペラペラで。あの年齢で総支配人って、単なる親の七光りじゃねーかと思ってたけど、文句のつけどころがなかった。本当憎らしいやつだよ」

　仏頂面のまま、ぶっきらぼうに口にされた言葉の数々は、しっかり朝羽さんのことを褒めている。一瞬キョトンとした私は、すぐに嬉しくなって笑いをこぼした。

　……なんだ、よかった。少しは朝羽さんのことを認めているみたい。素直じゃないんだから。

　面倒な兄はやっぱり愛おしく、子供の頃のように飛びつきたい衝動に駆られた。それはさすがにみっともないから抑えて、ひとこと呟く。

「しろちゃん、大好き」

「あっ!?　おい、不意打ちでそういうこと言うなよ、萌もえ殺す気か」

　今の〝好き〟はもちろん家族としての意味で、それを兄もわかっているのに、ぽっと頬を染めてあたふたする様子がおかしかった。

　……朝羽さんにもこうやって自然に告白できたらいいのにな。でも、本気の想いだからこそ、簡単には口にできないのかもしれない。

　ふと思い浮かんだその考えは、ひとまず頭の隅に置いておき、幼少期に戻った感覚で兄に寄り添い、ショップの案内をするのだった。




　ひと通りウインドウショッピングをしたあと、ベルソレイユに寄って日本酒の販促の様子を見せ、梢さんたちに挨拶をした。愛想のいい兄は、皆に好印象を与えたことだろう。特に大石さんに気に入られたみたい。

　それから、朝羽さんが予約しておいてくれた二十四階のレストランで、リッチなディナーをいただいた。しかも料金は支払い済みだというのだから驚きだ。なにからなにまで本当に頭が下がる。

　このレストランは以前、朝羽さんがランチを食べに連れてきてくれた。夜はだいぶ雰囲気が違っていて、開放感がある窓から見える夜景がとても美しい。

　旬の食材を使った豪華なコース料理に舌鼓を打ちながら、今日の日本酒のイベントの話を聞いたり、家族のことやお互いの近況を報告し合って、満ち足りた時間を過ごした。

　デザートを食べ終えた今は、午後七時半を過ぎたところ。膝にかけていたナプキンを取ったとき、兄がこんな提案をする。

「そこにバーがあったよな。少し飲んでいかないか？　たまには、うらうらと全然違う店で」

「いいね、行きたい！」

　バーなんてオシャレなところに行ったことがない私は、ふたつ返事でＯＫした。

「酒の一杯や二杯は奢らせてくれ」と呟く彼は、どうやらディナーでカッコつけられなかったことを若干不満に思っているらしい。

　含み笑いする私は、久々に会った兄ともっと一緒にいられることも嬉しくて、ワクワクしながらレストランを出た。

　同じ階にある、モードな雰囲気の薄暗いバーはとっても敷居が高そうで、入るのをためらってしまう。しかし兄は私とは反対に、臆することなく足を踏み入れていく。

　すごい、意外と頼もしいじゃん！

　堂々としている彼を見直しつつ、案内係の男性についていき、カウンター席のハイチェアに腰かけた。

　見たこともないリキュールの瓶と、曇りのないグラスが並べられた棚をバックに、バーテンダーが目の前でシェイカーを振っている。

　自分がものすごく大人になった気分で、なんだか感動するな。しかもイケメンのバーテンダーだし、つい観察してしまう。

　緩くうねる少し長めのミディアムヘアと、整えられた口元の髭がよく似合う彼は、ワイルドさもありながら優しげな顔立ちをしている。まくったワイシャツの袖から伸びる筋肉質な腕が、男性らしくてセクシーだ。絶対モテるな、この人。

　そういえば、朝羽さんの友達がここで働いていると言っていたっけ。年齢も近そうだし、この彼だったりして……。

　他にもそれらしき人はいるだろうかと、周りのスタッフたちを目で追っていたものの、メニューを開く兄のなにげない言葉で意識が逸れる。

「日本酒で作るカクテルって、俺は〝サムライ〟くらいしか知らねーや。他にどんなのがあるんだろうな」

「意外といろいろあるみたいだよ。トマトジュースを混ぜた〝レッドサン〟とか、マティーニのドライベルモットを日本酒に変えた〝サケティーニ〟とか。私は〝撫なでし子こ〟っていうのを飲んでみたいな」

　知識だけはあるのに飲んだことがないカクテルの数々を思い浮かべながら、兄と一緒にメニューを覗き込んでいると、ナッツが盛られた小皿をコトリと置かれた。

「お詳しいですね」

　同時に投げかけられた男性の声で、私たちはぱっと顔を上げる。そこには爽やかな笑顔を向ける、先ほど観察していたイケメンバーテンダーがいた。

「すみません、お客様の知識につい感心してしまって。よろしければ〝撫子〟をお作りいたしましょうか？」

　彼の粋な計らいに、嬉しくなった私は表情を輝かせる。

「ぜひ！　お願いします」

「じゃあ、俺も日本酒でなにか作ってもらおうかな」

　兄の要望にも、イケメンバーテンダーは「かしこまりました」と快く応じてくれた。

　礼儀をわきまえていて、さらにとても話しやすそうな雰囲気の人だ。兄も同じものを感じ取ったのだろう。銀色のシェイカーにいくつかのリキュールを入れる彼に、フレンドリーに話しかける。

「俺たち、実家が酒蔵なんですよ。飛高酒蔵っていう。ぜひ名前だけでも覚えていただければと～」

「ここでも営業か」

　お笑い芸人みたいな調子で言う兄に軽くツッコむと、シェイカーを振ろうとした彼の動きがぴたりと止まった。なにか思い当たったらしく、「飛高酒蔵……」と呟いている。

　そして私をじっと見つめ、こんなひとことを口にする。

「失礼ですが、あなたのお名前は飛高初音さん、ですか？」

「えっ、なんで――」

　私の名前を知ってるの!?と一瞬驚愕したものの、即座にひとつの可能性が浮上して、目を見張る。

「もしかして、朝羽さんのご友人の大和やまとさん……!?」

　考えられるのは、朝羽さんが私について話していたということしかない。

　そう推測して、こちらも以前耳にしていた名前を聞いてみれば、目の前の彼はにこりと破顔して「えぇ、そうです」と頷いた。

　やっぱり、この人がそうだったんだ！　すごい、こんなふうにして会えるなんて！

　偶然の出会いに歓喜する私の隣で、ひとり状況を把握できていない兄は怪訝そうにしている。

　朝羽さんの高校時代からのお友達だと説明すると、大和さんは私の前に、濃いピンク色の〝撫子〟が注がれたショートカクテルグラスを差し出して微笑んだ。

「嬉しいです。ずっとあいつの奥さんに会ってみたいと思っていたので」

「奥さんじゃないっすよ。まだ籍は入れてませんから」

　この話になると、すぐにムスッとして口を尖とがらせる厄介な兄を、大和さんは穏やかに笑って宥める。

「お兄さん。ふたりは事実婚が成立しているので、奥さんと言っていいんですよ」

「なにぃ!?」

　驚愕の表情で声を上げた兄は、一気に意気消沈し、「そんな……」とうなだれる。

　そういえば、うるさくなることが目に見えていたから、兄には事実婚の件は話していなかったっけ。

　少々の後ろめたさを感じつつ、私は気の毒な彼の背中をぽんぽんと叩いて慰めた。

　そしてカクテルに口をつけ、まろやかかつ甘酸っぱくてとても美味しいそれを味わってから、本音を話す。

「でも、まだ夫婦とは言いがたいです。恋愛結婚ではないですからね」

　自分たちの微妙な関係を思うと、自嘲気味の笑いがこぼれた。大和さんは私たちの事情を知っていると朝羽さんから聞いていたので、つい口が軽くなる。

　私のひとことを聞いた大和さんは、ふたつ目のカクテルを作りながら意外そうに目を丸くする。

「もしかして朝羽、なにも言っていないんですか？　好きだとか、愛してるだとか」

「えっ!?　いえいえいえ、そんな言葉は全然！」

　ドキッとする発言で声が裏返り、次いでぶんぶんと首を横に振った。

　そういえば、自分が気持ちを伝えることばかり気にしていて、朝羽さんが私のことをどう思っているのかはあまり考えていなかったな。あの無愛想な彼から、私だけに向けた甘いセリフが飛び出したら……と想像しただけで悶え死ぬ。

　火照る頬に両手を当てて縮こまっていると、前方から呆れたようなため息が聞こえてくる。

「なにやってんだ、あいつ……。やっぱケツ叩いてやらねーとダメか」

　シェイカーを構える大和さんが独り言を漏らし、私は首を傾げて見上げる。彼はニコッと笑い、「あ、いえ」とごまかすだけ。

　大和さんの考えはよくわからないけれど、きっと朝羽さんとは仲がいいんだろうなと、なんとなく感じた。見た目や性格はタイプが全然違うのに。

　ふたりはどんな話をするんだろう。学生時代の朝羽さんって、どんな男子だったのかな。

　好奇心がむくむくと湧いてきて、いつか聞いてみたいなと思っていると、大和さんは兄に綺麗な水色のカクテルを差し出しながら言う。

「以前、朝羽に『結婚相手、どんな子？』って聞いたら、さらっと言っていましたよ。『見た目も中身も可愛い子だよ』って」

「えっ……」

　意外な事実を聞き、キョトンとした私の顔に、再びじわじわと熱が集まってくる。

　嘘……朝羽さんがそう言ったの？　ただのお世辞だろうか。いや、気心の知れた大和さん相手だから本音？

　もし本当に心からそう思ってくれているのだとしたら……ヤバい、めちゃくちゃ嬉しい。

　どうしようもなく緩んでしまう口元を両手で隠していると、隣の兄がぐいっとカクテルをひと口飲み、ぶつぶつとぼやく。

「初音が可愛いって、当たり前じゃないですか。だから渡したくないんだよ……」

「妹さんが大好きなんですね」

　どこか含みのある笑みを浮かべる大和さんの言葉に対し、兄はキリッとした表情になって頷く。

「えぇ。俺ははっきり言いますよ、愛してるって」

「キモいよ」

　たまらずツッコんでしまった。彼は少しの怒りと悲しみが交ざった、おかしな顔をこちらに向ける。

「兄ちゃんに向かって、なんてことを……。ったく、今夜は帰さないからな」

「キモいってば」

　顔をしかめてもう一度拒絶すると、大和さんが面白そうに笑った。

　少女漫画のヒーローみたいなセリフをこの兄に口にされても、ときめくわけがない。まぁ、冗談のやり取りだから、ちょっと楽しくもあるけれど。

　美味しくてオシャレなカクテルをお供に、私たちはしばらくこんな調子で笑い合っていた。




　一時間ほど大人なひとときを過ごしてバーを出たあとは、兄が泊まる部屋まで送ることにした。

　スタンダードルームよりひとつランクが高く、さらに運よく二十階で眺めがいい部屋を取れたと朝羽さんから聞いていたので、ついでに中に入らせてもらう。

　すると、夜景はもちろん、高級感がありながらもくつろげる空間が広がり、思わず感嘆の声が漏れた。大きなベッドとソファが備えつけられ、バスルームも広々としている。

　とても居心地がよさそうな部屋をひと通り観察して、ベッドに腰を下ろした兄のそばに歩み寄る。ほろ酔いでいい気分だ。

「あー、楽しかったぁ。お酒も美味しかったし、久々にしろちゃんともいっぱい話せたし」

「だな。つーか、あいつと一緒に帰ったほうがいいんじゃないの？」

「大丈夫だよ。マンション近いから」

　気遣ってくれる彼に、軽い調子で返した。

　まだ九時過ぎだし、ひとりで歩いたって危なくはない。朝羽さんはもう帰っているだろうし。

　そろそろ私も帰らなきゃな、と名な残ごり惜しい気持ちになっていると、「……俺さ」と兄が口を開いた。両手を後ろについてくつろぐ彼は、いつの間にか真面目な表情になっていた。

「初音が出てってから、本当に心配してたんだよ。いきなり好きでもないやつのとこに嫁いで、友達も知り合いもいない土地でうまくやっていけんのかなって。俺だけじゃない。親父も母さんも真琴も皆、心配してた」

　真剣に語られる話に、私は立ったまま耳を傾ける。

　……そうだよね。私が東京に来るとき、皆は明るく送り出してくれたけど、本当はすごく不安だっただろう。もしかしたら私以上に。

　少しセンチメンタルな気分になって、瞼を伏せた私に、優しい兄の声が投げかけられる。

「でも今日、朝羽さんの話をしてるお前を見て、ちょっと安心したよ。あいつのことが好きだってのがよくわかったから」

　数秒の間を置いて、私は目を見開いた。

　だって、〝あいつのことが好き〟……って！

「バ、バレてたの!?　嘘だ、しろちゃんに感づかれるなんて……」

「どうだ。俺も女心がわかってるだろ。これで真琴を黙らせてやれるな」

　真っ赤になりつつ頭を抱える私に、兄はしたり顔で腕を組む。兄妹揃って鈍感だと思っていたのに、驚きだ。

　得意げにしていた彼は、しばらくしてまた真剣な表情になり、私を見上げてしっかりと視線を合わせる。

「俺たちは、本当の兄妹じゃなくてもちゃんと家族になれたんだ。だから、あの人ともきっとそうなれる。ていうか、絶対なれよ」

「しろちゃん……」

　反対ばかりしていた兄が、私たちを応援してくれている。きっと、朝羽さんのことも、私の気持ちも認めてくれたから。

　嬉しさと小さな感動が湧いて、ふいに涙が込み上げる。この人の妹になれてよかった。そう強く思った。

　潤む瞳で目の前の彼を見つめ、微笑み合ったそのとき、コンコンとドアをノックする音が響いた。

「なんだ？　なにも頼んでないぞ」

　兄が不思議そうに呟き、もう一度顔を見合わせてお互いに首を傾げる。

　とりあえず出てみることにしたらしい彼は、ドアのほうへ向かい、返事をしながらドアを開ける。

　ベッドの脇に立ってその様子を窺っていた私は、ドアの向こうに現れたスーツ姿の人物を見て瞠どう目もくした。

「このような時間に突然押しかけてしまい、大変申し訳ありません。初音は――」

「朝羽さん!?」

　美しい所作で一礼する彼の言葉にかぶせて、私は思わず名前を叫んでしまった。

　なんで朝羽さんがここに？

　いったいどうしたのかと、私も早足でドアに近づく。こちらに気づいた彼は、同時に部屋の中へ入ってきて距離を縮め、私の手を引いた。

　瞬またたく間に抱き寄せられ、驚きで息が止まりそうになる。

「ひゃ……っ！　ど、どうしたんですか!?」

「迎えに来ました。なかなか帰ってこないので、心配になって」

　わずかに焦燥を滲ませる声が耳元で聞こえ、それで来たのかと納得した。

　でも、たいして遅い時間ではないのに、抱きしめるほど心配する？　この部屋に来たということは、私がまだ兄といるとわかっていたのだろうし、それなら気を揉もむ必要もないのに。

　困惑するわドキドキするわで、彼の腕の中で固まっていたとき、はっと思い出した。隣には兄がいることに。

　目だけ動かして見やれば、抱き合う私たちを、彼は魂が抜けたかのごとく呆ぼう然ぜんと瞳に映している。

　これはまずい……。応援してくれるようになったとはいえ、さすがにこんなシーンを目まの当たりにしたら、不機嫌メーターが振りきれちゃうかもしれない！

　どぎまぎしていると、兄はなにかに気づいたらしい様子で、ゆっくりと口を開く。

「もしかして、俺が初音になにかすると思いました？　本当の兄妹じゃないから」

　え、それって……朝羽さんは、兄が私に手を出そうとしていると勘ぐったかもしれない、ってこと？　違うでしょ、絶対！

　くっついていた身体を離して反論しようとすると、朝羽さんは私の肩をぐっと抱き寄せ、兄に向き直る。そしてしっかりと兄を見据え、「えぇ」と頷いた。

　そうなの!?とギョッとして朝羽さんを見上げれば、彼は冷静な顔で淡々と遠慮なく言う。

「初音に対する志楼さんの溺愛ぶりは、普通の妹に対するそれではないんじゃないか、と疑ってしまいました。少々引くレベルでしたし」

「正直だな、おい」

　ぽかんとしていた兄も、朝羽さんの最後のひとことにはツッコまずにいられなかったようだ。

　朝羽さんって、決してわかりやすくはないものの、素直に思ったことを言う人なのよね。でも、まさかそんなふうに疑っていたとは。

　意外すぎてなんの言葉も出てこない私の隣で、彼はクールな表情の中にかすかな情熱を湛えて続ける。

「きっと、あなたは純粋に妹として初音を可愛がっているんですよね。手放したくないのもわかりますが、私にとっても彼女は大切な人です。これからは、彼女のそばにいるのは私でありたい」

　ちらりとこちらに向けられた視線と、力強くも甘い言葉で、ドキン！と心臓が大きく跳ねた。

　そのセリフ……夫婦という形式上での意味で言っているの？　それとも、心から私を想って――？

　ざわめく胸の中で問いかけていると、朝羽さんは「申し訳ありませんが、今日はこれで失礼いたします」と丁寧に一礼する。

　肩を抱いた手に力が込められ、ドアに向かって誘導されそうになった瞬間、黙っていた兄が、ふっと苦笑した。

「……まさか、俺が嫉妬されるとはね」

　次いで聞こえてきたそのひとことに、私も朝羽さんもピクリと反応して動きを止め、腕を組む兄を見やる。

「俺も疑ってたんですよ。朝羽さんは俺以上に初音のことを愛してくれるのか、って。でも今、こうやって初音を迎えに来たあなたを見たら、信じてもいいかなって思いました」

　彼は怒るわけでもなく、穏やかな調子で、朝羽さんと同様に心の内を吐露した。そして姿勢を正し、まっすぐ朝羽さんを見つめる。

「こいつの兄として、ひとつだけ頼みます。初音のこと、幸せにしてやってください」

　頭を下げる兄の姿には、ぐっと胸に込み上げてくるものがあって、またうっすらと涙が滲んでしまった。

　瞳を潤ませる私から、朝羽さんは一旦手を離す。しっかり兄と向き合うと、「必ず。約束します」と宣言してくれた。

『近いうちに必ず認めてもらうから』という彼の言葉は、嘘ではなかった。

　願わくば、結婚する義務感から出た口約束ではなく、そこに彼の愛情がありますように。

　切実な望みを抱きながら、私たちは部屋をあとにした。

　またしばしのお別れとなる兄とは、短い挨拶を交わしただけだったけれど、心残りはない。彼も笑顔で私たちを見送ってくれたから。

　今、気になって仕方ないのは、朝羽さんの気持ちだ。兄はさっき、『俺が嫉妬されるとはね』と言っていたが、本当にその通りだとしたら……と考えて浮き足立ってしまう。

　この際はっきりさせて、自分の気持ちも伝えたい。そう決意し、私の手を引いてエレベーターに向かって歩く朝羽さんを見上げる。

「あの、朝羽さん」と呼びかけた次の瞬間、横目でこちらを見下ろす彼と視線がぶつかった。

　その瞳に、なぜかひやりとした冷気が漂っているのを感じて思わず黙り込むと、彼の口からどこか棘のある声が投げられる。

「バーに行ったらしいですね。大和から連絡がありました。ふたりがイチャイチャしている、と」

「へっ!?」

　予想外の言葉で、私はすっとんきょうな声を上げた。

　大和さん、いつの間に告げ口を……というか、なんで変な誤解をさせるようなことを言ったんですか!?

　それで心配してここに駆けつけたのかと納得するも、まず否定しなければ。完全に不機嫌だとわかる朝羽さんは初めて見るし。どうやら虫の居所が悪いときも敬語になるらしい。私は動揺しまくりながら、ぶんぶんと首を横に振る。

「イチャイチャなんかしてません！」

「〝愛してる〟だとか、〝今夜は帰さない〟とか言っていたと聞きましたが」

「あんなの冗談に決まってるじゃないですか！　しろちゃんに言われても嬉しくないですよ。朝羽さんならまだしも」

　少々声を荒らげて反論し、エレベーターの前で立ち止まった。しかし、それから朝羽さんはなにも言ってこない。ちらりと目線を上げれば、彼はいくらか不機嫌さが消えた顔で、じっと私を見据えている。

　……ん？　私、なにか変なこと言った？

　不思議に思い、自分の発言を頭の中でリプレイしてみる。そうして間もなく、はっとした。

　〝朝羽さんならまだしも〟って、兄じゃなく朝羽さんに言われたい願望が丸出しじゃない！

　気づいてすぐ、じわじわと顔に熱が集まってくる。

「あ、えっと……」

　恥ずかしさで俯いたとき、上品な音と共にエレベーターが到着し、扉が開いた。おもむろに動き始める朝羽さんに続き、誰もいないそこにとりあえず乗り込む。

　静かに下降し始める箱の中、妙な沈黙に包まれる。

　ちょっと……気まずい空気にしてどうする、私！

　ひとり後悔していると、黙っていた朝羽さんがこんなことを口にする。

「〝今夜は帰さない〟ってセリフ、俺は使えないな。同じ家だから」

「そ、そうですね」

　普段の口調に戻って冷静にツッコまれ、私は肩透かしを食らった。

　このそっけなさ……もしや、彼はまだ私の気持ちに気づいていないのだろうか。それなら、仕切り直してちゃんと告白できるかもしれない。

　……と、思案したのはつかの間だった。

「だから、俺はこうする」

　そんなひとことが聞こえた直後、急にこちらに伸びてきた手が髪に差し込まれ、彼のほうを向かされる。

　魅惑的な顔が間近に迫ってきて驚いた瞬間、さらなる衝撃で目を見開いた。

　……唇が、熱い。私たちの距離がゼロになっている。

　伏せられた瞳を、こんなに間近で見たことはない。彼の肌のにおいや息遣いをこんなに強く感じたことも、唇の柔らかさも――。

　すべてが初めてで、これがキスなのだとすぐには理解できなかった。

　な、なんで、キスを……!?　これは夢？

　ぴたりと密着したそれは、おそらく数秒で離れていく。ゆっくりと開いた綺麗な双眼に捉えられ、止まっていたも同然の心臓が激しく動き始める。

　呆然とする私の頭を自分の胸に引き寄せた朝羽さんは、耳元で甘く囁いた。

「今夜は朝まで離さない」

　ドキン！とさらに鼓動が大きくなり、全身が発熱する。

　そ、そうか……これは〝今夜は帰さない〟のひとことに対抗したものなのね。でも、湧いてくる嬉しさや緊張感が、兄のときとは比べ物にならない。

　まさか朝羽さんが私にキスをして、独占するような言葉を囁くなんて。兄とふたりで飲んでいたこともよく思っていないようだし、もしかして……。

　自意識過剰かもしれないが期待してしまい、彼のシャツをきゅっと握ったそのとき、エレベーターが静かに停まる感覚がした。

　朝羽さんも身体を離し、ほどなくして扉が開いて、お客様が乗り込んでくる。その間も密かにお互いの指は絡み合ったままだった。

　彼の真意が気になりすぎるのに、どう切り出したらいいかわからない。いまだにキスの感覚も残っていて、心拍数は上がりっぱなし。

　そのままホテルを出て、悶々としながらしばらく手を繋いで歩いていると、朝羽さんがゆっくり口を開く。

「……志楼さんの言う通り、嫉妬したんだ」

　ドキリとするひとことが聞こえてきて彼を見上げれば、どこか憂いを帯びた表情がそこにあった。

「初音は俺のものになるっていうのに、いつまでも執着してて、まるで恋人みたいなやり取りをしていることが、たとえ兄だとしても嫌だった。大和から電話をもらって、いても立ってもいられなかったよ」

　それを聞いて、ふと思い出す。

　大和さん、『ケツ叩いてやらねーとダメか』とか言っていたっけ。ひょっとすると、朝羽さんを煽あおろうとして、私と兄のことをわざと怪しげに伝えたのかな？

　合点がいくと同時に、嫉妬したのだという彼の本心を打ち明けられて、ますます期待が高まる。

「いつの間にか、初音がそばにいるだけで幸せだって思うようになってた。笑ってる顔を見るだけで嬉しかったり、少し会えないだけで寂しくて、心配になったり……こんなに感情を揺さぶられたことはない」

　飾らない言葉の数々にも、目を逸らしてわずかに照れているらしき彼の表情にも、胸が高鳴って仕方ない。

　無愛想で、何事にも動じない朝羽さんが、私のことで一喜一憂しているの？　そう考えるだけで、きゅうんとする……！

　歩いている感覚もないくらいドキドキしていると、彼は足を止め、私に向き合う。そして、熱を帯びた眼差しで私を射抜く。

「俺は、あなたが好きだ」

　――迷いなく告白され、私の中でなにかが一気に溢れる感覚がした。

　それは喜びか、幸せか、ひとことでは言い表せない。ただただ胸がいっぱいで、私の口からは震える声がこぼれる。

「……し、信じられません」

「え」

「朝羽さんも、私と同じ気持ちになってくれたなんて、本当に夢みたいで……」

　一瞬真顔で固まった朝羽さんは、無意識に口元に手を当てる私の呟きで、安堵したようにふっと表情をほころばせた。

　少ないものの、ちょっとは人通りがある歩道の真ん中で、朝羽さんは人目をはばからずに私の身体を抱き寄せる。

「信じて。これから、人生を懸けてあなたを愛すから」

　とびきり甘く真剣な声で囁かれ、感激する私は、腰が砕けそうになりながらコクコクと頷いた。

　これは夢や妄想ではないことを確かめたくて、しっかりと彼の背中に腕を回して抱きしめ合う。

　朝羽さんが、こんなに情熱を秘めた人だったとは。

　想いが通じ合うことが、どれだけ素敵で奇跡のようなことなのかも、彼と出会わなければ知らなかった。

　これからたくさんの〝初めて〟をふたりで共有していきたい。

　そしてこれが、私たちの最初で最後の恋になることを、切に願った。
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　想いを確かめ合ったあとは、昨日まで平気でしていたことにも、まるで一緒に暮らし始めた頃みたいに緊張してしまう。

　同じ部屋に帰ることも、交互にお風呂に入ることも、ふたりでひとつのベッドで眠ることも。習慣化した最近ではだいぶ慣れてきていたのに、今日は心臓が破裂しそうなほどドキドキしている。

　寝る準備を整えてそろそろと寝室に入った今、すでにベッドに座っている彼と顔を合わせただけで、さらに鼓動が速まっていた。

「おいで、初音」

　朝羽さんは私が入るスペースの布団をめくり、いつかと同じ言い方で私をいざなう。

　その声に、これまでにない愛おしさが込められているのを感じるから、緊張の中にも確かな安心感があって、ドキドキが心地いい。

　ゆっくり近づいてベッドに腰かけた瞬間、腕を引かれてバランスを崩した私は、「わっ」と色気のない声を漏らして彼にもたれかかった。

「……捕まえた」

　抱きしめられ、耳に吹き込まれるいたずらっぽい囁きまでもが耽たん美びに感じる。

　とろけそうになる身体を優しくベッドに寝かされると、朝羽さんも一緒に潜り込んだ。逞しい腕で、しっかりと私を抱擁したまま。

　両想いになった途端、こんなに甘くなるとは……。本当に朝羽さん？と疑うくらいの変貌ぶりですよ。

　今こうしていることが、やっぱりまだ信じられない。つい昨日までは、同じベッドで寝ていても、私たちの間には見えない境界線があったのだから。

　温かな腕の中で頬を火照らせて、じっとしていると、ふと先ほどの朝羽さんの言葉を思い出し、向かい合う彼を見上げて問う。

「本当に、朝まで離さないつもりですか？」

「俺は有言実行する男だよ」

　当然、というような調子で答えた彼は、ふっと得意げな笑みをこぼした。

　……あぁ、悔しいほどカッコいい。この人には敵かなわないな。

　あっさりと負けを認めた気分で、幸せを噛かみしめて縮こまった。朝羽さんは私の髪に愛おしそうに指を通す。

「寝るのがもったいないと思うのは初めてだ」

　実感がこもったその言葉はとても嬉しくて、はにかみつつ「私も」と呟いた。

　そして、まだきちんと伝えていなかったことがあったと気づく。

「……私、朝羽さんと暮らし始めてから、毎日が新鮮なんです。働いてる姿とか笑顔を見て胸がきゅーってなるのも、失敗して嫌われたくないって思ったのも、朝羽さんが初めてで」

　恋が始まるきっかけがなんだったのかを自分自身で再確認しながら、彼と視線を絡ませ、淀よどみのない声で告げる。

「冷静なところも、朝が弱いところも、たまに照れて敬語になるところも、全部好きです」

　ずっと心の奥に留めてしまっていた想いを、今はすんなりと告白することができた。

　その直後、じわじわと恥ずかしさが湧いてくる。真剣な表情になる朝羽さんから目を逸らすと、彼の口からぽつりぽつりと言葉がこぼれる。

「……見合いをしたとき、実は迷いがあったんだ。誰かを本当に愛したことがないこの俺が、なにも知らない相手を一生守っていけるのか、自信がなくて」

　意外な事実が語られ、私は再び目線を上げた。止まっていた彼の手が、愛でるように私の頭を撫で始める。

「でも、初音と話したほんの数十分で、その迷いは消えてた」

「どうして？」

「仕事や結婚に対して自分の考えをしっかり持っていて、俺とは違って迷いがない初音を〝なんて素敵な子だろう〟って思った。この子となら、愛が見つけられるかもしれないって。たぶん、あのときから惹かれていたんだと思う」

　もったいない言葉の数々は照れくさくて、私は彼の胸にしおしおと顔をうずめる。

「恐れ多すぎるんですが……」

「俺はただ本心を言ってるだけだよ」

　またしても、当たり前だというような口調で返された。

　思えば初対面のときからそうだった。この人はいつも、正直な気持ちをぶつけてくれる。

　なぜ朝羽さんが私と結婚する気になったのか、恋をする努力をしようとしてくれたのか。その理由も全部、今の言葉に集約されている気がした。

　お互いにひと目惚ぼれだったのかもしれないな、と思うと、幸せで覆われた心がちょっぴりむず痒くなる。

「総支配人をやってるときは気を使うし、笑顔でいなきゃいけない。でも、初音の前では自然体でいられる。家に帰ってきて初音の顔を見ると、ものすごくホッとするんだ。いつの間にか必要不可欠な存在になってた」

　そう言われて嬉しくなると同時に、彼が私にだけあまり笑わなかったのは、やはり素をさらけ出してくれていたからなのだと確信した。

　朝羽さんの心の癒いやしだったり、支えになれているのなら、こんなに喜ばしいことはない。

　なんだか胸がいっぱいになり、じわりと潤む瞳で端正な顔を見つめていると、ふいに彼が私の肩を優しく押す。驚く間もなく仰向けにされ、上に彼が覆い被さった。

「今はもう、あなたのなにもかもが愛おしい」

　かすかな情欲を滲ませた色っぽい表情で放たれたひとことで、ドキン！と心臓が大きく跳ねた。

　前髪が垂れた美しい顔を、組み敷かれた状態で眺めるのは、ものすごく扇情的な気分になる。

　その顔がゆっくり近づき、そっとキスを落とした。

　一度離れた唇は、もっと、もっとと欲しがって何度も合わさり、濃密な口づけに変わっていく。甘美で幸福すぎるそれは、降り続く五月雨さみだれのごとく繰り返される。

　鼓動の激しさはいつしか抑えられ、身体が溶かされていくのが心地いいとすら感じていた。

　いつまでも離れないように、夜もすがら指を絡め合う。

　私たちは夫婦でありながら、恋人としての一歩をようやく踏み出した。




　＊　＊　＊




　〝やわ肌のあつき血ち汐しおに触れも見で……〟という有名な一首がありますが、まさに今、私も同じ気持ちでおります。

　あなたは、私の肌に触れたいとは思わないのでしょうか。

　もしも私を求めてくれるのならば、情欲を隠した着物など、すぐに脱ぎ滑すのに。
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　祖母の赤裸々でもどかしい気持ちが、今はよく理解できる。おそらく、私も同じ状況にいるから。

　〝恋をする〟という目標は、無事達成することができた。相思相愛になってからは、こんな幸せがあったのかと感激するほど満たされた日々を過ごしている。

　次なる目標は、そう、子供を作ること。

　そもそも私は、自分と濃い血の繋がりを持つ家族が欲しくて結婚を決意した。愛のある夫婦の営みのための基盤が整った今、いつ子作りに臨んでも問題ない。

　……それなのに。

　毎晩抱きしめ合い、キスはしている。ところが、朝羽さんはそれ以上のことには及んでこない。すでに二週間ほどこの状態だ。

　毎日同じベッドで眠っていて、さらには両想いになったのに、二週間もキス止まりなのはなぜなのだろう。世の男性はこれが普通なのか、単純に気になる。決して自分が欲求不満だとかいうわけではない……はずだ。




　午前七時。カーテンの隙間から朝日が差し込む部屋に入り、いつもと同じく何事もなかった昨晩を思い返しながら、ベッドに腰かけた。

　身体をひねってすやすやと眠る旦那様を見下ろし、小さくため息をつく。

「朝羽さんって、修行僧じゃないよね……」

　ボソッと冗談をこぼし、柔らかな髪をそっと撫でてみる。

　すると、ピクリと動いた瞼がうっすら開き、虚うつろな視線を私と合わせた彼は、むくりと上体を起こした。

「ん……おはようございます」

「すごい。今日は目覚めがいいですね」

　いつもなら何度か揺すったり布団を剥がしたりしないとダメなのに、すんなり起きたことに驚く。

　目を丸くする私を、髪が無造作に乱れている朝羽さんが、ぼーっと見つめる。そして手をこちらに伸ばして私の頬に触れると、眩しそうに目を細めた。

「天使がいる……。まだ夢の中でしょうか」

　キザなのにボケているセリフが飛び出し、私は照れながら吹き出した。

　普通に寝ぼけていたわ。天使って、兄以外の人に言われるとは思わなかったよ。

「って、寝ないでください！」

　クスクス笑っていたら、彼はかくりと頭を垂れて再び寝息をたてていたため、慌てて肩を揺すった。起き抜けの朝羽さんは無防備かつ子供みたいで、やっぱり可愛い。

　母性本能をくすぐられまくっていると、彼がゆっくり顔を上げる。今度こそ起きるかな？と思った直後、大きな手が伸びてきて、後頭部を押さえられる。

　そして、あっという間に唇を奪われた。

　予想外の出来事に目をぱちくりさせる私の頭を支えたままの彼は、とろけそうな瞳をこちらに向け、いたずらっぽくわずかに口角を上げる。

「すみません、寝ぼけてしまって」

　……絶対に嘘だ。今のは無自覚じゃなく確信犯だ。

　たった今覚醒したのか、そもそも寝たフリだったのか定かじゃないけれど。こんないたずらも仕掛けてくるなんて、どれだけ私を胸キュンさせたら気が済むんですか、あなたは。

　私はほのかに頬を染め、呆れた笑いをこぼして彼に抱きついた。

　まだ一線を越えることができなくても、彼が私を愛でていることはちゃんと感じているから、焦る必要はないのだ。




　朝から幸せな気分でベルソレイユに向かい、仕事を始めて朝のピークを過ぎた頃、梢さんと話す大石さんの声がピンポイントで耳に飛び込んでくる。

「一ヵ月営みがないだけで〝レス〟って言われちゃうのねぇ。ただでさえ日本人は淡泊なのに」

　この内容は、もしや……と気になった私は、発注業務をしているふたりに近づき、さりげなく加わってみる。

「なんの話ですか？」

「深夜にやってる、一条朱華が出てるドラマよ。セックスレス夫婦の話なんだって」

　梢さんが教えてくれて、やっぱりセックスレスの話かと納得しつつも、朱華さんがドラマに出ていたことは知らなかったため、「へぇ～」と頷いた。

　そういえば、朱華さんのことがすっかり頭から抜けてしまっていた。でも両想いになれたことだし、特に問題もないし、あえて掘り下げる必要はないよね。

　頭の片隅で考えていると、ドラマにハマっているらしい大石さんが不満そうに言う。

「ドラマの中で一条朱華は政略結婚したんだけどね。その旦那が『君に魅力を感じない』とか言うのよ!?　あれだけ綺麗で若い奥さんなのに、夜の営みが皆無ってどういうことよ。ドラマだとしても納得いかないわ」

「大石さんでも年に一回はあるっていうのにね」

「梢ちゃん？」

　さらっと爆弾を落としていく梢さんと、目を据わらせてツッコむ大石さんは相変わらずで、私は声を出して笑った。

　それにしてもそのドラマ、自分にも微妙に当てはまっているよね……今度見てみようかな。

　密かに考えていると、棚に並べられた商品の在庫を確認している大石さんは、反撃とばかりに梢さんに矛先を向ける。

「そう言う梢ちゃんはどうなのよ」

「うちだって、たいしてないですよ。旦那も忙しいし」

　発注用のタブレットを指でタップする梢さんが淡々と答え、私は目を丸くする。今語られたことは、私の知らない内容だったから。

「旦那？　結婚してたんですか？」

「ふふ、実はね。結婚してるどころか子供もいるわよ。中学生と小学生のふたり」

「えっ!?」

　したり顔をする梢さんから、思いもしなかった事実が次々と明かされ、すっとんきょうな声を上げてしまった。

　梢さん、そんなに大きな子供がいるの!?　二十代後半くらいだと信じて疑わなかったのに……！

「梢さんって何歳なんですか？」

「今年で三十八」

「えぇ～っ!!」

　さらなる衝撃を受けた私は、手で口を覆って、なんとか叫び声を最小に抑えた。

　シワやシミがひとつもない顔をくしゃっとさせて、おかしそうに笑う梢さん……まさか美魔女だったとは。

　でも、そうか。大石さんと同じ兼業主婦だから、彼女をあんな調子で弄れるんだな、と驚くと共に納得する。

「梢ちゃん、ほとんど家族の話しないんだもの。初音ちゃんが気づかなくても無理ないわね。年齢不詳の魔女よ、本当」

　呆れにも似た笑いをこぼす大石さんの今の言葉は、おそらく褒め言葉なのだろう。

　含み笑いをしてタブレットを操作し続ける梢さんは、プライベートな話をしない理由を打ち明ける。

「独身時代に戻った気分を味わいたくて、仕事中はあえてリアルなことは話さないの。今の初音ちゃんみたいに、バラしたときの相手の反応を見るのも楽しいし」

「そ、そうだったんですか……」

「これから夫婦生活でなにか悩んだら、私たちに任せなさい」

　タブレットからこちらに視線を向け、頼もしい言葉をくれる梢さんのおかげで心強くなった私は、「お願いします」と言ってはにかんだ。

　話が一段落ついて、品出しをするためスタッフルームに向かおうとしたとき、商品を整理しながら大石さんがなにげなく言う。

「初音ちゃんたちは、きっと不仲だとかレスだとかいう悩みとは無縁でしょ。相手はあの霞さんだもの、いつまでも仲良くできるわよ。おめでたもそう遠くないだろうし」

　彼女はニンマリして、「若いっていいわね～」と独り言をこぼす。私は少々胸がチクリとした。

　今の調子だと、おめでたはいつになることやらって感じなんですよ、大石さん……。それ以前に、まだ一度もそういう経験をしていないのでね……。

　最近の小さな悩みを思い出し、複雑な気分になっていると、梢さんが冷ややかにツッコむ。

「大石さん、セクハラー」

「え、嘘っ!?　そんなつもりじゃないのよ、ごめんね！」

　慌てて私に謝る大石さんに、「いえいえ、大丈夫ですよ！」と笑って、首と手を左右に振った。

　まさにこのことを相談したくなるも、ふたりに話すとなると、私たちの詳しい事情を一から説明しなければいけない。

　もっと赤裸々に相談できる相手となれば、やっぱり……。




『それで私に電話してきたの？』

「はい、すみません」

　翌日、早番を終えてマンションに帰宅した私は、うらうらが開店する前に真琴に電話をかけた。

　両想いになれたことは報告してあり、キスから先へ進まないのだと告白すると、少々低めのトーンの声が返ってきて、私はなんとなく謝った。

　うーんと唸る真琴は、どうやら困っている様子。

『初音の相談にはもちろん乗ってあげたいけどさ、餌を目の前にして食べないオスの理由まではわかんないよ。私、女だから』

「……だよね」

　言われてみればごもっともだ、と私は苦笑する。適当に返すのではなく、わからないことはわからないと言うのは真琴なりの優しさだ。

　それでもいろいろと考えてくれる彼女は、こんな打開策を提案する。

『シローさんに聞けばわかるんじゃない？』

「さすがに無理」

『だよね』

　即効で拒否すると、おかしそうな笑い声が聞こえた。

　もう、こっちは真剣に悩んでいるっていうのに……と脱力していると、真琴は思い出したように言う。

『そういえばシローさん、この間、お酒飲みながらちょっとだけ泣いてたよ。東京から帰ってきたあと』

「えっ!?」

　あの兄が泣いた？　そんなところ、子供のとき以来一度も見たことがない。

　驚く私に、真琴は真剣な声で語る。

『本格的に初音が離れちゃって、やっぱり寂しかったみたい。それでも、ちゃんとあんたの旦那に頭下げたんでしょ？　シローさんにしたら相当頑張ったんだと思うよ』

「そっか……」

　ホテルで別れたときは平然と笑っていたけど、あれは強がりだったんだな。

　男泣きしながら、ひとり手酌でしんみりと飲む兄の姿を想像して、ちょっぴり切なくなった。

　そして、兄を思いやる真琴の気持ちも、しみじみとした声から伝わってくる。

『シローさんが泣いたところなんて初めて見たから、私も調子狂っちゃったわ。まだこの人の知らないところがあったんだなーって思ったら……なんか……』

「〝なんか〟？」

　次第に口ごもる彼女に首を傾げ、その先を促す。しかし、なぜか黙りこくってしまった。

　これはもしかして、兄の意外な一面を見たことで、ついに真琴の乙女スイッチが入ったのでは……。

「キュンとしちゃった？」

『はっ!?　……んなわけないじゃん』

　誘導してみると、頭から抜けるような声を上げた彼女は、次にそっけなく吐き捨てた。この感じからして、動揺しているのは明らかだ。

　きっと真っ赤になっているであろうことが容易に想像できて、私はスマホを握りしめて悶える。

「真琴が照れてる……。可愛い。可愛すぎる」

『う、うるさい！　とにかく、あんたは酒の力でも借りて、誘惑するなり押し倒すなりしちゃいな。以上！』

「ちょ、真琴――」

　怒ったような口調でまくし立てた彼女は、こちらの返事も聞かずに通話を終了させた。それでも、あの真琴のハートがついに兄に向いたかと思うと嬉しくて、私はスマホを握ったままニヤついていた。

　浮かれていたものの、しばらくして自分の問題と、最後にくれた真琴の投げやりなアドバイスを思い出す。

　確かに、お酒に頼るのもありかもしれない。酔った勢いで、ちょっと旦那様にくっついてみたら、そこからいい雰囲気になれるかも……。

　こんなことを考えているのは少々恥ずかしいけれど、とりあえず今夜は飲むことに決めた。




　そうして、帰宅した朝羽さんと夕飯を食べ、お風呂も済ませたあと、いつものようにソファに並んで座り、日本酒で乾杯した。

　おそらく一合は飲んだところで、すでにふわっふわしている私に朝羽さんが言う。

「初音にしては結構飲んでるが、大丈夫か？」

「ぜーんぜん大丈夫ですよ！　いい日本酒は悪酔いしませんから～あっははは」

「どこが面白かった」

　謎のタイミングで笑う私は完全に酔っている。ボソッと呟かれた朝羽さんのツッコミですら、妙にツボにハマる。

　こんなにテンションが高いのは、たぶん真琴のことがあったからだろう。ふたりの進展を願っていたから、真琴にその兆しが見えただけですごく嬉しい。

　ほくほくした気分で隣を見れば、大好きな人がいて、恋をするっていいなと改めて思う。

　とろんとした瞳で見つめていると、視線が絡まり、片手が伸びてきて肩を引き寄せられる。涼しげな顔で甘く触れられるのがたまらない。

　誘導に任せて彼に寄りかかり、私はふにゃりと表情を緩めた。

「朝羽さん……」

　愛おしさから自然と甘えた声で名前を呼び、彼の肩に頭をすり寄せた。これだけでは誘惑とは言えないだろうけど、幸せだからいいか。

　酔うとさらにマイペースになる自分に呆れながらもくっついていると、しばらくして頭の上からこんな言葉が降ってくる。

「初音は、すぐにでも子供が欲しいんだったな」

　突然核心を突かれ、ドキリとして、閉じていた目をぱっと開く。

　これは、いい流れになるのでは……!?と予感したのはつかの間だった。

「悪いが、その目標は先延ばしにしてもいいか？」

　……私の期待は、呆気なく打ち砕かれた。

　先延ばしにするということは、今は私と子作りをする気がないということ。はっきり宣言されてしまったのだ。

　その瞬間、昼間大石さんが話していた、政略結婚をしたセックスレス夫婦のドラマの内容が脳裏によぎる。

『君に魅力を感じない』

　ドラマの中で旦那さんはそう言っていたんだっけ。まさか、朝羽さんも私に対してそう感じているんじゃ……。キスはできても、それ以上のことをしたくなるほどの気持ちは湧かないのかもしれない。

　スッと身体を離した私は、不思議そうにする彼に、俯き気味でたどたどしく言う。

「やっぱり私、女としての魅力に欠けるんですかね……？」

「え」

　若干戸惑いを露わにした声が短く聞こえた。

　私はショックを隠せず、酔っているせいもあってか、本音がぽろぽろとこぼれる。

「子供は欲しいです。朝羽さんを好きになってから、私たちの家族を作りたいっていう気持ちは余計強くなりました。でもそれ以前に、ただ、ただ……愛されたくて」

　本音と共に涙が込み上げ、声が震えた。同時に、やっぱり私は、朝羽さんともっと深い関係になることを強く望んでいるのだと自覚する。

　好きな人に愛されたい想いを持つのは自然なことだ、と肯定する気持ちと、自分の欲求不満をさらけ出してしまった羞恥心とが入り交じる。引かれてしまうかもしれないのに、止められない。

「朝羽さんはそういう気分にならないのに、私だけこんなことを考えてるとか、本当恥ずかし――」

　悔しさも相まって、手の甲で顔半分を隠した瞬間、彼の力強い腕が私を包み込んだ。

　身体に馴染むそのぬくもりと、安心感をくれる香りで、強張りつつあった心が少しだけ落ち着く。

　朝羽さんは私をいつもより強く抱きしめ、優しい声を紡ぐ。

「ごめん、言葉足らずで。それは勘違いだよ」

「勘違い……？」

「俺が言ったのは、もうしばらくふたりの時間を楽しみたいから、避妊するけどいいか？って意味だ。行為自体をしたくないわけじゃない」

　私はぽかんとして、彼の発言を噛み砕く。

　えっ。てことは……単なる私の早とちり!?

　はっとした瞬間、なにやら動き始める朝羽さんと一緒に、その場に立ち上がらせられた。そして背中と膝の裏に手を回され、ひょいっと抱きかかえられる。

　突然のお姫様抱っこに、「きゃ！」と小さく悲鳴を上げ、驚き戸惑う間にも寝室へと連れられていく。

　あっという間にベッドに寝かされる私に、熱っぽい表情の朝羽さんが覆い被さった。

「〝そういう気分にならない〟わけがないだろう。可愛い妻を抱きたいと思わない男がいるか」

　猛たけ々だけしさを露わにし始める彼に目を見張り、心臓が大きな音をたてて揺れ動く。

　う、嘘。私、めちゃくちゃ恥ずかしい人じゃないですか……。

　涙は瞬く間に引っ込み、顔も身体も沸騰しそうなほど熱い。ただ、ひとつだけ疑問が浮かぶ。

「じゃあ、なんでなにもしなかったんですか？　『求めたくなったら、遠慮はしません』って言ってたのに」

　初めてデートをしたときの、朝羽さんの発言を持ち出してみると、彼は表情を変えずにこう答える。

「遠慮はしていない。毎晩していたキスも前戯みたいなものだ」

「前、戯……」

　というのは、いわゆる行為の前にするあれやこれや、だよね？　まさか、それが二週間も続けられていたとは！

　拍子抜けしたような気分で、私は苦笑を漏らした。

「ずいぶん長かったですね」

「あなたは初めてでしょう。事を急せくよりも先に、じっくりと馴らすことが必要かと。でも……」

　そこまでで言葉を切った朝羽さんは、スッと私の手を取り、指先に舌を這はわす。

　ざらりとしたそれで舐なめられる初めての感覚に、指先から全身にゾクゾクとした快感が走り、思わず上ずった声を漏らした。

　彼は赤い舌を覗かせ、こちらに流し目を向けて、官能的な笑みを浮かべる。

「もう充分だな。これだけで感じてくれてるんだから」

　クラクラするほどの色気と、煽られる羞恥心で、冗談じゃなく気絶しそう。

　すでに余裕をなくしている私の舐められた手はそのまま引っ張られ、首に抱きつけとばかりに誘導される。それと同時に彼は顔を近づけ、私たちは隙間なく抱きしめ合ってキスをした。

　舌が絡み合い、淫みだらな音が響く。いつもより艶めかしく、情熱的に。

　緊張と快楽とで頭がぼんやりしてきたとき、ルームウェアのさらに下、キャミソールの中にするりと手が滑り込んできて、ビクッと身体が震える。

　それが胸の膨らみに到達し、もったいぶってブラの隙間から甘い刺激を与えられれば、私の理性が崩されるのは、いとも容易いことだった。

「んっ、はぁ……朝、羽さん……っ」

　ずっと待ち望んでいたことなのに、未知の世界を体験するのは少し不安でもあって、彼の腕にしがみつき、名前を呼ぶ。

　彼はその不安を悟ったのか、私を安心させるように指と指をしっかりと絡め、優しいキスと愛あい撫ぶを繰り返した。そして、肌を隠す余計な布を一枚ずつ取りはらっていく。

「……綺麗だ」

　愛おしそうな瞳で見下ろす彼が呟き、私の心臓が壊れそうなくらい激しく脈打つ。

　朝羽さんが、私のすべてを見ている。

　潤んだ瞳も、紅潮する顔も、荒い呼吸で上下する胸も――。熱い視線を注がれて、どろどろに溶けそうだ。

　指や唇でたっぷりと愛でられ、どうにも声を抑えられなくなってきた頃、朝羽さんも自身の服を脱ぎ捨てていた。

　汗ばむ頬についた私の髪をそっと掻き上げた彼は、余裕がなさそうな表情で力強く告げる。

「初音の全部、俺のものにするよ」

　普段のクールさが影をひそめ、情熱をたぎらせる彼の姿に、胸の高鳴りがやむことはない。

『いい？』と聞かないところが珍しく強引というか、男らしくもあって、とにかく彼に独占されることを嬉しく思う。

　お互いが、お互いの一部になればいい。そんなふうに望んで、私がこくりと頷いたのを合図に、ふたつの身体が繋がる。

「愛してる」と囁き合い、体温を同じにする。言葉以外にも、身体全体で確かめ合える愛情表現があるのだと初めて知った。

　晩春の夜空には、美しく霞んだ月が浮かんでいる。

　その朧おぼろ月づきのように、私たちは幸せという薄衣を纏って、夫婦の契りを交わした。
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　契りを結んだ日から、私たちの関係は一気に蜜月と化した。毎晩とはいかなくとも、時間と体力さえあれば、お互いを求め合う甘い夜を過ごしている。

　普段はクールで寡黙な彼が、私を組み敷いているときだけは色欲を隠すことなく、まるで獣のごとく攻め立てるのだ。このギャップが私をたまらなくドキドキさせる。

　今夜も愛情をたっぷり注がれたあと、ベッドでふたり寄り添って、甘く気だるい余韻に浸っていた。

　腕枕をしてくれている朝羽さんが、ふいに口を開く。

「近いうちに、初音に会わせたい人がいるんだ」

「誰？」

「俺の祖父。婚約を報告したときから会いたがっていてね」

　そういえば、朝羽さんのお祖じ父い様にはまだお目にかかれていないのだった。お祖ば母あ様はだいぶ前に亡くなったそうで、お祖父様も今はあまり身体の具合がよろしくないのだと聞いている。

「入院してると言ってたお祖父さん？」

「あぁ。最近は調子がいいらしい。と言っても、緩和ケア病棟で終末期医療を受けているから、そう長くはないが」

　彼の淡々とした口調には、かすかなやりきれなさが滲んでいて、私も切なくなった。

　しかし、死と向かい合っているとはいえ、最期まで自分らしく生きるために緩和ケアをしているのだから、今悲観するのは失礼かもしれない。

　伏し目がちになって考えていると、朝羽さんの手が私の髪を滑る。

「大切な人に、大切な人を会わせるって素敵なことだけど、なんだかむず痒いな」

　ぽつりとこぼされた言葉は、人肌のような温度を持っているようで、私はとてもほっこりしながら微笑んだ。

「私もぜひお会いしたいです。少しはお祖父さんの気力に繋がるといいな」

　朝羽さんと、彼の大切な人の力になりたい。

　私の力なんて微々たるものだとしても、そんなたいそうなことを願う。この気持ちを積み重ねれば、家族になれる気がする。

「……初音は、俺にいろんなものを与えてくれてるよ。愛おしい気持ちとか、癒しとか、新しい夢までもらった」

　嬉しい言葉の最後が気になり、素肌の胸にくっつけていた頬を離して、彼の顔を見やる。

「夢って？」

「もう少し形になってからのお楽しみ」

　含みのある笑みを口元に浮かべた彼は、キョトンとする私の頭に手を伸ばし、自身の唇へと引き寄せた。

　〝夫婦間の秘密はないほうがいい〟と梢さんたちが言っていたことを思い出す。でも、明かされるのがワクワクする秘密なら、持っていてもいいよね。

　優しい口づけによってもたらされる甘い至福の中で、私はぼんやりと考えながら、まどろんでいた。




　間もなくやってきたゴールデンウイーク。ホテルにとっては当然ながら繁忙期だ。

　私たちは休みを合わせられず、お祖父様に会いに行くこともできずに、渋滞情報やらテーマパークの特集やらを尻目に、せわしなく働いていた。

　そうしている中、『できれば休日を取ってほしい』と、霞浦代表、つまり朝羽さんのお父様に頼まれた日がある。

　なんでも、お義と父う様の親しい友人を集めたホームパーティーを毎年行っているため、今年は朝羽さんとふたりで参加してほしいとのこと。ホームパーティーならカジュアルな雰囲気だし、お義か母あ様も『気軽に来てね』と声をかけてくれたので、正直ホッとしている。

　しかし、来月は霞浦グループの取引先を集めた会が開かれる予定で、そこで私たちの婚約を正式に発表することになっているため、気楽な状態ではいられない。

　実業家や経営者などハイクラスの方々が一堂に会するくらいの大規模なパーティーにも、いつかは朝羽さんの妻として出席しなければならないときが訪れるかもしれない。そのためにも、今日のホームパーティーで少し免疫をつけておこう……。

　緊張しながら、朝羽さんが新調してくれたネイビーのパーティードレスに着替える。ドレスコードはないにしても、カジュアルすぎる服装ではさすがに行けない。

　レースでシースルーになっている五分丈の袖と、ティアードフリルのスカートがエレガントなドレス。それを纏い、肩につくくらいの髪の毛も緩めのお団子にして身支度を済ませると、朝羽さんの愛車に乗り込んだ。

　黒光りするボディには、高級車メーカーのエンブレムが輝く。初めてこの車に乗せてもらったとき、運転する彼の姿に胸をときめかせずにはいられなかった。

　素敵なのは、凛々しい横顔と、ハンドルを操る男らしい手や仕草だけじゃない。七分丈の薄手のジャケットに黒のパンツを合わせたスマートカジュアルな服装も、言わずもがなだ。

　私のパートナーにはもったいないくらいの彼に、今日もあっさり見とれてしまいそうになっていると、ボソッとこんなひとことが呟かれる。

「……早く帰りたい」

「えっ。まだ行ってもないですよ」

「初音が可愛すぎるから、そのドレスを乱したくて」

　無表情を崩さずに、いかがわしい願望を口にするものだから、私は照れながらも吹き出してしまった。

　以前はなにを考えているのかわからないことが多々あったけれど、朝羽さんも至って普通の男性なのだと、最近はよく実感する。それだけ私たちの心が近づいた証拠なのかもしれない。

　ひとときだけ緊張を緩めて、朝羽さんの実家に向かうまでの一時間ほどのドライブを楽しんだ。




　静かで緑が多い場所で暮らしたいというご両親の意向で郊外に建てられた霞浦家は、高級旅館を彷彿とさせる豪邸で、さすがは大手リゾート開発企業のトップの住まいだ、とため息が出る。

　広々とした庭を抜け、黒の御影石が敷きつめられた品格があるエントランスに入ると、久々に会うご両親が出迎えてくれた。

　お義父様は代表としての風格を絶やさず、かつ、ちゃんと父親のぬくもりも感じる休日モードで私たちに声をかける。

「朝羽、おかえり。初音さんもよく来てくれたね」

「お招きいただいてありがとうございます」

「ふたりが来るの、とっても楽しみにしてたのよ。さあ、上がって」

　私が丁寧に一礼すると、嬉しそうな笑顔のお義母様が中へと促した。

　ふたりとも、きちんと籍を入れる前から、『家族だと思ってくれていいし、遠慮もしないで』と言ってくれている。それでもやっぱりまだ他人行儀になってしまうし、失礼がないようにしなきゃ、と緊張するのは致し方ないことだろう。

　今日はさらに、知らない方々と顔を合わせるのだ、余計に硬くなる。いくらカジュアルなパーティーだといっても、参加する方は皆、霞浦グループとなんらかの関わりがある。粗相があってはいけない。

　そういうぎこちなさは表に出さないよう努めて廊下を進んでいると、隣を歩く朝羽さんが、ふいに耳元に顔を寄せてくる。

「大丈夫。いつもの初音のままで」

　私の心情を読み取ったらしい、彼の囁き。そのたったひとことで、心がふわっと軽くなる。

　朝羽さんって、ちょっぴり疎かったり言葉足らずだったりするけど、最終的には欲しい言葉を必ずくれるんだよなぁ……。

　ぼんやりと思いながら、すでに前を向いている彼を見上げ、私は自然な笑顔になって「はい」と返事をした。

　三十帖じょうはあると思われる広さの、モダンなリビングダイニングへ向かうと、早くもひと組の夫婦が待っていた。

　お義父様と同じくらいか少し上の年齢であろう、長身で若干強面の男性と、ハーフだろうか、彫りが深くてとびきり美しい奥様。なんとなく、奥様が誰かに似ている気がする。

　誰だろうかと頭の中で検索しつつ、朝羽さんと一緒にそちらに近づいていくと、男性の顔に笑みが生まれ、強面の印象がわずかに崩れた。

「朝羽くん、久しぶりだね」

「ご無沙汰しております、社長。お変わりはありませんか？」

　ご両親の前でも朝羽さんの無愛想は健在だったのに、いつの間にか総支配人モードになっている。柔らかな笑みを湛えて挨拶を済ませ、私たちの間に入ってお互いを紹介してくれる。

「こちらは、霞浦グループの創立時からお世話になっている、ストレイト不動産の一条社長とハナ夫人です。彼女は私の婚約者の、飛高初音さんです」

　不動産会社の社長ということと、名字が一条だと知り、はっとする。ついでに、ハナ夫人が誰と似ているのかも、ぴんときた。

　まさか、このご夫婦の娘さんは……と信じられない気持ちで予想しつつ、とりあえずきちんと挨拶をする。

「はじめまして。飛高と申します」

「ほう、君が朝羽くんの……」

　一条社長は切れ長の瞳をわずかに丸くし、私のつま先から頭のてっぺんまで、まじまじと見つめる。その視線が、どこか品定めするように感じるのは気のせいだろうか。

「とても可愛らしい婚約者さんね。朱華よりお若いのかしら」

　一瞬感じた引っかかりは、愛想のいいハナ夫人のひとことのおかげで、頭の隅に即座に追いやられた。

　私は目を丸くして、自分の年齢を伝えるよりも先に確認してしまう。

「やっぱり、おふたりは一条朱華さんの……!?」

「あぁ、まだ話していませんでしたね。お察しの通り、女優の一条朱華さんは、おふたりの一番上の娘さんです」

　朝羽さんが説明してくれて、私は思わぬ収穫に興奮しながら頷いていた。

　まさか、こんな繋がりがあったとは！　とっても重要な情報を伝え忘れないでくださいよ、朝羽さん！

　仕事では抜かりないのに……と、少々脱力する。

　威圧感を醸し出しつつも微笑む一条社長は、私たちからお義父様にゆっくり目線を移しながら言う。

「朱華にも声はかけたんだが、撮影が入っているからと断られましてね。なかなか会わせられなくて悪いな、霞」

「人気女優ですから仕方ありませんよ。今期のドラマも評判じゃないですか」

　和やかに話すふたりの様子を見ていると、やはり付き合いが長いことが窺える。そして、どうやら一条社長のほうが年上のようだ。

　朱華さんが朝羽さんにとても親しげにしていたのは、親同士が交遊していたせいで、以前からお互いに面識があるからなのだろう。ちらりと朝羽さんに目をやっても、なんら変わった様子はないし、噂で流れていたような関係ではなさそう。

　確信が持てたわけではないものの、とりあえずふたりが知り合いである理由がわかっただけで、私は少し安堵していた。




　しばらくして、三組のご夫婦やご家族が揃い、それぞれに挨拶をした。

　霞浦グループの取引先であったり、お義父様の古くからの友人であったりと、関係はさまざまであっても、皆さん揃ってハイステータス。彼らの職業や肩書きを聞くたびに私は恐縮してばかりだ。

　それでも品よく落ち着いて振る舞うことができたのは、私を不安にさせまいと朝羽さんが完璧にエスコートしてくれたからに他ならない。

　そうしている間に、リビングの大きな開口部から繋がる広々としたテラスに、パーティーの料理が運ばれていく。これらは霞浦家御ご用よう達たしのシェフが作ってくれているらしい。

　運ぶことくらいは私も手伝ったほうがいいかなと思ったのだけれど、「今日はお客様なんだからいいのよ」とお義母様に制されたので、おとなしくしておくことにした。

　テラスには屋根がついており、雨の日も楽しめる造りになっている。桧ひのきのテーブルに料理が揃うと、各々の飲み物が入ったグラスを掲げて乾杯をして、和やかな会が始まった。

　豪華な料理をいただきながら、男性方はビジネスの小難しそうな話も交えて談笑していて、女性陣は主婦らしい会話に花を咲かせている。案外皆さん家庭的らしく、セレブなお話だったら絶対ついていけないよ……と心配していた私は内心ホッとした。ときには富裕層らしいエピソードも飛び出したが、とても興味深くて、純粋に楽しみながら聞いていた。

　お腹が満たされるとリビングでくつろぎ始める人もいて、思い思いにのんびりとしたひとときを楽しむ。

　テラスに面した芝生が綺麗な庭では、招かれたご家族の子供たちが遊んでいる。サッカーボールでリフティングしている小学生の男の子に、朝羽さんが「上手になったな」と声をかけていて、私はその様子を微笑ましく眺めていた。

「あさくんもやってよ」

「サッカーは専門外」

「えー」

　子供には塩対応の彼に、思わず笑いがこぼれた。でも、子供嫌いな印象も受けない。

　常にポーカーフェイスで小さな子を構ったり、構われたりする姿を見るのは初めてで面白いし、新しい一面を見られて嬉しい。

　いつかこんな生活が実現するのかな、と幸せな妄想をしながらしばらく眺めたあと、子供と戯たわむれる朝羽さんに近づいて、ひと声かける。

「ちょっとお手洗いに行ってきます」

「あぁ。場所はわかる？」

「うん。大丈夫」

　ここには何度かお邪魔しているから、トイレの場所は覚えている。リビングを抜け、広い廊下を通って奥のスペースへと向かった。

　しかし、タイミング悪くトイレは使用中。戻って待とうとすると、ウロウロする私に気づいたお義母様が「二階にもあるから使って」と教えてくれた。

　待てないこともなかったけれど、まだ見せてもらっていない二階がどんな造りになっているか興味もあり、お言葉に甘えることにした。

　二階には寝室や書斎、シアタールームなどもあると聞いている。さすがは豪邸だと、さらっとあたりを見回して感激しながら、ひとまずトイレに入った。

　軽くメイクも直したあと、戻ろうと廊下を歩いていたとき、ふとどこからか人の声がした。一階で談笑している人たちではなく、もっと近くから聞こえる。

　歩くスピードを落として耳をすます。どうやら、障子やガラスがない洋風の格子引き戸で仕切られている一室の中から声が漏れてきているようだ。

「事実婚状態とはいえ、まだ大々的に婚約発表はしていないんだな、朝羽くんたちは。なら、まだ間に合うか」

　意味深な言葉がしっかりと耳に届き、私は思わず足を止めた。

　この声、一条社長？　私たちのことを話しているの？

　格子の間からそっと中を覗いてみると、書斎らしきそこにお義父様もいるのがわかる。いつの間にかふたりは皆の輪から抜け出していたらしい。

　ひと呼吸置いて、意味を呑み込めないといった様子のお義父様の声が響く。

「間に合う、と言いますと？」

「その婚約は破棄して、うちの娘と結婚させるのはどうだ？」

　続いて聞こえてきたのは、一条社長のありえない提案。声を上げてしまいそうになり、咄とっ嗟さに口を手で塞いで、引き戸の横の壁に隠れる。

　私と朝羽さんを別れさせて、娘と……朱華さんと結婚させるっていうの!?

　一瞬驚いたように口をつぐんだお義父様は、「いやいや、ご冗談を」と本気にしていない調子で言った。しかし一条社長の声は揺らがない。

「私は本気だよ。朱華と結婚してくれたら、今以上に君たちとの取引を優遇する。まずは、一等地を破格値で譲渡することを約束しよう。新規事業のための土地を探しているんだろう？　朝羽くんの夢だと言っていたぞ」

　そういえば彼には、まだ内緒にしている〝夢〟があるんだった。新しい事業を始めようとしているのかな。

　そのための土地を安く提供するだけでなく、さらに支援してくれるのなら、朝羽さんたちにとってはだいぶ美味しい話に違いない。

　心の奥から、みるみるうちに不安が広がっていくのを感じていると、数秒考えを巡らせたお義父様が落ち着いた口調で言う。

「大変魅力的な話ではありますが、すでに初音さんの親御さんとは結納を済ませておりますから」

「金が無駄になるって？　一般家庭への結納金なんて、霞にしてみたらたいした額じゃないだろう」

　一条社長は鼻で笑い、あっさりとかわした。

　確かに、こちらの結納返しがあまり負担にならないように、霞浦家からは至極一般的な金額をいただいた。そうはいっても、なんだかバカにされているようで少々腹立たしい……。

「結納のことだけではありませんよ。霞浦の面メン子ツもありますし、飛高さんには地方でのリゾート開発で世話になった恩もある」

　お義父様もとても困っているであろうことが、声色から伝わってくる。

「恩は金で返せばいい。相手方の家業の経営も回復の兆しが見えているようだが、もしまだ援助が必要だと言うなら、こちらも金を出してやる。それなら文句はあるまい」

「……なぜ、そこまでして朝羽と結婚させたいんです？」

　戸惑いと怪訝な様子を露わにしたお義父様の声が投げかけられた。まったく同じことを思った私も、引き続きしっかり耳をすます。

「朱華のスキャンダルの多さには困っているんだよ。どこの馬の骨かわからない男に入れ込んでいやしないかと、気が気じゃない。それに、不動産のビジネスにも悪影響が及び始めている。いっそのこと身を固めさせようと思ってな」

　ため息交じりに話す一条社長は、本当に頭を悩まされているのだろう。

　だからって、どうして朝羽さんを選んだのだろうか。まだ籍は入れていなくても、私たちは夫婦同然なのに。

　とはいえ、籍を入れていないことが一番の弱みなのだ。込み上げる憤りや、やりきれなさを必死に抑える胸が苦しい。

「その話を出したら、朱華は『朝羽だったら考える』と言ってくれてね。昔から仲良くやっていてお互いに気心も知れているし、自分の夢に近づけるとなれば、朝羽くんにもきっと納得してもらえるはずだ」

　苦しい胸に、さらにズキンとした痛みが加わった。朝羽さんの相手には、私よりも朱華さんのほうがふさわしいと言われているようで。

　ふたりは、私が思う以上に仲がいいみたいだ。幼馴染みのようなものなのかもしれない。そこにビジネス面でも力になってもらえるとなれば、朝羽さんが心変わりしても仕方ない。

　お義父様も思案しているのか、しばらく黙り込んだあと、難色を示す声がこぼれる。

「しかし、それはやはり無理な――」

「初音さんとは会ったばかりで、愛など生まれていやしないだろう？　向こうの経営状態を助けるためだけの政略的な結婚をさせるのは、ふたりにとってもかわいそうじゃないか？」

　渋る言葉を、低く冷たい声が遮った。ドクンと動いた私の心臓は、鈍い音を奏で続ける。

　お義父様も、強制的に結婚をさせることに多少なりとも心苦しさがあるのか、口をつぐんでしまった。きっと私たちの仲が進展していることを知らないから。

　私たちは愛し合っています。出会ってから日は浅くても、本当の愛を知ることができたんです。

　……そう、声を大にして宣言したいけれど、すんでのところでためらってしまう。

　だって、その愛がどれだけ強いものなのか、誘惑を前にしても揺らぐことはないのか、まだわからないから。私の想いは変わらないと言いきれても、朝羽さんにとっては泡うた沫かたの想いかもしれない。

　それに、愛だけではどうにもならないこともある。彼にとってふさわしい家柄がどちらかは明白だ。

　愛しているからこそ、私は彼のために身を引いたほうがいいのだろうか――。

　もうふたりの会話は耳に入ってこなくて、物音をたてないよう気をつけてその場を離れた。

　騒がしい蝉せみ時雨しぐれのように、ひどくざわめく胸を押さえながら。




　パーティーは、お茶やお菓子をいただいたあと、午後四時前にお開きとなった。

　お手洗いから戻った私に、朝羽さんは心なしか心配そうな顔をして、「あまり顔色がよくなさそうだが、大丈夫か？」と声をかけてくれた。

　泣きたくなって、その場ですぐに抱きつきたい衝動に駆られたものの、なんとか堪えて必死に笑顔で取り繕った。

　そして、霞浦家をあとにする皆を見送った今、朝羽さんはお義父様に呼ばれて二階へ上がっている。例の話をするのかもしれないと思うと、キリキリと胃が痛む。

　気を紛らわせるためにも、テーブルに残された食器を集め始めると、そんな私に気づいたお義母様がトレーを手に歩み寄る。

「あら、初音さん、ごめんなさいね」

「いえ！　片づけくらいはお手伝いさせてください」

「本当にいいのよ、気を使わなくて」

　準備を手伝おうとしたときと同じことを言った彼女は、ぴたりと止まってなにかを思案し、再び口を開く。

「……って、お客さん扱いじゃ、いつまで経っても家族だと思ってもらえないわよね。じゃあ……このお皿、キッチンに運んでくれる？」

　私と家族になろうとしてくれているお義母様の心遣いが、とても嬉しい。私は笑顔で快く「はい」と返事をして、せっせと動いた。

　食器を運び終え、お義母様はペニンシュラキッチンのシンクで洗い物を始める。洗練されたキッチンがよく似合い、凛りんとした雰囲気を漂わせる彼女が洗い物をする姿は、ＣＭかなにかを見ている気分だ。

　切れ長で色気のある瞳が朝羽さんと似ているな、と思いながらテーブルを拭いていると、お義母様に声をかけられる。

「そういえば、朝羽から聞いたかしら？　あの子のお祖父さんの体調がよくなってきたってこと」

「はい。近々、お見舞いに行かせていただきます」

「そう、ありがとう」

　可愛らしく微笑む彼女は、なにかを思い出したのか目線を宙にさ迷わせる。

「お祖父さんね、あなたたちのことを報告したとき、ものすごく喜んでたのよ。あまり喜怒哀楽を表さない人だったから、ちょっとびっくりしたわ」

「そうだったんですか」

　お祖父様がどんな人か、詳しく聞いたことはなかった。お義父様はにこやかで比較的温和だけれど、そういう感じではなかったらしい。

　頷いていると、お義母様は洗い物をする手を一旦止め、真面目な表情になって私を見つめる。

「朝羽はお祖父さんに似て無愛想だから、困ることがあるかもしれないけど、なにかあったら私に言ってくれて構わないから。これからもよろしくね」

　最後は優しい笑顔で口にされたその言葉に、すぐに答えることができなかった。これからも私が一緒にいられるとは限らないから。

　でも、お義母様は一条社長の話をまだ知らないはずだし、私もそのフリをしなければならない。一瞬曇った表情を悟られないよう、なんとか自然な笑顔を作って「よろしくお願いします」と頭を下げた。




　それからしばらくして戻ってきたふたりは、普通に接していたものの、どことなくぎこちない空気を引き連れているように思えた。私が気にしているから、そう見えるだけかもしれないが。

　ご両親に見送られて家をあとにし、マンションに向かう車の中でも、朝羽さんはひとことも一条社長については触れなかった。お義父様となにを話したのかさりげなく聞いてみても、「仕事の件だよ」と、至って平然とかわされてしまった。

　普段から感情が顔や態度に出ない人だから、本当に仕事の用件だったのかどうかすら、まったく読み解くことはできない。

　マンションに着き、だいぶ住み慣れた部屋に入ると、張っていた気が途端に緩む。そして無性に朝羽さんに触れたくなる。

　心を覆う不安から、どうにか助けてほしい。

「初音は疲れただろ。早めに風呂に――」

　脱いだジャケットをダイニングの椅子にかけ、こちらを振り向く彼の腰に、私はぎゅっと抱きついた。掴んでいないとどこかに行ってしまいそうで。

　動きを止める彼から、驚きとかすかな戸惑いが伝わってくる。

「初音？」

「……ふたりきりになりましたよ」

　ぽつりと呟いた私は、不思議そうにする彼を、わずかに眉尻を下げて見上げる。

「早く帰りたかったんですよね？」

　出かける前に朝羽さんが言っていたことを確認してみた。この意味は、ちょっぴり鈍いあなたでもわかってくれるはず。

　そう期待した通り、おそらく理解してくれたであろう彼は、キョトンとしたあと、苦笑を漏らした。

「いつの間に俺を煽る術すべを学んだんだ？」

　優しく抱きすくめられ、胸のざわめきが若干収まる。彼の香りとぬくもりは、ときに私をドキドキさせる媚び薬やくになり、今のように心を落ち着かせてくれる安定剤にもなるのだ。

　朝羽さんは、私の背中のファスナーにかけた手をゆっくりと下ろしながら、耳元で囁く。

「……そうだよ。早くこうしたかった」

　素直に認めた彼と目を合わせ、ふふっと微笑む。そして、当然のように唇を重ねた。

　こうしている今は、この人は私だけのものだと感じられる。私はちゃんと愛されているのだと。

　ドレスがずり落ち、露わになった肩にキスの甘い感覚が広がる。吐息を漏らし、うっとりと目を閉じていると、這っていた彼の唇が離れていった。

　瞼を開ければ、前髪が絡み合う距離で、真剣な表情をした朝羽さんが私を見つめている。

「籍、入れようか。式まで待たずに」

　突然彼の口から発せられた言葉に、私はドキリとして目を見張った。

　もしかして、一条社長の話を断るために？と思い当たったものの、一応知らないフリをして聞いてみる。

「……どうして？」

「待ちきれないから」

　さらりと返されたそのセリフは冗談めいているふうにも取れるけれど、彼の表情からは軽い雰囲気は感じない。直感的に、やはりあの話を聞いたのだろうと思った。

「初音のご両親にも話さなきゃいけないし、俺たちだけで決められるものじゃないんだが」

　視線を絡ませる瞳には、複雑な色が滲んでいるように見える。

　朝羽さんの言う通り、私の両親の了解を得ないといけないし、一条社長にも断りを入れて納得してもらわないといけない。

　それになにより、朝羽さんが本当に幸せになるための結婚相手は自分でいいのかという最大の問題も残っているのだ。諸々を考えると、予定よりも早く籍を入れるのは少々難しい気がする。

　けれど、私のワガママを言ってもいいのなら、望むことは決まっている。

「……私も、朝羽さんと、れっきとした夫婦になりたい」

　本音をこぼした直後、優しい笑みをこぼした彼の顔が近づき、再び熱い口づけを交わした。

　激しさを増すキスに思考を奪われているうちに、ドレスがするりと滑り、床に落とされる。朝羽さんは心こころ許もとない姿になった私を抱きかかえ、まだかすかに朱色が残る空が覗くベッドルームへと向かった。

　甘い快楽に支配されている間は、難しいことを考える余裕はない。ただただ、大好きな人に愛されている実感が得られる至福のとき。

　波も風もやむ夕ゆう凪なぎのように、このまま時間が止まってくれたらいいのに――と、情事に耽ふけりながら叶かなわぬ望みを抱いていた。
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　朝羽さんとの間に、秘密ができてしまった。

　ホームパーティーの日から数日、彼は一条社長の魂胆については一切語らないし、私もその話を盗み聞きしてしまったことを打ち明けられずにいる。

　おそらく朝羽さんは私を不安にさせないために黙っていて、自分ひとりでなんとか解決しようとしているのだと思う。

　彼を信じておとなしく待っていれば、約三ヵ月後には予定通り結婚式を挙げられるかもしれない。でも、朝羽さんのためには本当にそれでいいのかという迷いが、ずっと胸の中をぐるぐると旋回している。

　式はベアティチュードで行う予定で、日取りや会場などの大まかなことはすでに決めてあり、そろそろ本格的に準備が始まるのに……。

　休憩時間中、ウエディングプランナーとの打ち合わせが入っている日をスケジュール帳で確認した私は、小さなため息をこぼしてそれをバッグにしまった。

　午後の仕事を始め、来店した外国のお客様の対応を終えると、助けてくれていた梢さんが私に笑顔を向ける。

「初音ちゃん、英語うまくなってきたじゃない」

「本当ですか？」

「うん。スムーズに案内できてるし。霞さんとの特訓の成果ね」

　感心した調子で口にされた彼女の言葉は素直に嬉しくて、私も笑みがこぼれた。

　あれからたまに朝羽さんに英語を教えてもらっていて、以前ほどオドオドすることはなくなったと私自身も感じていたのだけど、人から言われるとますます嬉しくなる。

　気分よくレジカウンターの中の備品の整理をしていると、その向かい側で梢さんが尋ねる。

「そういえば、籍は式と同時に入れるって言ってたわよね。それってふたりのこだわりかなにかなの？」

　密かに悩んでいる入籍のことに触れられ、胸がざわめく。しかし、それは表に出さず冷静に振る舞う。

「いえ。私の実家がある地域では、昔からそれが一般的なんです。古いしきたりが根づいちゃってるところなので」

「じゃあ、霞さんが合わせてくれてる感じなんだ。なるほどね～」

　私の地元の地域性について理解した彼女は、納得して頷いた。

　この昔ながらの習慣は、なかなか面倒だったりする。子供の頃からやたらと行事が多かったし、これに忠実な両親のおかげで、いまだに入籍できていないし。

　戸籍上の夫婦になっていれば、なんの問題もなかったのにな……と心の中でたらればを言っていたとき、休憩中の大石さんがスタッフルームから顔を出した。

「ちょっとちょっと、梢ちゃん！」

　なにやら必死に手招きをするので、呼ばれた梢さんは不思議そうにそちらへ向かっていく。

　どうしたんだろうと気にしつつも、私は備品の整理を続ける。しかし、紙袋が残り少なくなっていることに気づき、結局私もスタッフルームに取りに行くことにした。

　ドアの前まで来て取っ手に手をかけた瞬間、なにやら中から驚いたような梢さんの声が聞こえてきて、ぴたりと一時停止する。

「〝一条朱華の新たな恋のお相手は、某高級ホテル関係者か〟……って、もしかしてここのこと!?」

「この記事の感じだと、そうよねぇ」

　朱華さんの話？　……気になりすぎる。

　詳しく知りたい気持ちを止められず、静かにドアを開ける。私たちだけのときはノックせず入るのが普通になっているため、悪いことではないだろう。

　そっと観察すると、テーブルに週刊誌らしきものを広げてふたりで覗き込んでいるようだ。また朱華さんのスクープが載っているのだろうか。

　先ほどの梢さんの発言から推測すれば、朱華さんと親密な仲にある人は、ベアティチュードに関係がある人じゃないか、と推測する記事らしいけれど……めちゃくちゃ嫌な予感。

「頻繁に泊まりに来てるのは、やっぱり恋人が働いてるからじゃないかって？」

「そうなのよ。でも、相手は霞さんなわけ……」

　そこまで言い、なにげなくこちらを向いた大石さんと、ドアから顔だけ出している〝家政婦は見た〟的な状態の私の視線が、ばっちりぶつかった。

　ものすごく暗い影が落ちているだろう私を見て、大石さんはギョッとして目を見開く。梢さんも私に気づき、軽く〝しまった〟という顔をする。

　大石さんはあからさまに動揺した様子で、身振り手振りを交えて必死にごまかそうとしている。

「なっ、なんでもないのよ！　あの、ほら、私たちが好きな韓流スターの話！」

「私は別に韓流は興味ないんだけど、大石さんが推しメンがいるとかで」

「梢ちゃん！」

　冷静にバレバレの嘘をつく梢さんも、あたふたする大石さんも、相変わらず面白いのに今は笑えない。だって朱華さんがベアティチュードによく来ているのは、朝羽さんに会うためかもしれないのだから。

　一条社長によれば、結婚の話を朱華さんに持ちかけたら、『朝羽だったら考える』と言っていたという。それはつまり、少なからず彼に好意を抱いていることになるだろう。記事にどんなことが書いてあるのかわからないが、私にとっては単なるデマだと受け流せない。

　大石さんたちに「気にすることないわよ！」と励まされても、それからしばらくどんよりとした気分が消えることはなかった。




　その日の晩も、朝羽さんには特に変わった様子はなく、いつも通り一緒に夕飯を食べ、お風呂に入って、今はベッドの中で彼の腕に包まれている。

　週刊誌の記事のことは知っているのか、一条社長との件はどうなったのか、なにもわからない。

　こういうとき、思いきって聞いてみたほうがいいのだろうか。でも、それで私が彼のことを疑っていると思われたら嫌だし……。

　他人にとっては取るに足らない問題かもしれないが、恋愛初心者の私には、非常に難しい。

　彼の体温を感じながら悶々と悩んでいるうちに、瞼が重くなってきて、私はいつの間にか眠りに落ちていた。




　……暗闇の中、ふと物音に気づいて意識が浮上してきた。

　軽やかなメロディーと、衣擦れの音。人が動く気配。それらを感じ取ってうっすら瞼を開ける。

　真っ暗な視界に次第に慣れてきて、ぼんやりと部屋の中を見回した。

「……朝羽さん？」

　隣に彼の姿がない。シーツにはまだぬくもりが残っているから、つい今しがたまでいたのだろう。

　ぼーっとしながら不思議に思っていると、部屋の外からなにやら話し声が聞こえてくる。さっき、着信音みたいな音もした気がするし、誰かと電話しているのだろうか。

　ベッドサイドテーブルに置いたスマホの明かりをつけてみると、深夜一時を回ったところ。こんな時間に誰と……？

　なんだか胸騒ぎがする。だいぶ脳がクリアになってきた私は、静かにベッドを抜け出してドアのほうに向かった。

　そっとドアを開け、明かりがついているリビングのほうから聞こえる声に耳をすます。小声で話していても、かろうじて聞き取れた。

「大丈夫か？　朱華のことだから心配だ」

　……と、砕けた雰囲気を漂わせつつ、彼女を気遣うひとことが。

　電話の相手は朱華さんだとわかり、ごくりと息を呑む。

　どうして……なにを話しているの？

　親しげに名前を呼んでいるだけで、胸の奥から嫌な感情が黒い煙のごとく立ち上ってくる。ドアを掴んだ状態から動けない私の耳に、なおも届く声は、なんだかまったく知らない人のもののようだ。

「あぁ、俺も早く会いたいよ。なるべく急ぎで頼む」

　その言葉を聞いた瞬間、肺に酸素を取り込めなくなったかと思うほど、一気に苦しくなった。

　朝羽さんは、朱華さんと会おうとしている。心変わりしたのだろうか。それとも……本当は、今までずっと密かに想い続けていて、今回のことで息を吹き返してしまった？

　一度はしまい込んだ〝元恋人同士で、朝羽さんは女性不信に陥るほど本気で彼女を好きだったのではないか〟という勝手な疑惑が、再び浮上してきてしまう。

　それに反し、まさかそんなことはないだろうと信じたくない気持ちも交錯して、心が乱れ始める。

　石みたいに硬直していたものの、彼が「おやすみ」と言ったのが聞こえて、はっとした。

　聞き耳をたてていたことがバレたら、確実に気まずい。急いでベッドに戻ろうと動きだした、そのとき。

「愛してるよ」

　――聞き捨てならない最後のひとことが響き、言葉では表せないほどの衝撃が走る。目の前が真っ暗になるというのは、こういうことなのだと思った。

　やっぱり、朝羽さんは朱華さんを愛しているのだ。私ではなく、彼女を――。

　ショックが大きすぎて、頭ではなにも考えられないのに、身体は行動がインプットされているかのようにベッドの中へと潜り込む。

　その直後、ドアが開いて朝羽さんも戻ってきた。

　彼に背を向ける格好で、ぎゅっと目を瞑る。ドクン、ドクンとわずらわしいほど大きく波打つ心臓を必死に宥め、寝たフリを貫く。

　じっとしていると、隣に入ってきた彼がそっと私の頭を撫でた。

「……ごめんな、初音」

　力なく囁く声がして手が離れていき、彼が完全に身体を横たえたあと、目を開いた。

　……どうして。謝らないでください。まるで、私たちは本当の夫婦になれないのだと言われているみたいじゃない。

　音もなく、ぼろぼろと涙がこぼれ落ちる。ゆっくり呼吸をして、嗚お咽えつが漏れないようなんとか堪える。

　こんなに近くにいるのに、遠い。

　背中で隔てた距離はもう埋まらないような気がして、暗闇に呑み込まれそうな感覚に陥っていた。




　ほとんど眠れずに朝を迎えた。

　ありがたいことに、私は今日休みだ。寝不足と泣き腫らしたせいでひどいことになっている顔を、スタッフの皆やお客様にさらさないで済む。

　朝羽さんにはこの顔を見せないわけにいかないけれど、気まずいこともあって、極力顔を合わせないようにしている。

　しかし、ひと晩憂悶としている間に思い立ったことがあるので、それは伝えておかなければ。

「私、今日実家に帰ります」

　朝食をとりながら、ダイニングテーブルの正面に座る朝羽さんに告げた。

　今日はひとりでこの部屋にいたくない。一日だけでいいから日常から離れて、地元で心を休めたくなったのだ。

　彼は目線を手元に落とす私を、キョトンとして見つめる。

「どうした、急に。あぁ、でもこれから式の準備で忙しくなるし、今のうちにご両親に会っておいたほうがいいかもな」

　納得したらしい彼の言葉に私はピクリと反応して、箸を止める。

「……式、待ったほうがいいんじゃないですかね」

　目線を上げずに、思わず本音をぽつりとこぼした。顔を見なくても、私と同様に動きを止めた彼が今、怪訝な表情をしているであろうことはわかる。

「どうして？」

「今ならまだ間に合います。朝羽さんには……本当にふさわしい人と一緒になってもらいたい」

　一条社長が言っていたことと似たセリフが、自然と口をついて出た。その直後、私たちを取り巻く空気がぴんと張りつめる。

　朝羽さんは優しくて律儀な人だ。飛高家や、一度は想いが繋がった私を見捨てられず、このまま進めたほうがいいと考えているのかもしれない。

　以前、予定より早く籍を入れようかと言ったのも、朱華さんへの想いを無理やり断ち切ろうとしてのことだったのかも。

　朱華さんと結婚すれば、朝羽さんの夢の実現にもきっとすぐ近づける。霞浦グループの未来にとっても必ずプラスになる。朝羽さんのことが好きだから、彼にとって最良の選択をしてほしい。

　しばしの沈黙のあと、俯く私に、真剣で落ち着いた声が投げかけられる。

「俺は、決められているから初音と結婚するわけじゃない。自分の意志で、あなたを愛しているから一緒になりたいと思っている」

　本来なら嬉しいはずの言葉なのに、胸をえぐられる感覚がした。『愛してるよ』と、電話で朱華さんに告げていた声と重なってしまって。

　本当にそう思ってくれているの？　だとしたら、なんで朱華さんにも同じことを言っていたの？

　彼の言葉をどうしても素直に受け止めることができず、俯き続けていると、重く暗然とした声で問われる。

「信じられない？　それとも、俺を嫌いになった？」

「っ――」

　嫌いになんてなるわけがない。どんなことがあっても、あなたのことは好きにしかなれない。

　思わずそう返したくなって顔を上げた。しかし、切なさが滲む表情の朝羽さんと視線を交じわらせ、開きかけた唇を噛みしめる。

　彼には遠慮なく決断してほしいのに、ここで私が好きだと言ったら、その妨げになってしまいそうでためらわれた。

『あなたを愛しているから一緒になりたい』というひとことを、信じたがっている自分もいる。気持ちがこんがらがって、どうしたらいいのかわからない。

「……ごめんなさい。少しだけ、時間をください……」

　結局、泣きそうになりながら緩めた唇からこぼれ出たのは、どっちつかずの言葉。朝羽さんはなにも言わず、やりきれなさを感じる小さなため息を漏らすだけ。

　爽やかなはずの朝の食卓は、重苦しい空気に包まれていた。




　ほどなくして、朝羽さんが家を出ていく時間になった。これまでにない気まずさを引き連れつつも、彼のあとに続いて玄関に向かい、「いってらっしゃい」と声をかける。靴を履いた彼は、出ていく直前にこちらを振り返った。

「夜までには帰ってきてください。絶対に」

　静かな憤りが窺える表情で釘を刺され、ドキリと胸が軋む。おそらく無意識だろうが、敬語になっていることからして、不機嫌であることは明らかだ。

　もしかして朝羽さんは、私が実家に戻ったまま帰ってこないかもしれないと懸念しているのだろうか。正直、それも考えなかったわけではないけれど、自分勝手なことはやめようと思い、「はい」と小さく頷いた。

　パタンとドアが閉まり、彼の背中が見えなくなる。私は力なく息を吐き、とぼとぼとキッチンに戻った。

　シンクに溜まっている食器を洗おうと手を伸ばし、ふと目が留まった。左手の薬指に輝くダイヤモンドの光を、しばし見つめる。

『できるだけつけていてください。他の男性に狙われないように』

『離れていても、私に代わってこの証があなたを守ります』

　以前言われた言葉たちと、無表情の中にちゃんと優しさも感じる彼の顔を思い返して、じわっと涙腺が緩む。

　指輪で繋ぎ止めておいたほうがいいのは、私じゃなく、朝羽さんだったんじゃないかな……。

　そんなふうに思う私は、結局は彼の幸せではなく、自分の幸せを一番に考えている気がしてならない。自分の中にひそんでいた醜さが露わになったかのよう。どんどん思考もネガティブになり、情けなくて涙がこぼれた。

　口元に当てた指輪が塩辛い雫で濡れていく中、頭には祖母の日記が浮かぶ。




　＊　＊　＊




　あなたが遠い地で、奥様と仲睦まじく暮らしていることを、風の噂で耳にしました。

　寂しさも、後悔も、心こころ憂うく思いはまったくありません。

　あなたが幸せならば、私も心から幸せなのです。

　私たちが別離を選んだことは、正しかったのだと思います。




　＊　＊　＊




　祖母は、愛した人が別の人と生きていくことを、少しも妬ましく思わなかったのだろうか。

　どうしたら、祖母のように純粋に好きな人の幸せを願えるのだろう。

　この期ごに及んで、朝羽さんを手放したくないと強く思っている自分に嫌気が差し、私はひとり肩を落としていた。
















一途な恋情を止めるべからず［Ｓｉｄｅ＊朝羽］













　たったひとりの女性の笑顔にときめき、悲しげな顔に胸を締めつけられ、死ぬまでそばにいたいと願う。

　自分がこれほどまでに誰かを愛する日が来るなんて、思ってもみなかった。

　……見合いで彼女に出会うまでは。




　初めて会った初音に、可か憐れんさと、凛とした雰囲気を感じた。たとえるなら、霞草のような。

　それは着物姿だったり、品のある振る舞いだったり、見た目の美しさからだけじゃない。話しているうちに、しっかりとした意志と純粋でまっすぐな心の持ち主だとわかり、魅力的だと思った。

　漠然と、彼女となら恋ができるかもしれない、とも。

　同じ目標に向かって、俺たちはぎこちなく探り合いながら距離を縮めていった。

　初音は本当の両親に育てられたわけではない境遇から、すれている部分もあるのかと思いきや、まったくそんなことはなく。

　仕事熱心でひたむきな姿に感心し、純真な心や笑顔に胸を打たれ、俺と違って喜怒哀楽を素直に表すところにも自然と惹かれていた。

　そうしていつの間にか、初音が待つ家に帰ることが密かな楽しみになっていることに気づく。

　一緒に生活をしていくうちに、〝相思相愛になる〟という目標は、願望に変わっていた。

　俺が恋心を自覚するきっかけになったのは、ふたりで晩酌をするようになってしばらく経った、ある夜のことだ。




　＊　＊　＊




「……朝羽さん、最近家でもよく笑ってくれるなと思って」

　三月も終わりに近づいた日の夜。そう言った初音はやけに嬉しそうで、普段よりも酒が進んでいるようだった。

　そして、お互いのことをあれこれ話したあと、リビングのソファに座ったまま、彼女は眠ってしまった。

　コテンと俺の肩に寄りかかってきた彼女の、あどけなさが残る寝顔を見ると、胸の奥でなにかがざわめき始めるようななんとも言えない感覚がする。

　陶器のような白い肌、長いまつ毛、少しだけ開いた桜色の唇。彼女を形作るすべてから目を離すことができない。

　……可愛い。思わず抱きしめたくなるくらいに。

　毎日同じベッドで寝ているのに、なぜ今、こんなにも愛らしく感じるのだろう。ただ酔っているせいなのだろうか。

　理由はよくわからないが、とにかくベッドで寝かさなければと思い、「初音、風邪ひくぞ」と声をかけてみた。

　ピクリと反応した彼女は、むにゃむにゃとなにかを言いながらうっすらと目を開け、ふにゃりと笑う。

「んふふ、しあわせ～」

「それはなにより」

　どうやら気持ちよく酔えているらしい。こんなにふわふわとした様子の彼女は初めて見るため、なんだかこちらも口元が緩んだ。

　華きゃ奢しゃな腰に腕を回して立ち上がらせ、初音を支えて寝室へ向かう。彼女はふらつきながらもなんとか歩き、おぼつかない口調で言う。

「私ね～、本当に幸せなんです。朝羽しゃんといると」

「え？」

　さっきの〝しあわせ〟は、いい具合に酔えているから出た言葉ではなかったのか？

　意外に思いつつ、ふたり並んでベッドに座ると、初音は第三者に話すような調子で話し始めた。

「朝羽しゃんってね、なに考えてるかよくわかんなくって、冷たかったり鈍かったりするんだけどー」

　正直な物言いがチクリと胸に刺さる。昔から周りに言われていたことだが、初音にもそう思われていたと知ると、妙に切ない。

　密かにショックを受けていたとき、今にも眠ってしまいそうなとろんとした瞳で、彼女が「でも」と続ける。

「この人が旦那様でよかったーって、心から思うんです……」

　トクン、と優しい音が胸の奥で響いた。

　彼女の飾らない言葉は、地面に落ちる雨だれのように俺の心に沁しみ込んでいく。生涯のパートナーが俺でよかったと思ってくれていることが、こんなにも嬉しいとは。

　初音は目を閉じて、パタリとベッドに倒れた。その無防備な姿を見下ろし、そっと髪を撫でる。

　そのときふいに、以前、初音に言った自分の言葉を思い出した。

『愛し合う自分たちを想像して、なりきるのは大事かもしれないな』

　今は不思議と、そのイメージがはっきりと頭に浮かんでいる。それを、なんとなく言葉にしてみたくなった。

「好きだよ……初音」

　髪から頬に手を滑らせ、彼女に伝えるように囁いた。

　その瞬間じわじわと、これまでにないほどもどかしくて温かい感情が湧き起こってくる。その正体を、なぜだか自然と確信することができた。

　あぁ。これが〝愛おしい〟という感覚なのか――。

　今、俺の口から出たものは、自分を洗脳しているだとかデタラメなどではなく、本心なのだ。俺は本当に恋に落ちたらしい。

　自覚すると無性に気恥ずかしくなり、とりあえず寝室を出ようと腰を上げる。初音に布団をかけて歩きだそうとした、そのとき。

「私も……」

　ドキリとするひとことがぽつりと聞こえ、勢いよく振り向いた。彼女はどうやら眠っているようで、すーすーと気持ちよさそうな寝息をたてている。

　驚いた……一瞬、聞かれていたかと思った。もしも起きていたら、すかさず抱きしめてキスをしたい衝動に駆られるところだった。思春期の男子学生か、とツッコみたくなる。

　きっと夢を見ているのであろう彼女に、苦笑を漏らす。

　ホッとしたような、少し残念なような複雑な気持ちで寝室をあとにした。




　＊　＊　＊




　それからは、以前と変わらない態度で初音と接していたが、彼女の些細な変化に気づくようになった。今日は髪型が違うだとか、疲れた顔をしていたり、上の空になっていたりするときがあるな、とか。

　それと同時に、彼女のためになにかをしてあげたくなって、もっと俺に頼ってほしいとも思った。

　こんなふうに女性に思考を奪われて、献身的な気持ちになるなど、俺の記憶が確かならば三十年生きてきた中で初めてのこと。

　彼女を見ているだけでドキドキする、と形容するのも恥ずかしいが、まさにその表現がしっくりくる。遅すぎる青い春の到来だ。

　初音と想いが通じ合ってからは、こんなに愛情深い自分がどこに眠っていたんだ、と自分で驚くほど彼女に惚れ込んでしまっている。素直でいじらしい彼女が可愛くて仕方ない。

　このまま、俺たちは幸せな家庭を築いていくに違いない。そう確信していたというのに――。




　実家でのホームパーティーが終わったあと、父に呼ばれて二階の書斎に向かった。そこで父はなにやら難しい顔をして、「実はさっき、一条社長から、ある提案をされてな」と切り出す。

「朝羽は、朱華ちゃんと結婚する気はないか？　……初音さんとの婚約は破棄して」

　耳を疑う話。どういうことか理解できなかった。

　初音から朱華に乗り換えろと言うのか？　そんなめちゃくちゃな話、受け入れるわけがないだろう。

「なにを言ってるんですか。破談にする気はさらさらありませんよ」

「社長が、私たちに多大な協力をしてくれると言うんだ。お前にとっても決して悪くない話だと思うんだが」

　呆れながらも一応、その〝悪くない話〟とやらを聞くと、確かに霞浦グループにとってはメリットばかり。

　そこでふと、この父が流されて頷いてはいないだろうかと不安がよぎり、猜さい疑ぎの目を向けて尋ねる。

「まさか、承諾はしていませんよね？」

「当たり前じゃないか。勝手に決めたりはしない」

　きっぱりと即答した父に、ひとまず胸を撫で下ろす。

　実はこの父は、事業拡大のためとあらば利用できるものは利用してきた男なのだ。人当たりがいいため、周りからは温和なイメージを持たれて慕われていたり、信頼も厚かったりするが、陰では狡こう猾かつだったりする。

　だから今回も、俺の意志など関係なく決めてしまったかもしれないと懸念したが、さすがに留まったようだ。

「いつも利益ばかりを優先しているあなたにしては、珍しく殊勝じゃないですか」

　腕組みしてかなり嫌味な言葉を投げつけると、彼はバツが悪そうに頭を掻いて言う。

「それはひと昔前の話だ。利益しか考えていないなら、そもそも飛高家と婚約させたりはしないさ」

　確かに、世話になった人が困っていても、こちらにさほど得がない相手に手を差し伸べることなど、以前の父は絶対にしなかっただろう。

　この人もだいぶ丸くなったんだな、と少々感心していると――。

「だが、お前はよくも悪くも律儀すぎる。もっとズル賢くなったほうがいいぞ」

　いらないアドバイスが聞こえてきて、俺は目だけを動かし、冷ややかな視線を彼に向ける。

「朝羽がやりたがっていたレストラン経営も、一条社長に協力してもらえば容易に最高の条件を揃えられるだろう。それなのに、このチャンスを逃していいのか？」

「愚問ですね」

　ふっと鼻で笑い、即答した俺に、父は面食らったような顔をして押し黙った。

　いつしか自分の中に芽生えていたレストラン経営の夢は、必ず実現させたいと考えている。そのために必要なのは金や物件だけではない。

「どれだけいい条件を出されても、初音がそばにいなければすべて無意味だ」

　淀みのない声で告げると、父は目を丸くしてぽつりとこぼす。

「お前、初音さんのことを……」

　どうやら、俺たちの間に愛が芽生えていることに気づいて驚いているらしい。

　無理もないかもしれない。母から聞いた話では、父たちも政略結婚であり、ふたりが本当に想い合うまでには長い月日がかかったそうだから。

　結婚当初から数年間、事業のためには手段を選ばない父のやり方は目に余るものがあったと聞いている。女性関係も決してホワイトだったとは言えず、それは俺が物心つく頃まで続いていた。

　母が健けな気げに愛し続けたおかげで、今ではすっかり落ち着き愛妻家となったものの、彼女が悲しんでいた姿はしっかりと記憶に残っている。

　俺が恋愛に対してドライだったのは、こういった幼い頃の両親の印象が強かったからだと思う。女性を軽視する父のような男にはなりたくなかったし、母のように傷つけることもしたくなくて、自然と女性に入れ込むことを避けていたのだ。

　ホテル内では、女性不信だなんだとあらぬ噂がたっていることを俺も知っているが、根も葉もないデマである。

　そんな俺も、初音と出会って変わることができた。

　父とは違うのだ。目先の利益に飛びついて、大切な人を悲しませたりはしない。

「一条社長には、私からきちんとお断りさせていただきます。いいですね？　代表」

　有無を言わさず押しきり、父がため息をつきながらも頷くのを見届けてから書斎を出た。

　初音に心配をかけさせないために、何事もなかったように振る舞おう。そして、この件は彼女に悟られないうちに解決しよう。

　そう心に決めて、頭の中ではどうやって一条社長に納得してもらうかを考え始めていた。




　しかし、その日から数日、初音はどことなく元気がなさそうだ。最初は俺の気のせいかと思っていたが、浮かない表情をしているときが多くなっていると確かに感じる。

　……まさか、一条社長の件について知ってしまったのだろうか。初音があの話を耳にする機会なんてないはずだが、他に思い当たる節がない。

　よくよく考えてみると、ホームパーティーで彼女がトイレに行ったとき、父たちも姿が見えなかったことを思い出した。あのとき、なんらかの偶然で彼女が聞いた可能性もありえる。

　もしそうだとすれば、なおさら早くこのことは解決したい。それなのに一条社長と会う都合がつかずにいる。

　初音に冗談半分で言ったように、籍を入れてしまえばいいとも思うが、勝手にそうして一条社長の機嫌を損ねてしまえば、霞浦グループの今後の取引に悪影響が出かねない。やはり、話す機会が持てるまで待つしかないか……。

　頭を悩ませていた日の深夜、眠っていた俺は着信音とバイブの振動でぱっと目を開いた。いつもは目覚まし時計四個か、初音に起こしてもらわないとダメなのに、すぐに気づいた自分に驚く。

　眠気を堪えてスマホを確認すると、電話の相手はいろいろな意味でお騒がせ女優の朱華だ。

　彼女の仕事は不規則なので、ごくたまに非常識な時間に電話をかけてくることがある。おそらく、俺が怒ることはあまりないから、甘えているのだろう。

　隣で寝ている初音を起こさないよう、寝室を出た。リビングの電気をつけ、ぼーっとしたままスマホを耳に当てる。

「……はい」

『あ、寝てた？』

「当たり前だろう……」

　あくびをしながら言うと、悪気のなさそうな『ごめーん』と謝る声がした。天真爛漫な朱華はだいたいこんな調子だ。

　父たちの仕事の関係で昔から知り合いだった俺たちは、たまに両親を交えて食事をしたり、連絡を取り合ったりする仲だった。付き合いが長く、慣れてしまっているせいか振り回されても憎めず、面倒な妹のように思っている。そして彼女も、俺のことをいつもそっけない兄のように思っているだろう。

　お互いに気を使わずに接することができる間柄ではあるが、そこに恋愛感情は一度も生まれたことがない。親戚と似た感覚なのだ。

　朱華の明るい話し声で、だんだん眠気が覚めてくる。

『もっと早く電話するつもりだったのに、撮影が長引いちゃって。とにかく話したかったの、パパの件で』

「あぁ……それは俺も話そうと思ってた。なんで〝朝羽だったら考える〟なんて言ったんだ？」

　朱華は俺が婚約したことを前から知っていた。それに、彼女にはちゃんとした恋人がいる。それにもかかわらず、なぜ俺を引き合いに出したりしたのか、一条社長の話を聞いたときから疑問に思っていた。

　すると、彼女は呆れたような棘のある口調で話し始める。

『だって、私には心に決めた人がいるっていうのに、結婚しろってうるさいから。朝羽なら婚約してるし、パパもさすがに諦めると思ったのよ。それがまさか、本気で婚約破棄させようとするなんて！』

　声を荒らげ、憤慨する朱華。どうやら彼女なりの反抗だったらしいことがわかり、納得した俺は「そういうことか」と独り言をこぼした。

『本当にごめんね！　あのバカ親父、そこまで朝羽のことを気に入ってるとは……。私のことだってもっと信じてほしいのに。週刊誌のゴシップなんか、ほとんどデタラメなんだから』

　彼女は口を尖らせ、ため息をついた。

　これまで世間ではいろいろと噂されてきたようだが、俺が知っている限り、現在朱華が恋仲にある男はひとりだけ。一条社長もそれを認めてくれたらいいのだが。

　頭の中には、つい昨日、同僚に教えられて見てみた週刊誌の内容が浮かぶ。

「そういえば、最近の記事にあったホテルってベアティチュードのことだろ？　今のところパパラッチは張ってなさそうだが、気をつけてくれよ」

『はい。そっちのほうもごめんなさい』

　今度は叱られた子供みたいに謝った。

　ホテルの質にも関わることだから、充分注意してもらわなければ、と思っていると、彼女はしっかりとした声で力強く言いきる。

『朝羽たちにはもう迷惑はかけないわ。私にも考えがあるの』

　朱華の考えか……正直不安だ。度胸はあるが、決して要領がいいほうではないし、知能レベルもおそらく中の下くらいだし。いったいなにをしようというのか。

「大丈夫か？　朱華のことだから心配だ」

『なにそれ、嫌味？』

　不満げな声が返ってきて、俺は小さな笑いを漏らした。

　失礼なことを言う俺に朱華がツッコミを入れるやり取りは、昔から変わらない。彼女がどれだけ有名になっても、俺たちの関係はずっと不変だろう。

　切り替えが早い彼女は、すぐにいつものさっぱりとした声に戻る。

『とりあえず、お互いパパと直接話をしなきゃね。皆でご飯を食べようって私から言えば、多少無理してでも時間を作ってくれるだろうし、お願いしておくわ』

「あぁ、俺も早く会いたいよ。なるべく急ぎで頼む」

『りょうかーい』

　軽く返事をする彼女に、「じゃあ、おやすみ」と告げて電話を切ろうとすると――。

『あ、待って！　朝羽は婚約者さんとうまくやってるの!?　好きになれた!?』

　早口で確認され、離しかけたスマホを再び耳に当てる。

　そういえば朱華も、誰も好きになったことがない俺が政略結婚することを心配していたのだった。ずっと気にしてくれていたようだが、その心配は無用だ。

「愛してるよ」

　なによりも大切な彼女の顔を思い浮かべながら答えると、『きゃー！』と興奮気味の甲高い叫び声が聞こえてきて、俺はさっさと通話を終了させた。

　こんな夜中でもテンションの高い朱華に呆れつつ、寝室へ戻る。寝ている初音を起こさないよう静かにベッドの中に入ったとき、元気がない彼女の姿が頭に浮かんで胸が痛んだ。

　もしも初音が一条社長の話を聞いてしまっていたとしたら、心穏やかではいられないだろう。俺にも言いだせずに、ひとりで悩んでいるかもしれない。

「……ごめんな、初音」

　ついぽつりとこぼして、そっと髪を撫でた。

　この子を不安にさせたくない。一日も早く問題を解決したい。

　なるべく波風を立てずに、一条社長に考えを変えてもらうための策を練りながら、愛おしいぬくもりの隣で眠りについた。




　ところが、翌朝。

「……式、待ったほうがいいんじゃないですかね」

　思いつめたような顔をした初音の口から飛び出た予想外のひとことに、俺は唖あ然ぜんとした。

　突然なにを言い始めるんだ？　今は少々問題があるとしても、結婚を先延ばしにするつもりなどないのに。

　戸惑う俺に、彼女は苦しげな表情で続ける。

「今ならまだ間に合います。朝羽さんには……本当にふさわしい人と一緒になってもらいたい」

　それを聞き、やはり一条社長の話を耳にしたのだろうと確信した。そして、俺と朱華が結婚したほうがいいと思っているのであろうことも。

　初音は優しく純粋な子だ。彼らの経営やら家柄やらの話に影響されて、自分に引け目を感じているに違いない。

　そんなことは関係なく、ただ愛しているから初音と生きていきたいのだと、しっかり伝えなければ。

「俺は、決められているから初音と結婚するわけじゃない。自分の意志で、あなたを愛しているから一緒になりたいと思っている」

　気持ちを落ち着かせ、諭すように言った。しかし、彼女は俯いた顔を上げようとしない。

　……まさか、今回の件はただのきっかけに過ぎなくて、初音の気持ち自体が離れてしまったのか？

　最悪の展開が脳裏をよぎり、心臓がドクドクと重い音をたてるのを感じながら問いかける。

「信じられない？　それとも、俺を嫌いになった？」

　その問いに初音がようやくぱっと顔を上げたため、否定してくれることを期待した。

　しかし、なにかを言おうとした口は、きゅっと結ばれる。そのあとに聞こえてきたのは「……ごめんなさい。少しだけ、時間をください……」という曖昧なもの。

　いつだってまっすぐ向き合ってくれていた彼女が、迷っていることがショックだった。なにがあっても、お互いを想う気持ちだけは揺らがないはずだと信じていたから。

　だがそれは、ただの驕おごりだったのかもしれない。初音は俺を嫌いになることなどないと安心しきっていた自分が愚かだったのかもしれない。

　うまく取り繕う言葉も、彼女を思いやる言葉も出てこなくて。

　情けなくも、ため息をついて拳を握りしめるしかなかった。




　やるせなさや悲しみで鉛色に覆われたかのような心を抱き、それと相反して晴れ渡った空の下、職場へと向かった。

　こんなときでも笑顔を作らなければいけないのは、なかなかつらいものがある。これほどまで心にダメージを負った出来事は、ここ数年では思い当たらない。

　いったいどうしたらいいのだろう。恋愛なんて初めてなのだ、対処法がわからない。

　そして、初音はちゃんと俺のもとに帰ってきてくれるのだろうか。一抹の不安を感じる。

　重い気分を引き連れ、いつも通り幹部とのブリーフィングを行ったあと、館内を巡回し、オフィスでデスクワークをこなした。

　頭の隅で常に初音のことを想いながら午前中の業務を終え、昼休憩に入る。社員食堂に向かうついでに、レストランのオペレーションをチェックするのが日課だ。

　日本料理や中華料理を提供しているレストランがある二階を歩いていると、見知った客がいることに気づく。二十代後半のカップルだ。

　男性がレストルームのほうへ歩いていき、なにげなくこちらを向いた女性が、俺に気づいてぱっと表情を明るくした。

「あ、霞浦さん！」

　愛嬌のある笑顔で近づいてくる女性に、俺も微笑んで一礼する。

「こんにちは、大おお崎さき様。もうすぐ結婚式ですね。今日もお打ち合わせですか？」

「そうなんです。もう今からそわそわしちゃいますね～」

　大崎さんはとても幸せそうに、ふわふわとした長い髪を揺らして笑みをこぼした。

　ふたりは来月、このベアティチュードで式を挙げることになっている。その関係で以前挨拶をしたのだが、俺たちの繋がりはそれだけではない。

「この前、霞浦さんがオススメしてくださった飛高酒蔵さんの日本酒、父もとても気に入ってくれて、おかげで仲直りできたんです。今日も買っていこうと思ってて」

　嬉しそうに言う彼女は、以前初音から聞いた、ベルソレイユにやってきたカップルの話に登場した女性。父親とうまくいっていない女性というのが、この大崎さんのことなのだ。

　実は、俺は初音より先に大崎さんの事情を知っていて、飛高酒蔵の酒を勧めておいたのだが、初音はまだこのことを知らない。どうやら無事に仲直りできたようだし、伝えたらきっと喜ぶだろう。

「ありがとうございます。お役に立つことができて光栄です。飛高さんも喜びますよ」

　笑顔の花を咲かせる愛らしい初音を想像して言うと、大崎さんはなにか思い出したのか、「そうそう」と話し始める。

「飛高さん、とても素敵な方ですよね。父へのプレゼントを選ぶとき、ちょっと感動したんです」

　どんなやり取りがあったのだろうとキョトンとする俺に、彼女が続ける。

「〝かしづき〟っていうお酒を勧められて、迷わずそれにしたんですけど、霞浦さんは意味をご存じですか？」

　問いかけられ、しばし考えを巡らせる。飛高酒蔵の商品については個人的に興味があって調べたが、確かこれも古語だったはず。

「……手厚く世話をする、という意味の〝傅かしづき〟でしょうか？」

「すごい、正解！　そうやって、大事に手間暇をかけて造ったお酒って意味で名づけたものらしいんです」

　今初めて由来を聞いたが、なんとなくそういう意味なのだろうと想像はしていた。当たりだったな、と思いながら頷く。

「飛高さんは、『この〝かしづき〟のように、〝ここまで大切に育ててくれてありがとう〟という意味を込めて贈られるのも素敵だと思います』って提案してくれて。そういう解釈ができる飛高さんが素敵ですよね」

　ふふっと笑う大崎さんの言葉で、俺の脳内は愛おしい彼女で埋めつくされ、強張っていた心が徐々にほぐれていく。

　俺も、初音のそういうところが好きだ。温かみのある考え方ができて、常に誠意を込めて相手を思いやるところが。

「……私もそう思います」

　穏やかな表情で呟いたとき、ちょうどご主人が戻ってきて、話は打ちきられた。

　彼にも軽く挨拶をしてから、レストランに入っていくふたりを見送った。そして俺は中華料理店の状況を確認しに向かう。

　不思議なことに、あれだけ重苦しかったのが嘘のように靄が晴れ、頭の中がクリアになってくる感覚がした。

　俺はどう足あ掻がいても初音のことが好きで、彼女をれっきとした妻にしたい気持ちは変わらない。ならば、それを真摯に伝え続けるしかないんじゃないだろうか。

　落ち込んでいる場合ではない。彼女の気持ちが離れてしまいそうなら、なんとしてでも繋ぎ止めなければ。

　一条社長をどう説得するかも、大崎さんと話したことでいい案が浮かんだ。彼の気持ちを変えられる確証はないが、賭けてみたい。

　萎えかけていた気力を持ち直した俺は、昼食を食べる前に初音に連絡することにした。彼女に頼みたいことができたのだが、それだけでなく無性に声が聞きたい。

　スマホを取り出すと、何件かメッセージが入っていた。朱華からの、一条社長が急遽時間を割いてくれそうだというさっそくの報告と、もうひとつは大和から。

【さっき初音ちゃんに会ったよ。朝羽と朱華のことで誤解してるっぽい】

　そのメッセージを無言で読み上げ、俺の頭の中にハテナマークが飛び交う。

　初音と会った？　朱華とのことで誤解している？

　なぜだ。いろいろと状況が掴めないんだが。こいつの伝え方は端的で簡潔すぎやしないか。

【なにか失言でもしたんじゃないの？　つっても、お前は無自覚だからわからないか】

「無自覚だと？」

　続く文を見た瞬間に眉をひそめ、思わずひとりでツッコんでしまった。

　確かに、失言した自覚はない。だが、それは本当にしていないからだ……と思う。

　だんだん自信がなくなってきて、最近の俺たちのやり取りを振り返ってみる。

　初音は元気こそなさそうであっても、昨夜までは普通にしていて、今朝急に様子がおかしくなった。なにかあったとしたら夜中しかないが、彼女が寝ている間にそんなわけ……。

　黙考していたとき、夜中に朱華と電話をしたことを思い出して、はっとする。あのとき初音は寝ていると思っていたが、もしも気づいていたとしたら、変な誤解をさせてしまったかもしれない。

　彼女が『本当にふさわしい人と一緒になってもらいたい』と言っていたのは、家柄だけじゃなく、俺と朱華が深い仲だと勘違いしたせいでもあったのか。

「本当に無自覚だった……」

　大和の言う通りだと認めた俺は、頭痛がするときのように額に手を当てて、うなだれた。

　これだから、女性のことに関しては鈍いと言われるんだな。

　しかし、自分に落胆するのはこれくらいにして、早く初音の誤解を解かなければ。

　スマホを操作し、逸はやる気持ちを抑えて彼女の番号を表示する。

　俺たちは、事実上とはいえ夫婦なのだ。もう一度ちゃんと話をしよう。

　お互いに育んできたこの恋を、最初で最後の恋にするために。
















心深き友はかく語りき













　家事を済ませたあと、必要最低限の荷物を用意して、泣いてひどい顔をメイクでなんとかごまかし、早々とマンションを出た。

　今日はゴールデンウイークも過ぎた平日だから、新幹線もそこまで混雑はしていないだろう。今からだと昼くらいには着けそうだ。

　突然帰ってきたら皆びっくりするだろうな、と考えながら駅に向かって歩いていたとき、私の横の道路脇に一台の普通車がゆっくり停まる。

　そちらを向き、下がるウインドウの向こうに現れた顔を見て、私は目を丸くした。

「えっ、大和さん!?」

「やっぱり初音さんだ。お久しぶりです」

　緩くうねるミディアムヘアと、口元の髭がセクシーさを醸し出す彼は、微笑んで会え釈しゃくした。

　びっくりした。まさか、こんな道端で大和さんに会うなんて！

　私だと気づいたことにも驚いていると、大和さんはとってもフレンドリーな調子で問いかけてくる。

「どこに行くんですか？」

「駅です。実家に帰ろうと思って」

「そっか。じゃあ乗って。送ってあげますよ」

　さらりと予想外のお誘いをされ、私は「えっ!?」とすっとんきょうな声を上げた。

　まだ会って二回目なのに車に乗せてもらうのは、ちょっと図々しい気がする。

「いえ、悪いですよ！」

「俺も今日休みで、駅方面に向かうつもりだったから遠慮しないで。それに、親友の奥さんなんだし」

　〝親友の奥さん〟というひとことで、つい押し黙ってしまった。今の私には少々胸に刺さる……。

　その隙に大和さんは素早く車を降り、助手席のドアを開けてくれる。ここまでされると断れず、ご厚意に甘えることにした。

　爽やかな香りがする車内に乗り込むと、不思議な緊張感に包まれ、肩をすくめる。

「すみません、本当に」

「いいんだって。それより、なにかあった？　浮かない顔してるよ」

　静かに車を発進させる大和さんは、砕けた口調になってそう言ってきた。彼の観察眼のすごさに、私は驚きつつ感心する。

「大和さん、すごい。ちょっと見ただけでわかるんですね」

「職業柄かな。少なくとも、朝羽よりはそういうことに気づくと思う。あいつ、本当に疎いから」

　含み笑いして言う彼からは、やっぱり朝羽さんと仲がいいことが窺える。

　あの人は昔から疎いんだなと思うとおかしくて、私も笑いがこぼれた。しかし……。

「朝羽と一条朱華のことで悩んでる？」

　突然核心を突かれ、ギョッとして運転席の彼に顔を向ける。

「なんでわかるんですか!?」

「すごいでしょ、俺」

　したり顔をする大和さん。この人はエスパーですか。

　呆気に取られたものの、「なんて、ふたりが元恋人同士じゃないかって噂は俺にも届いてるから、もしかしたらそうかなと思ってさ」と、すぐに明かしてくれた。

　そうか、噂は結構広まっているみたいだし、そうでなくても朝羽さんの親友なら知っていて当然か。

　納得した私は苦笑しながら頷いた。

「本人にはっきり聞けばいいのに」

「そうですよね。でも……怖いです、今は」

　しっかり話し合わなければいけないことはわかっているのに、朝羽さんの本心を聞いて、終わりを告げられてしまったらと思うと勇気が出ない。恋をして初めて、自分がどれほど臆病な人間であるかを実感した。

　俯いていると、大和さんはまっすぐ前を見たまま言う。

「なにも心配いらないと思うよ、俺は」

「どうしてですか？」

「朝羽が女の子のことであれこれ考えてるの、初音ちゃんが初めてだから」

　さらりと口にされたひとことに、私はキョトンとする。

　私が初めて？　あれ、朱華さんは？

「たぶんあいつは自覚してないだろうけど、俺との話で初音ちゃんの名前が何回も出てくるんだよ。中学生みたいで可愛いのなんの」

「嘘……」

　あの朝羽さんが、私のことばかり話しているだなんて信じられない。絶対そういうタイプではないと思っていたのに。

　大和さんはクスッと笑い、詳しく教えてくれる。

「朝羽の口から女の子の話が出たことはなかったから、最初に婚約指輪のことを聞いてきたときは驚いた。『俺は普段もつけられるものがいいと思ってるが、女性はそうでもないのか？』って。俺に聞くなよって感じだけどさ」

　それを聞いて、左手の薬指を見下ろす。

　朝羽さんが悩んで選んでくれたんだと思うと、胸がほんのり温かくなった。この指輪にも彼に対しても、余計に愛おしさが増す。

「他にもいろいろあるから。デートはどこに連れていったらいいかとか、誕生日プレゼントはどういうものが喜ぶかとか」

「誕生日って、まだ半年も先ですけど」

　驚きつつ真顔でツッコむと、大和さんはおかしそうに笑った。そして、当然のように言う。

「とにかく、君のことばっかりなんだよ。朝羽の恋愛脳には、他の女が入る余地なんかない」

　ドキン、と心臓が揺れた。

　大和さんがこんなふうに言いきるなら、朝羽さんの本当に大切な人は、私……？　昨夜の朱華さんとの会話は、なにか理由があってのこと？

　でも、『愛してるよ』だなんて言葉が出てくる流れはそうそうないんじゃ……。

　疑念を振りはらえずにいると、大和さんはハンドルを切りながら言う。

「まぁ、たぶんすぐに解決するだろうから、大丈夫だよ」

　それは他人事のようでいて、なにかを確信しているようにも感じられる言葉。

　なんとなく気になったものの、車はちょうど駅に到着する。結局、私は些細な引っかかりを残したまま、お礼を言って車を降りた。




　大和さんと別れ、チケットを購入して新幹線に乗り込むと、寝不足のせいですぐに睡魔がやってきた。おかげで地元の駅に着くまでの約一時間半は、あっという間に過ぎていた。

　緑が豊かで、夏は避暑地として観光に訪れる人も多い地に降り立つと、東京とは違う涼しさの風がそよいでいる。それだけで心なしか気分がリフレッシュする。

　すでに懐かしく感じる、比較的栄えた駅前の通りから、徒歩で実家に向かう。酒造りを終えた今は、酒蔵では残されている生酒を瓶詰めする作業が行われていることだろう。

　十五分ほど歩くと、見慣れた土蔵造りの飛高酒蔵の前に女性がいるのが見えた。ベージュのエプロンをつけたその人は、私の母だ。

　私は、ぱっと顔を輝かせて走りだし、暖の簾れんをくぐって中に入ろうとする彼女を呼び止める。

「お母さん！」

「えっ……初音!?」

　こちらに気づき、これでもかというほど目を見開いた母に、私は年甲斐もなく抱きつく。小柄だけれど弾力のある母の身体からは、懐かしく優しいにおいがして、一気に安堵した。

「ただいま」

「どうしたのよ、急に！　びっくりしたわ～」

　驚きながらも嬉しそうな声を上げて、しっかりと私を抱き止めてくれる母に、ちょっぴり嘘をつく。

「ごめん、急遽休みが取れたから。日帰りで夕方には戻るけど」

「そうなの。でもよかった、顔が見られて。元気でやってるのね？　朝羽さんも、ご両親も変わりない？　式の準備も大変でしょう」

　身体を離し、私の肩を掴んで正面から顔を覗き込んでくる彼女の言葉に、少々ドキリとする。

　朝羽さんのためを思うなら、父と母に『婚約を破棄したい』と私から言うべきなのかもしれない。昨日から巡らせていたその考えが一瞬膨れ上がる。

　ここで結婚をやめても、一条社長は援助をしてくれるらしいことを言っていたから、飛高酒蔵は守れるはず。もともと両親は私を結婚させることを快く思ってはいなかったし、きっと反対はしないだろう。

　朝羽さんを愛しているのなら、身を引くべき。そう、頭ではわかっているのに――。

「……大丈夫。皆、元気だよ」

　笑顔で取り繕う私の口は、その返事しかできなかった。そして、すぐに罪悪感と自己嫌悪に襲われる。

　私って、本当にズルくて弱い人間だ。結局、朝羽さんと別れたくないという自分の気持ちを優先しているんだもの。

　安心したように笑う母を見て、さらに胸が痛む。

「そう、よかったわ。時間のある限り、ゆっくりしていって」

　優しく声をかけられると共に、背中に手を当てて促される。肩を落としつつも、馴染み深い店の中に足を進めた。

　レトロな雰囲気の店内には、ここでしか買えない日本酒がずらりと並ぶ。見慣れた風景で心に落ち着きを取り戻せるかと思いきや、レジカウンターに立つ人物と目が合った瞬間、ギョッとした。

「えっ、初音!?」

「真琴ぉ!?」

　驚愕するお互いのすっとんきょうな声が店内に響き渡る。ちょうどお客さんがいなくてよかったけれど、それどころじゃない。

　居酒屋うらうらの看板娘が、なぜうちのエプロンをつけてレジに立ってるわけ!?

　真琴がオバケでも見たかのような顔で、おそらく同じ顔をしているだろう私に叫ぶ。

「なに急に帰ってきてんのよ！」

「いいじゃん、実家なんだから！　ていうか、なんで手伝ってるの!?」

　威勢がよかった彼女は、急に頬をほんのり染めて「これは、その」と、もごもごし始める。

　いったいどういうことなのかと眉をひそめていると、母が上機嫌で説明してくれる。

「ゴールデンウイーク、忙しくて、真琴ちゃんにちょっと手伝ってもらったらすごく具合がよくてね。今もたびたび来てもらってるの。花嫁修業にもなるしね～」

「花嫁修業……？」

　意味深すぎるその言葉を繰り返して、真琴をじっと見つめれば、彼女はりんご飴あめくらい真っ赤になって俯いていた。

　ぽかんとする私をよそに、母は「お父さんたちを呼んでくるわね」と言って、蔵のほうへ向かっていく。その隙に真琴に近寄り、問いただす。

「真琴、どういうこと？」

「じ、実は……」




　それから、真琴がものすごく恥ずかしがりながら打ち明けた話に、私はその瞬間だけ自分の問題も忘れて、喜びの悲鳴を上げた。

　だって、つい先日、兄と正式に付き合うことになったっていうんだから!!

　どうやら、彼がうらうらでひとり泣いていたあのとき、真琴が慰めて、そこからふたりの仲は急接近したらしい。あの瞬間に恋に落ちたんじゃなくて、きっとふたりともとっくに落ちていたんだろう。ただ、友達の枠を超えるきっかけがなかっただけ。

　そうしてめでたく恋人同士になれたこともあって、真琴は販売の手伝いをしているということなのだ。しかも親公認で。

「よかったね～、本当によかった～！　やっと結ばれたかぁ」

「しつこいよ、初音」

　興奮冷めやらぬ私に反して、相変わらずツンとしている真琴だけど、いまだに顔はりんご飴状態だ。

『店番はしているからいいわよ』と気を使ってくれた母に甘えて、今は自宅の居間で昼ご飯をもらっている。父は営業に出なければいけないらしく、先ほどお互いの元気な姿を確認して、近況を軽く報告し合ってから出かけていった。

　日本酒の売り上げは右肩上がりらしい。父たちの日々の営業に加えて、ベアティチュードでの販売や宣伝が功を奏しているようで、ひと安心だ。

　そして、肝心の兄は……。

「いやー、俺の中で初音が不動の一位だったのに、それを覆す子がこんな身近にいたとはね」

　私を見て大喜びしてくれたものの、いつもならハグをかましてくるはずの兄はだいぶおとなしくなり、今は真琴の頭をぽんぽんと撫でている。彼女は座布団の上で膝を抱えて小さくなり、頭にタオルを巻いている兄を睨みつけた。

「……今、付き合ったことを激しく後悔してる。恥ずかしすぎて死ぬ」

「こういうところが最近、可愛くてしょうがないんだよ」

　満足げな兄に頭をぐりぐりと撫で回され、真琴はしばらく顔を上げることができずにいた。

　彼の言う通り、乙女な真琴は本当に可愛いよ。

　ふたりのこんな様子が実際に見られるとは。ずっと望んでいたことだからものすごく嬉しいけれど、なんだか不思議な気分でもある。

「なんで今までくっつかなかったんだろってくらいラブラブだね」

　こたつテーブルを挟んで私と向かい合って座るふたりを、珍しいものを観察するかのようにまじまじと見ながら呟くと、兄はおにぎりに手を伸ばして言う。

「俺が初音離れできたからかもしれないな。嫁候補もできたことだし、飛高酒蔵は任せろ」

　この人といい、お母さんといい、真琴を未来の嫁にする気満々だなぁ。当の本人も、終始恥ずかしそうにしてはいても異論はないようだし、案外さっさと結婚しちゃったりして。

　私はほくほくした気分で、しばらくふたりのノロケ話をおかずにしてご飯を食べていた。

　それが一段落したあと、ようやく平静を取り戻した真琴が私に話を振る。

「で、初音はどうしたのよ？　突然帰ってくるなんて、なにかあったんでしょ」

「わかった。マリッジブルーってやつだろ」

　ふたりに指摘され、現実に引き戻された私は、力なく笑って箸を置いた。

　そりゃあ変に思うよね。あまり心配をかけたくないから全部は打ち明けないにしても、少しだけ吐き出してみようか。

「……大切な人の幸せと、自分の幸せ、どっちを優先するべきなのかな」

　大まかな悩みをぽつりとこぼすと、ふたりはキョトンとする。

　さすがにこれだけではなんのことやらわからないか、と次の言葉を探していたとき、兄が口を開く。

「それは、やっぱり大切な人なんじゃねーか？」

　彼なりの率直な意見に私も頷いたものの、兄は「でも」と続ける。

「それって結構難しいじゃん。自分に余裕がないと、人の幸せってなかなか願えないものだと思うんだよ」

　おバカ発言が多い兄にしては、私の現状を見事に言い当てている。私は思わず真顔になった。

「だから、大切な人を幸せにするために自分も幸せになる。これがベストだな」

　ニッと口角を上げる彼の言葉で、いくらか気持ちが軽くなり、笑みがこぼれた。

　自分も幸せになる、か。確かにそれが一番であるに違いない。

「しろちゃんらしいね」

「本当、シローさんらしいアホな回答」

「あぁん？」

　黙って聞いていた真琴がいつもの冷静さで口を挟み、兄はぎゅっと眉根を寄せる。

　彼女は兄の睨みなどものともせず、私の心情を代弁してくれる。

「自分の幸せを取ったら、大切な人が幸せになれないんじゃないかって、初音は心配してんのよ。ねぇ？」

「そ、その通りです」

　すごい。やっぱり真琴は全部見抜いていらっしゃる。

　親友の理解力を尊敬していると、彼女は真剣な顔で私に向き直り、落ち着いた声で問いかける。

「初音の大切な人っていうのは、朝羽さんのことよね？」

「うん……」

「じゃあまず、彼の幸せってなんなのか、ちゃんと理解してる？　初音の幸せを犠牲にしてでもそれを掴みたいって、朝羽さんは思ってるのかな？」

　真琴の問いに、即座に答えることはできなかった。朝羽さんはどう考えているのか、大事な根本的なところをわかっていないことに、はたと気づかされたから。

「幸せかどうかを決めるのは自分自身でしょ。初音が〝これが彼の幸せだ〟って思っていても、本人にしてみたら違うかもしれない」

　淡々と指摘され、私は目から鱗うろこが落ちたようだった。

　朝羽さんは、私ではなく朱華さんと結婚したほうが幸せなのだろうと決めつけていた。彼の気持ちを無視して。

『自分の意志で、あなたを愛しているから一緒になりたいと思っている』

　彼を愛しているのなら、身を引こうとする他に、その言葉を信じる選択肢だってあったはずなのに。

「相手がなにを望んでるのかをちゃんと知りもしないで勝手な考えを押しつけるのは、ただの自己満足。ひとりよがりよ」

　厳しくも的確な言葉が胸に突き刺さる。だが痛みは一瞬で、ワクチンのように自分の中に取り込まれていくのを感じた。

　真琴の言う通りだ。私は自分が傷つくのが怖くて、逃げていただけ。それにもかかわらず、彼の幸せを優先したいだなんて生意気にもほどがある。

　私がするべきことは、怖がらずにしっかり朝羽さんの話を聞いて、受け入れることだったのだ。こんな簡単なことがわからなくなっていた自分に呆れる。

　自分の愚かさを理解して、なんだか憑つき物が落ちたみたいに肩の力が抜け、一気に涙が溢れてきた。

　兄は「泣かしたー」と言って、真琴にじとっとした視線を送っている。彼女は睨み返し、嗚咽を漏らす私のそばにやってくる。

「っ……私、本当バカ……」

「あんた、これが初恋なんでしょ？　恋に恋してる状態になるのも仕方ないって。ひとつ勉強したと思って元気出しな」

　ぽんぽんと優しく背中を叩いてくれる真琴の手が温かい。さっぱりとした励ましにも救われる。多くを語っていないのに、私が抱える問題点を見抜く彼女には、本当に感服する。

「なんで真琴って、全部お見通しなの～」

「さあね。あんたのこと、好きだからじゃない？」

「うぇ～」

　さらっと嬉しいことを口にしてくれちゃうから、余計涙が止まらなくなる。真琴が男だったら確実に惚れてるよ。

　泣きじゃくる私の肩を抱く男前な親友は、なにげない調子で補足する。

「あぁ、あと、シローさんのアホな考え方も好きだけどね」

　そのひとことで目をぱちくりさせる兄。そして、「ときどき素直になるまこっちゃん、可愛すぎねぇ？」と真顔で言う。

　真琴はまた頬を赤く染め、私は泣きながら笑った。

　ふたりのおかげで、朝羽さんと話す決心がついた。

　どんな真実でも受け止めよう。ボタンをかけ違えているのなら直さなければ。




　昼ご飯を食べ終えてから、私はひとり二階の自室で、あるものを探していた。

　本棚の奥から取り出したのは、色いろ褪あせた手帳サイズのシンプルなノート。祖母の日記だ。

　これを開くのは何年ぶりだろうか。だいぶ長いこと本棚に眠らせていたが、久しぶりに読んでみたくなったのだ。

　カーペットの上に座り、厚みのある表紙をめくろうとした、そのとき。

「……ん、電話？」

　バッグの中で着信音が鳴っていることに気づき、日記をテーブルに置いてスマホを取り出した。ディスプレイに表示された名前を見て、心臓が揺れ動く。

　朝羽さん、だ。話したいと思っていたけど、帰ってからのつもりでいたから緊張してしまう。彼は仕事中なのに、なんの用事だろう。

　速くなる鼓動を宥めつつ、とりあえず〝応答〟をタップする。

「……もしもし」

『初音』

　名前を呼ぶ低く優しい声色が鼓膜を揺らした瞬間、心の奥から熱いなにかが込み上げる感覚がした。

　あぁ、私はやっぱりこの人が大好きだ。そう実感して、胸がきゅうっと縮まる。

『ここのところ、悩ませてすまなかった』

「いえ……！　私のほうこそ、ごめんなさい」

　朝羽さん、私が悩んでいることに気づいていたの？と意外に思いつつ、私は無意識に首を横に振り、ぺこりと頭を下げて謝った。

　ちょっぴり気まずくもあり、仲直りの兆しが見えそうでもある。ぎこちなさが残る私たちの中に、新緑の間を抜けてきた心地いい薫くん風ぷうが吹き込んだようだった。

　わずかな沈黙のあと、朝羽さんが息を吸い、事務的な調子でこんなことを切り出す。

『突然で悪いが、あなたに頼みたいことが三つある』

「え？」

『まずひとつ目。今夜七時頃までに東京駅に来られるか？』

　唐突に頼み事をされ、私はぽかんとした。

　これが朝羽さんの用事だったらしい。それにしても、朝の出来事がまるでなかったかのような、この普通さ……さすがというか、なんというか。

　密かに苦笑いして、棚に置いてある時計を見やる。まだ二時前だし、七時なら余裕で間に合う。

「はい。大丈夫です」

『じゃあふたつ目。娘の幸せを願っているが、素直になれない父親に日本酒を贈りたいから、初音が飛高酒蔵で一本選んできてほしい。種類は、大吟醸で』

　なんだか細かい指示をされ、目をぱちくりさせる。

　娘を大切に思っている父親へ贈る日本酒、か……。

　頭の中でいくつか思い浮かべる。それを買うこと自体は容易いけれど、いったいなんの目的があってのことなのだろう。

「わかりました。でも、なんでですか？」

『理由は後ほど』

　先延ばしにされて眉をひそめるも、『あと……』と続ける彼が、さらに突拍子もないひとことを口にする。

『朱華は、俺が寝起きが悪いことを知らない』

「へっ？」

　三つ目の頼み事をするのかと思いきや、いきなり朱華さんの名前が出され、心臓が波打った。

　なにを言いだすのかと、彼の考えがまったく読めず困惑する私の耳に、落ち着いた声が響き続ける。

『目覚まし時計を四個かけていることも、ゴーヤが嫌いなことも、どんな愛の言葉を囁くかも知らない。俺がすべてをさらけ出すのは初音の前でだけだ』

　……荒立ちそうだった鼓動が、次第に心地いいさざ波にも似たドキドキへと変わっていく。

　朱華さんとの詳しい事情はわからなくても、朝羽さんの言葉が今はすんなりと心に沁み込んでくる。きっと、これは出まかせではないはずだと。

　なんだか胸がじんとするのを感じて黙りこくる私に、彼は真剣な声で『三つ目の頼み』と告げる。

『俺のもとへ帰ってきてくれ。そして、二度と離れないで』

　――じわっと、急激に瞳に熱いものが込み上げた。

　そうだ、朝羽さんは自分の気持ちを正直に口にする人じゃないか。どうしてそれを忘れてしまっていたのだろう。

　もう疑ったりしない。私たちの望みは、きっと同じだと信じよう。

　涙声で「はい」と返事をすると、電話の向こうで、大好きな人が優しく微笑むのがわかった。
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　ちょうどいい新幹線の時間まで、家族や真琴と談笑したり、店や酒蔵の様子を見たりして過ごした。もちろん朝羽さんに頼まれた日本酒を買うのも忘れずに。

　心休まる実家で皆と話したことで、だいぶ気持ちがすっきりした。自分のダメなところも見つめ直せたし、やっぱり帰ってきてよかったと思う。

　皆にさよならをして新幹線に乗り込むと、窓から黄たそ昏がれの街並みを眺める。大好きな地元とも、またしばしのお別れだ。

　そして、先ほど読むのを中断したため持ってきた祖母の日記を開き、じっくりと目を通し始めた。




　東京駅に着く頃にはあたりは薄暗くなっていて、駅構内も帰宅ラッシュで混み合っていた。

　改札を抜け、人混みの中をキョロキョロと見回す。朝羽さんが『できる限り早く仕事を切り上げて待っている』と言っていたから。

　彼の姿を見つけるのは、さほど難しくなかった。スマートなスーツ姿、長めの前髪を流したセクシーな黒髪、目を奪われる美麗な顔立ち。私には、彼を形作るすべてがひと際輝いて見える。

　心ごと引き寄せられ、彼だけを見つめて一直線に駆け寄った。

　私を見下ろす表情は普段通りクールで、電話では穏やかに感じたが実は怒っているのかもしれない、と不安がよぎる。

「朝羽さん……あの、今朝は本当に――」

　気まずさを感じつつ、とりあえずもう一度謝ろうとした瞬間、ぐっと手を握られた。驚いて言葉が喉に詰まる。

「時間がない。急ごう」

「えっ!?　ちょっ……！」

　戸惑う私に構わず、彼は手を引いてどんどん歩いていく。

　なに？　どこに行くの？　ほんのちょっとだけ、感動の再会を果たせるかも、なんて乙女な期待もあったのだけど、やっぱり甘い展開にはならなかったわ。

　困惑しつつ駅の外へ連れ出されると、駐車場に停めてあった朝羽さんの愛車に乗り込んだ。どこかに向かってさっそく発進する中、彼はようやく事情を教えてくれる。

「急遽決まったんだが、これから一条親子と食事をする。忙しいふたりだから、今夜を逃したら当分時間が取れないらしい」

「えぇっ……私も一緒に、ですか!?」

「あぁ。初音にはその日本酒の説明をしてもらいたい。一条社長は大の日本酒好きだから、きっと気に入るはずだ」

　これからのことを聞いてギョッとしつつ、抱えた日本酒の瓶を見下ろす。

　〝娘の幸せを願っているが、素直になれない父親〟というのは一条社長のことだったらしい。これを買ってきてほしいと頼んだ目的は、彼のご機嫌取りのためだったのか。

　それにしても、朱華さんも一緒となると、いろいろな意味で緊張する。修羅場になったりしないよね……。

　胸をざわめかせながらも「わかりました」と返事をした。朝羽さんは前を見据えたまま確認する。

「初音も、俺が婚約破棄をしないかと迫られていることは知っていたんだな？」

　やはり、彼は気づいていたらしい。はっきりと確認され、私も正直に「はい」と頷いた。

「不安にさせたくなくて、黙っていて悪かった。でも、ここできっぱり断る」

　力強く断言する朝羽さんに目を向ける。

　私を選んでくれて、素直に嬉しい。彼の気持ちも本物だと信じられる。しかし、本当にそれで後悔しないだろうか。

「……いいんですか？　協力してもらえるチャンスを捨てても」

「どれが必要なチャンスか、俺はちゃんと見極められるよ。今回は不必要だと最初から判断していた」

　あっさりとそう言った彼は、わずかに憂いを帯びた目線をこちらに移す。

「それより、初音を失うことのほうが何倍もつらい」

　――ぎゅうっと胸が苦しくなった。力強く抱きしめられたみたいに。

　感極まって唇を噛みしめ、俯く私の火照る頬に、彼の左手がそっと触れる。

「全部片づいたら、あなたを目いっぱい愛すから。もう少しだけ待っていて」

　闇夜に淡く輝く月を思わせる、甘く優しく、少し妖艶な声色が耳に流れ込んできて、私はたまらなくもどかしい気分になるのだった。




　そのあと、昨夜の朱華さんとの電話はすべて私の誤解だとわかり、早とちりしてしまった自分に呆れた。

　それもつかの間、わずか五分ほどで目的地に到着。お見合いをしたときのような高級料亭だ。今日の服装がたまたま上品なワンピースでよかった。

　着物姿の女将おかみさんの案内についていくと、障子の向こうの個室でなにやら言い合っている声が聞こえてくる。

「どうして反対ばっかりするのよ!?　彼のこと、よく知ろうともしないで！」

「バーテンダーなんて、酒と会話で客の機嫌を取るホストみたいなもんだろう」

「全っ然違うから！　あー、今の偏見発言、録音しておけばよかった」

　これは、もしかしなくても朱華さんと一条社長？

「……なんか、騒がしいですね」

「やっぱり揉めていたか」

　小声で言うと、朝羽さんはやれやれといった調子でため息交じりに呟いた。そして、彼らの代わりに女将さんに謝ったあと、私に耳打ちする。

「実は、朱華が恋人を連れてくると言っていたんだ。この機会に一条社長に会わせて交際を認めてもらうって」

「え、そうだったんですか!?」

　朱華さんって、本当に恋人がいたんだ。しかもさっき、バーテンダーがどうのって言っていたよね。週刊誌で彼女が噂されていた〝某高級ホテル関係者〟っていうのは朝羽さんではなく、まさか……！

　私が知っているバーテンダーはひとりだけなので、どうしても彼が思い浮かんでしまう。

　勝手に予想して、口元を手で覆っていると、聞き覚えがある声が響いてくる。

「お義父さん、僕は誠実です。朱華さんを悲しませたり、ましてや不幸にしたりなど決してしませんよ」

「自分で自分を誠実だと言うやつほど信じられん……というか、私は君の父親になった覚えはない！」

　どこかで聞いたセリフが飛び出し、つい吹き出しそうになった。

　そんな私をよそに、朝羽さんが障子を開ける。騒がしかった室内が一瞬静まり、こちらに皆の視線が集中する。

「こんばんは。遅れて申し訳ありません」

「あぁ、朝羽くん……！」

　ようやく話がわかる人が来てくれた！という様子の一条社長が、脱力しながら息を吐き出した。

　しかし、私もいることに気づくと、彼の表情がわずかに強張る。ドキリとしつつ、私も「こんばんは」と頭を下げた。

　座敷に座る社長の隣には、間近で見ると美しさの迫力がハンパじゃない朱華さんがおり、彼女の向かいに予想通りの大和さんがいる。

　今朝ぶりの大和さんは、険悪ムードの中にいるのにまったく動じておらず、私と朝羽さんに余裕の笑みを向けた。

　大和さんの車で送ってもらったとき、『すぐに解決するだろうから、大丈夫だよ』と彼が確信していた理由が今わかったわ。だって、自分が朱華さんの恋人だったんだもの。まさかこんな繋がりがあったとは。

　内心で呆気に取られていると、朱華さんもコロッと笑顔に変わり、私に気さくに話しかけてくれる。

「きゃー！　可愛らしい婚約者さん！　はじめまして、一条朱華です」

　一条親子と向き合う形で、大和さんの隣で膝をつくと、私も丁寧に挨拶する。

「飛高初音と申します。ドラマ、拝見しています」

「本当!?　嬉しい～ありがとう！」

　テレビから受けるイメージと変わらず、天真爛漫そうな印象の彼女は、とても綺麗で嬉しそうな笑顔を見せてくれた。

「ドラマ、どう？」と感想を聞きたがる朱華さんを、一条社長はわざとらしい咳せき払ばらいをして遮る。ムッとする彼女はさておき、一条社長は向かいに座った朝羽さんを見て口を開く。

「初音さんを連れてきたということは、私の話を断る気かな？」

　一条社長は運ばれてくる料理に目もくれず、さっそく核心を突いてきた。

　私の心臓はドクドクと騒ぎ始める。しかし朝羽さんはまったく動揺せず、その瞳で彼をしっかり捉えて返事をする。

「そうです。大変申し訳ありませんが」

　揺らぎのない声が、ぴんと張りつめた空気の漂う和室に響き渡った。

　ハラハラして成り行きを見守っていると、一条社長が小さく息を吐き出す。

「君がやりたいと言っていたレストラン経営、開業費用はかなり高額になるだろうし、利益が低い業種だ。それをこちらでカバーするだけでは不満かね？」

　冷静に、威圧感のある声色で再度確認されると、こちらのほうが萎縮してしまいそうになる。

　しかし、それをものともせずに反論するのは、ムスッとしている朱華さんだ。

「あのねぇ、今、朝羽は事業のことはどうでもいいのよ。大事なのはお金ばっかりじゃないんだから」

「そんなのは綺麗事だ。お前は世間知らずにもほどがある」

「なんですって～!?」

　またしてもバトルが始まりそうになり、私はひとりあたふたしてしまう。そのとき、朝羽さんが「一条社長」と呼び、ふたりの言い合いを中断させた。

　ひとまず黙った一条社長を、朝羽さんは凛とした表情で見つめて告げる。

「どれだけいい条件をいただいても、初音がいなければ意味がないのです。私が目指すレストランは、彼女がいてこそ成り立つものなので」

　私がいてこそ成り立つ？

　それはどういうことなのか、真意を推し量ろうとして隣を向いた。

「私の夢は、飛高酒蔵の日本酒に合った料理を考案して提供する、日本で唯一の店を作ることです」

　次いで語られたのは、予想外の事実。私は彼の横顔を映す自分の目を、丸くすることしかできない。

　朝羽さん、飛高酒蔵を主役にしたレストランを作ろうとしていたの？　私たちの酒蔵を守って、さらに繁盛させるために……？

『初音は、俺にいろんなものを与えてくれてるよ。愛おしい気持ちとか、癒しとか、新しい夢までもらった』

　以前、朝羽さんが言っていたこの言葉の意味を今やっと理解し、彼の気持ちも初めて知って、心の奥から熱いものが込み上げた。

　意表を突かれた顔をする一条社長に、朝羽さんは付け足す。

「料理以上に、日本酒を楽しむための店にしたいと考えています。初音なら、お客様にぴったりの酒を選ぶことができる。好みや味の希望に合わせるだけでなく、その人の心情に寄り添って選ぶことも」

　そんなことを言われたのは初めてで、私はぽかんとする。

　好みや味で日本酒を勧めることは当たり前にしていても、人の心情に寄り添うなんてたいそうなことをしていた自覚はない。

　ただ、どんなときに飲むつもりで買おうとしているのかとか、贈り物ならこの人はどんな気持ちを込めて贈ろうとしているのかとか、そういった部分は自然と読み取ってアドバイスしていた。

　朝羽さんは私の些細な心配りを見て、仕事の面でも認めてくれていたのか……。

　密かに感激していると、彼はこちらにスッと目線を向け、ふわりと微笑む。

「初音のその豊富な知識や感性は、お客様だけでなく私の心も豊かにしてくれる。私には、彼女の存在が必要不可欠なのです。仕事でも、人生においても」

　――きっぱりと言い放たれた言葉で、じんわりと目頭が熱くなる。自分がこんなにも必要とされていたのだと知り、胸がいっぱいになった。

　唇を結んで瞳を潤ませていると、社長に向き直った朝羽さんが言う。

「今日は、一条社長に見合った酒を彼女に厳選してもらいました。どうぞお召し上がりください」

　私が持ってきた日本酒を手で示された瞬間、あることがひらめいて、緩んだ涙腺が引きしまった。

　朝羽さんが一条社長にふさわしい日本酒を買ってくるよう指示したのは、単なるご機嫌取りじゃなく、お酒を通して社長に私なりのメッセージを伝えてほしいからなのではないだろうか。社長の心情に寄り添えたら、かたくなな考えを変えてもらえるかもしれないと考えて。

　ぱっと彼を見上げれば、頼もしい表情で私の考えを肯定するように小さく頷いてくれる。なにも打ち合わせていなくても、意思の疎通ができた気がした。

　私は箱から黒い瓶を取り出し、「お注ぎします」と言って席を立つ。一条社長のそばに歩み寄って畳に正座し、お酌をするため瓶を差し出した。

「どうぞ。飛高酒蔵の日本酒の中で最高峰の大吟醸酒です」

　大吟醸とは、醸造アルコールを添加した日本酒の中で最高ランクのもののこと。このお酒は雑味がなく、すっきりとした味わいが特徴で、特に四十代以上の方に根強い人気を誇っている。

　硬い表情をする一条社長が手に取ったお猪口に、澄んだ液体を注ぐ。

　それを口につける直前に、香りを確かめた彼がピクリと反応を示した。そしてひと口含むと、強張っていた表情が一気にほぐれるのがわかった。

「これは……」

　ぽつりとこぼした彼は再びお猪口に口をつけ、しっかりと味わったあとに、感心した様子で頷く。

「こんな大吟醸は飲んだことがない。芳醇な香りがして、辛口なのに角がなく、深みと甘みがある。バランスが完璧だ」

「ありがとうございます。こちらは〝さきはひ〟という名前のお酒です」

　予想以上にいい評価をもらえて、私も自然と口元がほころび、嬉々として説明を始める。

「〝さきはひ〟とは〝幸い〟の古語です。花が咲くの〝咲き〟と、地を這うことの〝這ひ〟。あたり一面に花が開き、実を結んで、根が地を這って広がるように、人々に心地よさや収穫の喜びをもたらす状態を、こう呼んだのだそうです」

　このお酒で喜びを感じてほしい。その願いを込めて、情緒溢れる大和言葉で名づけたのが由来だ。

　すると朱華さんが納得した様子で頷き、私に微笑みかけてくれる。

「そんな言葉があったのね。確かに、綺麗な花を見るだけで気分がよくなるわ」

「はい。そういう気持ちって伝でん播ぱするものだと思うんです。たとえば、大切な人の幸せな姿を見ると、自分も幸せを感じることができますよね」

　朱華さんから一条社長へと目線を移し、今回の件で自分が感じたことを、正直に伝える。

「私は、朝羽さんが幸せであるためには、自分が身を引いたほうがいいのではないかと悩んでいました。今、社長も朱華さんのためにと交際を反対していらっしゃるのだと思います。ですが、その人が幸せかどうかは本人にしかわかりません」

　神妙な顔で私と視線を合わせた一条社長に、「今日、私も親友に教えられたんです」と補足し、苦笑を漏らした。

　きっと、この人も根本的な部分は私と同じなのだ。大切な人に幸せであってほしいのに、自分の勝手な考えにとらわれている。

「朱華さんの幸せは、朱華さんが決めるものです。彼女の選んだ人生を応援することが、彼女にとっての〝さきはひ〟に繋がるのではないでしょうか」

　彼の心に少しでも響くものがあってほしいと願いながら、語りかけた。

　それが届いたのか、彼の表情からは険しさが消え、伏し目がちになってなにかを考えている。

　しばし静寂に包まれる中、大和さんが一条社長に向かって口を開く。

「朱華さんのこと、心配していらっしゃるのは充分わかっています。だからこそ、僕たちの交際をしっかりと見守っていただけませんか？　初音ちゃんの言う通り、それが僕たちにとっての〝さきはひ〟です」

　ちらりと私に目配せして微笑んだ彼は、揺らぎのない声でそう訴えた。朱華さんも、朝羽さんも、彼に同調するように一条社長を見つめる。

　皆の視線を受ける一条社長は、ひとつゆっくりと息を吐き、まず朝羽さんに視線を向けて話し始める。

「……実は、朝羽くんが条件を受け入れるつもりがないということは、霞から連絡があって聞いていた。だから、今日は君の気持ちが本物かどうかを確認しに来たんだ」

　その言葉は意外だったらしく、朝羽さんはわずかに目を大きく開いて頷く。

「そうでしたか、父が……」

「昔の霞ならこういう話にはすぐに飛びついていたし、君たちも政略結婚なら可能性があるかと思ったが、さすがにそうはいかなかったな。ふたりがちゃんと愛し合っていることもよくわかったよ」

　苦笑交じりに言われ、私は一瞬朝羽さんと視線を合わせたあと、恥ずかしくなって俯いた。

　お義父様も朝羽さんも、誘惑に流されることがなくて本当によかった。引き続き飛高酒蔵を贔ひい屓きしようとしてくれていることにも感謝しかない。

　一条社長は私たちに「悩ませて申し訳なかった」ときちんと謝ってくれて、ようやく心の底から安堵した。

　そして一条社長の鋭い瞳は、今度は大和さんへと向けられる。

「大和くん、といったな」

　突然名前を呼ばれ、背筋を伸ばす彼に、一条社長は厳しい表情で告げる。

「朝羽くんの友人でもあるし、ひとまず君を信じることにしよう。だが、娘を悲しませたら承知しないぞ。不幸にすることがあれば、君を地獄に叩き落としてやるからな」

　恐ろしい言葉が響くも、今この場にいる皆の表情が、みるみる明るくなっていく。ふたりの交際を認めてくれたのだから。

　よかった……気持ちを変えてくれたみたい。

　朝羽さんに目をやると、彼は〝よくできました〟というふうに、優しく微笑んでくれた。

　朱華さんは驚きと共に、じーんとした様子で「パパ……」と呟く。大和さんも、安堵と喜びが交ざった笑顔を浮かべ、しっかりと返事をする。

「肝に銘じておきます、お義父さん」

「だから、君の父親になった覚えは――！」

「はいはい。そこまでにしておかないと、パパラッチにすっぱ抜かれるわよ」

　やはり怒りだす一条社長を、呆れた様子の朱華さんが冗談交じりに宥めた。

　一条社長はまだぶつぶつと文句をつけていて、大和さんはそれを笑顔でかわしている。なんだかんだで良好な雰囲気になっているふたりを微笑ましく眺めていると、朱華さんが膝をついたままこちらに寄ってきた。

　彼女は私の手を両手で握り、若葉を思わせる生き生きとした笑みを見せる。

「ありがとう、初音さん。あなたもお幸せにね」

　心のこもった温かな声をかけられ、私も嬉しさを隠しきれない笑顔で、「はい」と頷いた。




　食事会がお開きになったあと、私と朝羽さんは座敷から見えていた庭園を少し散歩することにした。

　上品にライトアップされた、紅色や紫色の遅咲きのつつじがとても美しい。まさに〝さきはひ〟を感じながら、ふたりで歩幅を合わせてゆっくりと歩く。

　いろいろと伝えたいことはあるものの、まず私の口から出るのはこれだ。

「まさか大和さんと朱華さんが付き合っていたとは……びっくりしました」

「言ってなくてごめんな。俺との繋がりでだいぶ前から顔を合わせてて、付き合い始めて二年くらいになる」

「結構長い付き合いなんですね」

　それにもかかわらず、誰にもバレていないことがすごい。きっと見当違いのゴシップと、朝羽さんのことがカモフラージュになっていたのだろう。

　それにしても、とにかく一条社長に交際を認めてもらえてよかった。私たちのことも納得してもらえたし。

　穏やかな気持ちで、心地いい夜風で髪を揺らす私に、朝羽さんは申し訳なさそうに軽く頭を下げる。

「いろいろと黙っていたせいで悩ませてしまって、本当に悪かった」

「いえ、いいんですよ！　今回のことで、自分がどれだけ臆病でズルい人間かっていうのがわかりましたし」

　真琴にズバリと指摘された昼間のことを思い出し、苦笑いした。

　彼は一心に私を想って、飛高酒蔵のことまで考えてくれていたのに、私は自分のことばかりで盲目になっていた。後悔ばかりが押し寄せ、表情が暗くなってしまう。

「朝羽さんのことを疑って、逃げてしまってごめんなさい。こんな私だけど、これからも朝羽さんと一緒にいたいんです。だから――」

「初音」

　思いのままに言葉を発していたとき、凛とした声に遮られた。

　いつの間にかお互いに足を止めていて、彼は眉を下げる私と正面から向き合う。

「夫婦といえども他人だ。わかり合えないこともあるし、信じられないときもある。それを乗り越えてこそ、本物の家族になれるんじゃないか？」

　優しく諭す言葉が胸に沁みて、なんだか泣きそうになる。

　朝羽さんはこれまでにないほど真剣な表情で、私に言い聞かせるように言葉を紡ぐ。

「初音は俺に、愛することを教えてくれた。今度は俺が、初音にもうひとつのかけがえのない家族を作ってあげたいし、それが自分の望みでもある。あなたがいなければ、俺の幸せはありえない」

「朝、羽さ……」

「結婚を決めたときに誓ったんだ。あなたのご両親にも、志楼さんにも。どんなことがあっても、ふたりで助け合って生きていくと」

　瞳のふちに溜まった涙は、いくつもの雫になってこぼれ落ちた。

　この人は、生半可な気持ちで結婚を決めたわけではなかったのだ。お見合いのときからずっと真面目で、誠実に向き合ってくれている。そんな彼の幸せを、私がいることでもたらしてあげられるのなら、遠慮なくそばにいよう。

　朝羽さんは、頬を濡らす私を優しげな瞳に映し続ける。そして「最終確認」と呟くと、私の左手を取り、両手で包み込む。

　それはまるで、初めて出会ったあの日を再現しているようで――。

「私と、結婚してくださいますか？」

　二回目のプロポーズには、確かな愛が込められているのをひしひしと感じ、同じセリフなのに何倍も嬉しかった。

　くしゃくしゃの泣き顔で頷き、「よろしく、お願いします」と答えた直後、力強い腕でしっかりと抱き寄せられた。

　相思相愛の意味を、初めてちゃんと理解できたと思う今、私たちの新たな目標は、家族になって幸せな人生を送ること。

　朝羽さんとなら、どんな難しいことでも実現できる気がした。




　マンションに帰ると、玄関のドアが閉まった直後から濃密なキスを交わし、寝室に直行した。

　恥ずかしがる間もなく服を剥ぎ取られ、ベッドに押し倒される。荒々しい口づけにも彼の余裕のなさが表れていて、胸がキュンとする。

「こうやって、愛したくてたまらなかった。手加減できそうにない」

「いいですよ、朝羽さんの好きにして……」

　私の口から大胆なひとことがこぼれると、彼の瞳には獣を思わせる力強さが宿り、愛撫も激しさを増していった。

　夜露に濡れた葉のように汗ばむ肌も、切なげで甘い表情も、艶めかしい吐息も全部が絡み合い、愛欲にまみれていく。

　そして、避妊具の袋は開けずに、なんの隔たりもないお互いの熱を感じながら、私たちはひとつになった。

　これからなにが起こっても、すべて受け入れて生きていく心構えはできていることを証明するかのように。




　幸せな余韻に浸りながら、ベッドの中で裸のまま朝羽さんにくっついていると、私の髪を撫でる彼がなにげなく話しだす。

「……自分に妻がいて、子供がいる未来なんて、少し前までは想像できなかった。でも今は、はっきり見えるんだ。可愛い子供と初音が、同じ顔をして笑ってるところが」

　彼の頭に未来の映像が浮かんでいるのだと思うと、嬉しさで胸がいっぱいになる。

「いくつになっても、一緒に笑い合っていましょうね」

　そう言うと、瞳に降りかかる乱れた髪もセクシーな彼が柔らかく微笑み、お互いに唇を寄せ合った。

　甘いキスをして、自分たちが年老いたときのことまで想像しながらまどろみ始めていたとき、ふと大事なことを思い出した。

　新幹線の中で読んでいた、祖母の日記。あれには重大な事実が隠されているのかもしれないんだった。

「ねぇ、朝羽さ……」

　少し身体を起こして話しかけようとしたものの、彼はすでに寝息をたてていて、私は言葉を呑み込んだ。

　相変わらずの寝つきのよさにクスッと笑い、綺麗な寝顔にもう一度キスを落とす。

　このことは明日になったら話そう。ポーカーフェイスの彼もきっと驚くに違いないと想像しながら、私も穏やかな眠りについた。
















老いらくの慕情、結ばれる縁













　祖母の日記を改めて読んだ私は、狐きつねにつままれた気分になった。

　前回読んだのはもう何年も前だったため、記憶が曖昧で、思い違いをしていたり、見落としたりしていた部分が多々あったのだ。

【あなたが幸せならば、私も心から幸せなのです。私たちが別離を選んだことは、正しかったのだと思います】

　祖母の初恋の人が、別の女性と仲良く暮らしていると知ったときのことが書かれていた部分。ここで終わっていたかと思いきや、実は裏のページに続きがあった。




　＊　＊　＊




　あなたの幸せを純粋に願えるようになったのは、私も今が幸せだからです。

　夫はなによりも私を大切に想い、私もまた、同じく彼を愛しています。

　おそらく、想い初めたあなた以上に。

　私たちは別離を選んだことで、お互いに本当の運命の相手に巡り会えたのでしょう。
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　祖母が、初恋の人の幸せを嫉妬することも羨むこともなく喜べたのは、その人への未練はまったくなく、祖父を深く愛していたからだったのだ。

　このことに気づいてからもう一度日記を読み返すと、私は大きな勘違いをしていたことが判明した。

　初恋の人に向けて綴っていたものだと思い込んでいた数々の思い出は、実は祖父とのものだったのだと。

　初めてのデートも、仲違いをしたことも、触れられなくてもどかしい思いをしたことも。すべて祖父との出来事だったのだとわかった瞬間、胸が温かくなって安堵した。政略結婚でもふたりが心底愛し合っていたのが、やはり嬉しかったから。

　さらに、驚くべきものを目にした。

　日記にはセピア色の古い写真が一枚挟まれていて、並んで立つ若かりし頃の祖母と祖父が映っている。それは前も見た記憶があるのだが、なにげなく裏返してみて、文字が書いてあることに初めて気づき、目を疑った。

　写真を撮ったであろう日にちと、【お幸せに】というメッセージ。そのあとに達筆な字で【霞】と、書かれていたのだ。

　これを書いたのは、写真を撮って祖母にあげた人だろうか。だとすれば、この〝霞さん〟は、まさか――。

　信じられない気持ちで朝羽さんに話したところ、お祖父様かもしれないと意見が一致し、お見舞いに行ったときに聞いてみることになった。




　そうして、式の準備の合間を縫って時間を作った五月下旬の今日、朝羽さんの実家近くにある総合病院を訪れた。

　緑豊かで静かな場所に建つ綺麗な病院で、お祖父様がいる緩和ケア病棟は三階にある。外に庭園もあり、日当たりがいいその病棟の特別個室の前に来ると、朝羽さんがドアをノックした。

「はい」と返事が聞こえ、ドアを開ければ、ソファやテーブルを備えたホテルのようにグレードの高い部屋が広がる。その壁側にあるベッドにお祖父様が座っていた。

　綺麗なロマンスグレーで、痩せてはいるが品のいい紳士という雰囲気が漂っている。彼は私たちを見て目を丸くした。

「おや、朝羽じゃないか。久しぶりだな」

「なかなか来られなくてすみません。具合はどうですか？」

「だいぶいいよ。忙しいところ、わざわざありがとう」

　あまり喜怒哀楽を表さない人だとお義母様が言っていた通り、お祖父様はにこりともしない。とはいえ、嬉しそうにしていることはなんとなく感じ取れた。

　お祖父様の視線が私に向けられる。朝羽さんが「婚約者の初音です」と紹介してくれて、私は笑顔で頭を下げた。

「はじめまして。飛高初音と申します」

「君が初音さんか。会えて嬉しいよ。……顔を、よく見せておくれ」

　そう言われてベッドの脇に近づくと、お祖父様はまじまじと私の顔を見つめ、懐かしそうに目を細めてゆっくり頷く。

「若い頃の路みち子こさんに、よく似ている」

　感慨深そうに呟かれたひとことで確信した。やはりお祖父様は、祖母と深く関わりのあった人なのだと。

　それでも、きちんと彼の口から真実を聞きたくて、私は持ってきた日記の間から写真を抜き取りながら言う。

「祖母をご存じなんですね。あの、突然変なことを聞いて申し訳ないのですが……この写真に見覚えはありますか？」

　差し出した写真を受け取った瞬間、お祖父様の顔に驚きが広がる。

「あぁ、なんと懐かしい……！　これは私が撮った写真だ」

　私は不思議で素敵な巡り合わせに感激して、朝羽さんと顔を見合わせた。

　しばし感慨深げに写真を見つめていたお祖父様は、ふいに目線を上げ、穏やかな表情で私たちに問いかける。

「少し、昔話をしてもいいかい？」

「はい。ぜひ」

　私はふたつ返事で頷き、朝羽さんと共に彼の話に耳を傾ける。

　まず飛び出したのは、奇跡のような事実。

「路子さんは、私の恋人だった」

　やはり、そうだったのだ。お祖父様は写真を撮っただけでなく、祖母の初恋の人だった。まさかこんなふうに巡り会えるなんて。

　信じられないけれど、とてもロマンチックな現実にうっとりしてしまう。

「私は彼女が好きで仕方なくてね、ずっと一緒にいたいと思っていたよ。だが、彼女は親の決めた相手と結婚することになった。当時はそれが絶対だったから、私も身を引くしかなかった」

　遠い目をするお祖父様の表情には、心なしか影が落ちていた。私も切ない気持ちになっていると、朝羽さんが口を開く。

「だから、せめて孫の私たちには結ばれてほしいと願って、婚約破棄を反対したんですね」

「え……そうだったんですか？」

　私は思わず朝羽さんのほうを振り向いた。お祖父様も婚約破棄の話を知っていて、反対していたことは今初めて知ったから。

　朝羽さんは、ぽかんとする私に説明してくれる。

「父から一条社長との件を聞いた母が、ここに見舞いに来たときにその愚痴をこぼしたらしい。『婚約破棄をさせようとしてるんですよ。信じられないでしょう』って」

　口を尖らせるお義母様が容易に想像できて、なんだかちょっぴり和む。

　お祖父様は意地悪っぽく口角を上げ、朝羽さんの説明に頷いた。

「そう。だから私が息子に伝えておいてくれと言ったんだ。『朝羽たちを無理やり引き裂くようなことをしたら、霞浦の財産は、びた一文やらんぞ』とな」

「父から一条社長に断りを入れていたのは意外だと思っていたが、そういうことか」

　朝羽さんは腕を組み、呆れた調子で納得していた。

　どうやらお義父様が私たちの味方になってくれたのには、お祖父様が少なからず関係していたらしい。でも、一条社長と話しているときから渋っていたし、決して財産が惜しいというだけで断ったわけではないだろう。

　お義父様が昔は狡猾な人だったのだとあとから聞いて驚いたことを、頭の片隅で蘇らせていると、お祖父様が祖母との思い出話に戻す。

「路子さんが幸せになることを願って、当時はまだ珍しかったカメラでこの写真を撮って渡したんだ。お相手の飛高さんには半ば強引に会わせてもらったんだが、とても人がよさそうで、よかったと思うと同時に悔しかったなぁ」

　切なげな笑みを浮かべる彼は、眺めていた写真から目線を上げる。

「路子さんと別れてから東京に出て、彼女を忘れようと必死に働いた。会社を立ち上げて、軌道に乗せて……。そうしているうちに出会ったのが、私の妻、朝羽の祖母さんだ」

　相変わらず無表情の朝羽さんだけれど、その瞳は穏やかな色を湛えて、お祖父様を捉えていた。

「妻もとてもよくできた女性で、私を心から慕ってくれた。そんな妻に惹かれていくたび、複雑な心境にもなったよ。自分だけが幸せになっているんじゃないかと……」

　徐々に目を伏せる彼の気持ちは充分にわかった。お祖父様は、万が一祖母の結婚生活がうまくいっていなかったとしたら……と心配し、満たされている自分に罪悪感を抱いていたのかもしれない。

　それは杞き憂ゆうなのだと伝えたくて、私は手にしていた日記をお祖父様に差し出す。

「こちらをご覧になってください」

「これは？」

「祖母の日記です。お祖父様に差し上げます」

　目を丸くしてそれを受け取った彼は、興味深げにページをめくり始めた。

「祖母も、最期まで祖父と仲睦まじく暮らして生涯を終えました」

　私がそう伝える間も真剣な眼差しで文字を追っていた彼は、しばらくしてゆっくり顔を上げる。

　その表情は、切なさを滲ませつつも、心の底から安堵した様子で。

「そうか……路子さんも、幸せに生きられたんだな。よかった、本当に……」

　波にたゆたうように、うっすらと滲む涙で瞳を揺らす彼を見て、私も目頭が熱くなった。

　皆、大切な人の幸せを願いながら生きている。その姿がたとえ愚かだったり、滑稽だったりしても、自分以外の誰かの幸福を願えること自体は素晴らしいことだ。

　日記をそっと閉じたお祖父様は、私たちに控えめな笑みを向ける。

「君たちが見合いをすることになったと聞いたとき、神様に感謝したよ。息子が仕事で飛高さんの世話になったと知ったときから数奇な運命だと思っていたが、最後にこんなプレゼントが残されていたとは」

　お義母様が、『お祖父さんね、あなたたちのことを報告したとき、ものすごく喜んでたのよ』と言っていたことを思い出す。私に祖母を、朝羽さんに自分を重ねて、遠い昔に慕情を抱いていたのだろう。

「君たちには、本当に幸せになってもらいたい」

　お祖父様が切実そうに言うと、朝羽さんは彼と合わせた視線を逸らさずに、頼もしい笑みを見せる。

「心配はいりません。私は一生、全力で彼女を守り、愛し抜きます」

　結婚式の誓いの言葉さながらに力強く宣言してくれて、私は胸をときめかせると共に、同じく彼を愛することを誓った。

　お祖父様と、天国にいる祖母のためにも。




　炎暑が続く中、あちこちの家の夏座敷が涼しげな趣おもむきを感じさせる、八月下旬のある日。私はベアティチュードの式場の控室で、鏡に映るオフホワイトの白しろ無む垢くを纏っている自分と向き合っていた。

　結納をしてから約半年。無事この日を迎えられてホッとしている。

　ベアティチュードや、霞浦グループの取引先が集まる会でも正式に婚約を発表し、昨日婚姻届も提出した。私たちは、もうれっきとした夫婦だ。

　霞浦家の嫁の名に恥じない立ち居振る舞いをしなければ、というプレッシャーは日に日に強くなっている。しかし、ご両親との仲は上々だし、なにより朝羽さんが気遣って助けてくれるから、さほど苦労は感じない。

　そのご両親は孫の誕生を心待ちにしていて、私たちも子作りは自然に任せている。夫婦ふたりだけの時間を満喫しつつ、いつ新しい家族が来てくれるかな、と楽しみに待っているところだ。

　そして、飛高酒蔵の日本酒をメインにしたレストランも、着々と実現に向けて動いている。

　なんと、あの一条社長が自らいい物件や料理人を紹介するなど、いろいろと協力してくれているのだ。どうやらうちのお酒を気に入って、純粋にレストランを楽しみにしてのことらしい。

　食事会の日、朝羽さんが私に日本酒を買ってこさせたのは、ここまで見越していたからでは……なんて思ったりもするけれど、まさかね。

　そんなこんなで、大変だが充実した毎日を送っている。

　これからの式も粗相があってはいけない。緊張した面持ちの自分を見つめて気を落ち着かせていると、背後に黒い袴はかまを着た人がゆっくり近づいてくる。

「〝息を呑むほど美しい〟とは、こういうことを言うんだな。目が離せない」

　私が座る椅子に手をかけ、鏡越しに覗き込む朝羽さんは、こちらが照れてしまうセリフを真顔でさらりと放つ。

　自分こそ、紋つき袴姿がどれだけカッコいいかを自覚してほしい。今日しか見られないこの凛々しい姿に、私の胸はときめきの嵐なのだから。

「褒めすぎですよ。朝羽さんこそ、映画から抜け出してきた俳優さんみたいで、隣に並ぶのが恐れ多いです」

「褒めすぎだ」

　お互いに歯が浮くようなことを言っているのがおかしくて、私はひとときだけ緊張を解いて笑った。

　彼を振り仰ぎ、直接視線を絡めれば、愛おしい旦那様が甘く微笑む。

「愛してる以外の言葉が見つからないのが歯痒いよ」

　そっと頬に触れる彼の心情には充分に共感でき、「よくわかります」と深く頷いた。

　微笑み合っていると、スタッフに案内されて母が入ってきた。黒い留袖姿の彼女は、私を見て感嘆の声を上げ、朝羽さんの隣に並んで柔らかく目を細める。

「初音のこんなに綺麗な姿を実際に見ると、感慨深いわね。お父さんも志楼も、会ったら泣きそうだからって、来ないのよ」

「お父さんはまだしも、しろちゃんは泣くね、絶対」

　彼が感極まっておいおいと泣く姿は容易く想像できる。でも、真琴がまた慰めてくれるから心配はいらないだろう。

　私と同じことを想像したであろう母も、クスクスと笑った。

　そして、彼女はスタッフから口紅を受け取り、私としっかり向き合う。支度の最後の仕上げに口紅を塗ってもらう、紅差しの儀と呼ばれる儀式だ。

　母は真面目な顔で、細いリップブラシを私の唇に丁寧に滑らせる。

「……お見合いのときは正直、いい式を迎えられるかどうかわからなかった。家業のために決まった相手と結婚をさせるのは、どうしても罪悪感があったし」

　声のトーンを落としたのもつかの間、口紅を塗り終えた母はすぐに明るい笑みを浮かべる。

「でも、今のあなたはとってもいい顔をしてる。心から好きな人と一緒になるんだっていうのが見て取れるわ。本当に、よかった……」

　顔に出ているのが恥ずかしくなるけれど、彼女が心の底から安堵していることがわかって嬉しい。

　私も、ずっと心の中に留めているだけだったことを、この機会に伝えておきたい。養女の私を、本当の娘のように大事にしてくれたことへの感謝を。

　普段は絶対につけない鮮やかな紅を引いた唇を弓なりにして、母を見つめる。

「お父さんとお母さんには感謝しかないよ。寂しかったり、不自由な思いをしたりすることは一度もなかった。ここまで私を育ててくれて、ありがとうございました」

　丁寧に下げた頭を上げれば、瞳いっぱいに涙を溜める母がいて、私の涙腺も緩んでしまう。

　父と兄にも伝えよう。きっと皆で泣いてしまうだろうから、式が終わったあとで。

　ほろりとしながらも笑い合う私たちを、朝羽さんはそばで優しく見守っていた。




　挙式の時間が近づいてきた。綿帽子を被った私は朝羽さんの隣に並び、裾を引きずらないよう白無垢の褄つまを持って、伝統工芸品が美しい回廊をゆっくりと歩く。

　雅楽の演奏に導かれて神前へと向かう、このおごそかな花嫁行列には、家族や真琴だけでなく、大石さんや梢さん、大和さんも参列してくれている。

　お世話になった皆に感謝しながら、私はお見合いのときと同様、祖母の日記を脳裏に蘇らせていた。

【私は今日、お嫁にゆきます。想い初めたあなたのことは、一生忘れません】

　彼女が結婚するときの気持ちを綴ったこの日記にも、実は続きがある。挟まれていたふたりの写真で、次のページに書かれた続きが隠れていて、私はここでも大事な部分を見逃してしまっていた。

　それに気づいたとき、私と朝羽さんは数々の不思議な縁えにしで結ばれていて、何度も奇跡が起こっていたことを知ったのだ。




　＊　＊　＊




　私は今日、お嫁にゆきます。

　想い初めたあなたのことは、一生忘れません。

　夫となる彼は、私のひび割れた手を見て、「綺麗だ」と言ってくれるような人です。

　この人となら、偕かい老ろう同どう穴けつを全うできるのではないかという、自分の直感を信じることにしました。

　だから安心して、あなたはあなたの人生を歩んでください。




　＊　＊　＊




　――お祖母ちゃん、私も同じなんだよ。私の旦那様も、お祖父ちゃんみたいにすべてを愛してくれる人なの。

　今は亡き人に心の中で語りかけながら隣を見上げれば、彼も私を見下ろし、見つめ合って微笑む。

　私たちの出会いは運命的で、偶然の出来事だ。

　でも、私たちが相思相愛になれたのは、お互いを必要としたからであって、決してたまたまそうなったわけではない。

　これからも悩んだりつまずいたりしながら、ふたりの力で幸せな家庭を築き、未来に縁を繋いでいきたい。

　偕老同穴、共に老い、同じ墓に葬られるその日まで。

　最初で最後の人生を、愛と幸福で満たして生きていきましょう、旦那様。
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　夫婦として相添い始めて一年、あなたはいかなるときも私を愛でてくださいます。

　私はとても幸せで、幸せすぎるから、ときどき不安になるのです。この幸福も一年草の秋コス桜モスのごとく、儚く散ってしまうのではないか、と。

　人を愛すると、人は臆病になるものなのですね。




　＊　＊　＊




　結婚して一年経ったとき、祖母は不安を覚えるほど幸せだったらしい。

　その気持ちはなんとなくわかる。

　今日、一年目の結婚記念日を迎えた私も、もしも私たちが離れ離れになったり、彼がいなくなったりして、この幸せが突然終わってしまわないか……なんて最悪の事態を漠然と考えることがあるから。

　しかし、今はそんな暗いことを考えている余裕はない。ベッドで隙間なくくっつき、愛を確かめ合っている、今は。

「初音、こっちを向いて」

　愛おしい人は呼吸を色っぽく乱れさせながら、両手と両膝をベッドにつく私の腕を軽く引く。なんとか後ろを振り向けば、美しい獣と化した旦那様が、唇を求めて顔を近づけた。

　貪むさぼるようなキスをしたあと、朝羽さんは普段からは想像がつかないほどのセクシーさをだだ漏れにさせ、口角を上げる。

「淫らな顔も可愛い。……もっと感じさせてあげたくなる」

　そのひとことも、この格好も、すごく恥ずかしいのに高揚してしまう。朝羽さんによって、私の中に眠っていたふしだらな自分が目覚めさせられたような感じだ。

　されるがままに体勢を変え、今度は仰向けに寝かされた。私に覆い被さる均整の取れた身体を、とろんとした瞳で見つめ、なんとなく今日のお礼を言う。

「結婚記念日、覚えててくれてありがとう」

　今日は記念日のお祝いで、朝羽さんは本格的な割かっ烹ぽうに連れていってくれて、日本酒に合う料理を堪能してきたのだ。しかも、小ぶりの花束まで用意していたというサプライズつき。

　今日まで記念日の〝き〟の字も出なくて、絶対に忘れていると思っていたから、『これからもよろしく』のひとことをもらえただけでとても嬉しかった。

　思い出して頬を緩める私に、朝羽さんも優しい笑みを向け、身体を屈めて髪を撫でてくれる。

「覚えてるよ、この先もずっと」

　……いつからだろう、彼の言葉は本物だと、無条件で信じられるようになったのは。

　満たされた気分で微笑み合い、幾度となく舌が絡み合うキスをする。そして熱い彼自身を再び迎え入れながら、私は快感と幸せにどっぷりと浸った。




　こうして結婚二年目に突入しても相変わらず、私たち夫婦は仲良く暮らしていて、仕事も順調。朝羽さんが計画しているレストランのオープンも間近に迫っている。

　寒露の時期である十月中旬になると、道端に鮮やかな秋桜が揺れているのをよく見かけるようになった。

　一年草と呼ばれる秋桜は、種を蒔いたその年に花を咲かせ、また種をつけ、枯れてしまう。可愛らしいと思う反面、その儚さを憂い、祖母の日記を思い出す。

　今の幸せがいつか壊れてしまわないか。そんな答えの出ないことを脳裏によぎらせては、少しだけ怖くなる。

「贅沢すぎる悩みね。幸せすぎて怖い、なんてさ」

　久々に里帰りして飛高酒蔵の店内に立っている今、レジカウンターの中にいる真琴が呆れた口調でそう言った。

　今日はレストランの宣伝も兼ねて、ここでイベントをやっているのだ。なんと朝羽さんもうちの法はっ被ぴを着て、父や兄と一緒に店頭で接客をしている。真琴も当たり前のように助っ人として来てくれた。

　イケメン蔵元と呼びたくなる旦那様を眺めつつ、今日もクールな真琴に問いかける。

「真琴はしろちゃんと付き合ってて、なにも悩みはないの？」

「あるよ。シローさんが隙あらばくっついてきてウザいこととか」

「惚のろ気けですか」

　そうツッコむも、付き合って以来ふたりがずっとラブラブでいることが嬉しくて、笑いがこぼれた。

　もう結婚しちゃえばいいのに。冷やかしとかじゃなく、私は本気でそれを願っているんだよ。ふたりのペースがあるから急かさないけれど。

　お節介なことを考えていたそのとき、試飲をしている店の外から楽しげな女性の声が聞こえてきて、私たちは同時にそちらに目をやった。

　おぉ……朝羽さんに、二十代後半らしき女性三人組が群がっている。

　最近では日本酒好きな女性も増え、イケメン蔵元を目当てに酒蔵巡りをしている人もいると聞く。彼女たちもそうだろうか。

　でも、以前ならきっと嫌な気分になっていたに違いないのに、今はなぜかどんと構えていられる。

「ああやって朝羽さんの周りに女の子たちがいても、その点では不安にならなくなったんだよね。不思議なことに」

　お酒の瓶を並べつつ言うと、真琴はゆるりと唇を弓なりにする。

「それはあんたに、愛されてる自信があるからじゃない。いいことだよ」

　彼女の言葉で、なるほど、と思わされた。

　そうか、いつの間にか自信がついていたのか。そうなれたのは、朝羽さんがどんなときも愛を伝えてくれるからだ、きっと。

　自分の成長を感じて、ちょっぴり悦に入っていたとき、母に「先に休憩してきなさい」と声をかけられた。お言葉に甘えて私と真琴はキッチンに向かい、用意されていた昼食を居間のテーブルへ運び始める。

　その最中、落とした箸を拾って立ち上がった瞬間、クラッと立ちくらみがして目の前が白くなった。

　ふらついて壁に手をつくと、真琴がとっさに身体を支えてくれる。

「ちょっと、大丈夫？」

「あ……ごめん。立ちくらみがしただけ」

　心配そうにする彼女に、私は額に手を当てて軽く笑ってみせた。

　実は、ここのところあまり体調が優れない。たいしたことではないのだが。

「最近、身体がだるいし、胃とかお腹が痛くなったりするんだよね。なかなか生理がこないから、たぶんそのせい……ん？」

　自分の言葉で、あることに気づき、動きを止めて考えを巡らす。

　ただ生理が遅れているだけだと思っていたけど、一番ありえる原因って……まさか。

　ほぼ同時に、はっとした私と真琴は、大きく開いた目を見合わせた。




　今夜は、わが家で朝羽さんも真琴も一緒に夕飯を食べることになっている。そして、朝羽さんもお泊まりする予定だ。

　午後七時。こたつテーブルにはたくさんのごちそうと日本酒が並べられていた。その周りに皆が集まったところで、なぜか兄が乾杯の音頭を取り始める。

「今日は皆さんお疲れ様でした！　大盛況だったな。誰かさんのおかげで女子のギャラリーが多かった気がするけど、まぁそれが宣伝効果に繋がってくれればよしとしましょう」

「素直にお礼を言いなさい」

　いまだに朝羽さんを若干目の敵かたきにしている兄に、すかさず母がツッコんだ。朝羽さんは余裕で含み笑いしている。

　確かに、彼はあのあとも女性グループに群がられ、写真を撮ってもいいかとねだられる一幕もあった。芸能人並みの人気にはさすがに動揺したものの、彼は私の肩を抱き、『妻とツーショットならどうぞ』と爽やかにかわしていたのだ。円満解決の仕方に感心する。

　こうやって、大切にされていることをさりげなくも常に感じさせてくれるから、私は大船に乗った気持ちでいられるのだろう。

　和やかな雰囲気の中、突然兄が姿勢を正し、「さて、ここで重大発表があります」と言いだした。その改まった様子に、皆が静まり返って注目する。

　彼の隣に正座している真琴は、俯き気味の顔が、やや赤らんでいるような……。これは、ひょっとして。

「先日、真琴さんにプロポーズをしまして……無事、ＯＫをもらいました！」

　晴れやかな表情で宣言した兄は、自分で拍手する。

　たった今予想した通りの発表に、私は「きゃー！」と口に両手を当てて叫んだ。両親ふたりはこの結婚報告を待ち望んでいたのか、「おめでとう！」と大喜びだ。わが旦那様も、拍手をしながら微笑んでいる。

「おめでとうございます、お義兄さん」

「あんたの兄貴じゃねーっての！」

　うやうやしく頭を下げる朝羽さんに、兄は相変わらず噛みついている。それをよそに、私も興奮気味に喜んでいると、真琴が申し訳なさそうに眉を下げて言う。

「黙っててごめんね、初音。ずっと打ち明けたかったんだけど、シローさんが今日このときまで絶対内緒だって言うから」

「まこっちゃん、なにげに俺には従順でね。そういうとこも好きなんだよなぁ」

　包み隠さずデレる兄。真っ赤になる真琴はいまだに初々しくて、なんだか見ているこっちが照れてしまう。

「ふたりが家族になるの、本当に嬉しい。おめでとう、真琴」

　心から祝福すると、彼女は幸せそうに笑って「ありがと」と返してくれた。

「よし。乾杯しよう、乾杯！」

　上機嫌な父が、皆のお猪口に日本酒を注ぎ始める。皆に行き渡ったところで、それぞれがお猪口を持ち、声高らかに乾杯をした。

　そのとき、斜め向かいの真琴と視線がぶつかる。

　〝大丈夫だよ、飲まないよ〟と目で訴えると、彼女もそれを理解したらしく頷いた。

　そんな合図を送り合って、お猪口をテーブルに置く私に、朝羽さんが不思議そうに尋ねる。

「どうした、飲まないのか？」

　……そうです、〝飲めない〟のです。

　実は昼間、私の異変に気づいた真琴と一緒に、すぐにドラッグストアへ行って妊娠検査薬を買ってきたのだ。確かめると、結果は陽性。

　ついに赤ちゃんが来てくれたんだ。私と朝羽さんの。

　わかったときからずっと打ち明けたかったのに、タイミングが掴めなくて今になってしまった。ちょっぴり緊張しつつ、彼だけに聞こえるように小声で告げる。

「朝羽さん、これからしばらくは一緒に晩酌できなくなりそうです」

「え？」

　やっぱり回りくどい言い方では伝わらず、ぽかんとする彼。クスッと笑った私は、彼の袖を掴んで耳に顔を近づけ、もう片方の手で口元を隠して耳打ちする。

「……赤ちゃん、できたみたいなので」

　顔を離すと、呆気に取られた様子の朝羽さんを見上げて、照れ笑いを浮かべた。

　やっと意味を理解したらしく、彼はみるみる驚きの表情に変わっていく。そして突然私に手を伸ばし、力強く抱きすくめた。

「わぁ、朝羽さんっ……！」

「おいおいおい、そこの不届き者！　俺の目の前で初音とイチャイチャすんな！」

　身を乗り出して軽く怒りだす兄に、朝羽さんはあたふたする私を抱きしめたまま、こんなことを言う。

「志楼さん、これからは〝お義兄さん〟じゃなくて、〝シロおじちゃん〟と呼ばせてもらいますね」

「は？」

　兄もわけがわからない様子で眉をひそめる。

　すぐに察したのは母で、「もしかして初音、おめでた……!?」と声を上げ、直後に父と兄の驚きの雄お叫たけびが響き渡った。唯一、真琴だけが大笑いしていた。

　その間も、朝羽さんは私をしっかりと抱きしめて離さない。

「あなたが今まで以上に愛おしい。家族ができるって、こんなに嬉しくなるものなんだな。おめでとう、初音」

　実感がこもった声からも、クールな彼が家族の前であるにもかかわらずハグしてきたことからも、感激していることが伝わってくる。

　喜びや幸せが目いっぱい込み上げてきて、私も満面の笑みで彼の背中に手を回し、抱きしめ返した。

　彼の腕と、皆の祝福の声に包まれる私の心情が、祖母が書き残したそれと重なる。




　＊　＊　＊




　人を愛すると、人は臆病になるものなのですね。

　ただし、守るものが増えた分、強くもなれるのです。

　秋桜は、枯れてしまったあとは、もう花を咲かせることはありません。しかし、次の年には残された種から新しい株が育つ。

　大切な命を授かった今、より多くの幸が芽吹くよう、心を耕したいと思う日々です。




　＊　＊　＊




　祖母の言う通りだ。赤ちゃんがいるとわかった途端、不安はどこかへ飛んでいって、私がしっかりしなければと奮い立つ気持ちだった。

　この子にも、自分たちにも、数あま多たの幸福が訪れてほしい。

　そのために、浮世の風に負けず、残りの人生に全力を注ごう。

　最愛の人と共に。





終はり












あとがき




　本作をお手に取り、お読みくださった皆様、ありがとうございます。葉月りゅうです。和の雰囲気を漂わせた優しいラブストーリー、お楽しみいただけたでしょうか。




　すでにおわかりかと思いますが、私は日本酒大好き人間です。今回、まず夫婦のお話を書きたいと思い、それも和風にしたいという願望がありました。どんな題材にしようかと考えていて、自分の趣味も兼ねたいいアイテムがあるじゃないか！と、日本酒が思いついたわけです（笑）。日本酒好きな女性は多くないかもしれませんが、本作を読んで少しでも興味を持っていただけたら嬉しいです。本当に奥が深いので。

　……と、語りだすと止まらなくなるので、お酒の話はこのくらいにして（笑）。

　今回は、それぞれタイプの違うカップルが三組も登場しました。初音と朝羽は学生並みに初々しかったですが、ゆっくり恋を育んでいく様子を丁寧に綴れたかな、と思っています。男前な真琴とおバカなシローさんは、ふたりのかけ合いを書くのが楽しかったですね。朱華と大和は、執筆中に〝なんかお似合いかも〟と思い、予定外にくっついたカップルでした。皆様はどの組み合わせがお好きでしょうか。

　そして、今回難しかったのは、ところどころに古語をちりばめたことです。趣のある素敵な大和言葉は数多くあり、どれをどの場面で使おうかと悩みました。この和の雰囲気から、人と人とを結ぶ縁だとか、それぞれの幸せの形だとか、目に見えないものを大切にすることの奥ゆかしさも感じていただけたら幸いです。




　最後になりますが、いつも親身に支えてくださるだけでなく、日本酒トークで盛り上がってくださる担当編集の三好様、矢郷様、制作に携わっていただいた皆々様に感謝しております。

　イラストレーターの龍本みお様、ため息が出るほど素敵なふたりを描いてくださり、ありがとうございました！　ヒーローの麗しいお顔が拝見できて感激しました。

　そして、この作品をお読みくださったすべての方に、心からお礼申し上げます。こうしてご挨拶ができることも、とても貴重なご縁のひとつです。この出会いを大切に、これからも執筆を続けていきますので、どうぞよろしくお願いいたします。
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